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「ないッ！　ないぃぃぃぃッ！」


　ある晴れた日の朝早く。宿にこだましたその悲ひ鳴めいは、ほかでもないこのあたし、リナ＝インバースの上げたものだった。


　なくなったのは──路ろ銀ぎんをふくむ旅の荷物が詰つまったザック。


　ショート・ソードやマントやら、そういったものはあるのだが……早い話、金かね目めのものだけがきれいに消えているのだ。


　眠る時にはまちがいなく、ベッドの横のテーブルに置いて寝たのだが……


　単にテーブルから落ちただけ、というわけではない。テーブルの下はもちろん、ベッドの下まで探してみたが、荷物を入れたザックはどこにも見当たらなかった。


　と、ゆーことはやっぱし誰かが……


「──まさかっ!?」


　ふとひらめいたある考えに、あたしはダッシュで自分の部屋を飛び出した。


　となりの部屋のドアノブを回す。


　ドアはいともあっさりと開いた。


　カギがかかっていなかったのだ。


　そのまま部屋の中に飛び込めば──


「……あう……」


　想像通りの光景に、あたしは一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくし、思わず小さな呻うめきを漏もらした。


　部屋の中には──


　ベッドの上、体じゅうをロープでぐるぐる巻きにしばられて、さるぐつわまでかまされながらも、やたらやすらかにすぴょすぴょ眠るナーガの姿。
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　そしてもうひとつのベッドは──もはや完全にもぬけのカラ。


　ああああああっ！　やっぱしぃぃぃぃっ！


「起きてっ！　ナーガっ！」


　言ってあたしの放った飛び膝ひざ落としが、まともにナーガの顔面にめり込んだ！





　みりっ！





　一瞬白目をむいてから、彼女はよーやく目をさます。


「もっも！　みみまみまみむんももっ！」


　ひと通りなにやら文もん句くを言ったあと、ようやく自分の置かれた状況を理解したのか、あたりをきょときょと見回す彼女。


「大変よっ！　また逃げられたわっ！」


　言いながら、あたしはナーガのさるぐつわを外してやる。


「おまけにっ！　今度はあたしの荷物や路銀も持って行かれたわっ！　たぶんナーガ、あんたのもねっ！」


「……っなっ……!?」


　言われて彼女は、あたりを見回し、


「たしかにないわっ！　わたしの荷物がっ！


　リナっ！　あんた自分の荷物盗まれて、ぜんぜん気づかなかったわけっ!?」


「だぁぁぁぁっ！　さるぐつわまでかまされて安眠してて、ひとのことだけ責めるんじゃないわよっ！　ともかく──」


　あたしはショート・ソードで彼女をしばる縄なわを断ち切った。


「追うわよっ！　イリーズをっ！」





　──説明せねばなるまい。


　今回、あたしとナーガが請うけ負おったのは、両親を失なくしたひとりの少女を護ご衛えいして、おじーさんのいる町へと連れてゆく──ただそれだけのしごとだった。


　依い頼らい主ぬしはそのおじーさん。かなり羽は振ぶりもよく、かんたんなしごとにしては、依頼料もけっこうなものだった。


　楽勝のおいしいしごと──だとあたしは思っていた。


　少女──イリーズが『行かない』なんぞとわがままをこくまでは。


　なんとか説得し、いっしょに旅たび路じについたのだが、やはりまだ納なつ得とくしてはいないのか、時々発ほつ作さ的てきに逃げ出そうとするのである。


　そう。ちょうど今日のように。





「おじさんっ！　あたしたちの連つれの娘こ知らないっ!?」


　あたしはわざと、どたばた階段をかけ下りて、血相変えて問いかけた。


「……な……なんだね……？　あわてて」


　あたしの剣けん幕まく（演技だけど）におどろいて、宿のおやじさんはとまどい顔で問い返す。


　相手に落ち着く間を与えず、あたしはさらにことばを重ねた。


「いーから答えてっ！　一いつ刻こくを争うのよっ！　彼女はどーしたのっ!?」


「……あ……いや……朝早く、『散歩に行ってくる』とか言って……」


「やっぱりっ！」


　みなまで言わせず、あたしは声をはり上げた。


「おにょれイリーズっ！　絶対逃がさないわよっ！」


「……ちょっと一体……!?」


　問いかけるおやじさんのことばを無視し、あたしはダッシュで店の外へと向かう。


「ふっ！　あの娘こがこともあろうに、わたしたちの荷物を持ち逃げしたのよっ！」


　後ろで聞こえるナーガの声。


　ああああああっ！　なんだっていちいちンなこと説明するんだっ!?　あんたはっ!?


　──あんのじょう──


「なにぃっ!?　持ち逃げっ!?　ちょっと待てっ！　それじゃあ宿代どーなるんだっ!?」


「いやあのちょっ……!?」


　背後に、宿のおやじさんの怒りの声と、ナーガのとまどいの声とが遠くなってゆく。


　……やっぱしとっ捕つかまったな……ナーガ。


　こーゆー場合はいきおいで煙けむに巻くのがいちばんなのだ。それをいちいち、持ち逃げされた、などと説明するから、そーゆーことになるのである。


　ま、ここは一発、ナーガには、人質がわりに捕まっていてもらおう。


　ともあれまずは、逃げたイリーズを探し出すっ！





　薄うす暗ぐらい店の戸口をくぐったとたん──


　あたしと一人の少女との視線がまともにぶつかった。


　としの頃なら十二、三。黒くつややかなショート・ヘア。猫ねこを想おもわせる、ややつり上がり気味のくりっとした目で、あたしを見つめたそのまんま、彼女はしばし硬直した。


　──イリーズ。


「うわわわわわわわわわわっ!?」


　オレンジ・ジュースやらケーキやらで埋うめつくされたテーブルを蹴け倒たおし、彼女は店の奥へと向かってかけ出す。


「逃がすかぁぁぁぁっ！」


　言ってあたしは、手近なイスをひっ摑つかみ、彼女に向かって投げ放つ！


　すかけぇぇぇぇぇんっ！


　イスは一直線に宙を裂さき、もののみごとにイリーズのうしろあたまをどつき倒した！


「ウラをかいたつもりでしょーけど、残念だったわねっ！」


　言ってあたしはかけ寄ると、身を起こした彼女のうしろえりを、わしっ！　とにぎりしめた。


　彼女を見つけたその場所は、宿の隣となりにあるメシ屋──というと、一見まぬけに聞こえるが、実はなかなかそうでもない。


　彼女はどうやら宿を出たあと、わざと人目につきながら、一いつ旦たんこの村を出て、街かい道どうのところでこっそり引きかえし、ここでくつろいでいたようなのだ。


「……よく見つけたじゃない……」


　険悪な目つきでこちらをにらみつけながら、イリーズはぽつりと言った。


「まーね。いったんはあたしも、あんたを見た、ってひとたちの話で、街道のところまで誘ゆう導どうされたけど……


　そこで、変だな、って思ったのよ。


　あんたがもしも逃げるなら、自分の故く郷にの方へと向かうはず。なのにたどり着いたのは、逆の方へと向かう街み道ち。


　それで、これはあたしを、逆の方へと進ませるテじゃないか、って思ったのよ。


　荷物を持って行ったんだって、路銀をなくしてこっちの動きを止める、ってぇのと、逆上させて、正常な判断を奪うばう、って、二つの意味があったんでしょ？」


「あたいの生活費にもなるから三つだよ」


　いけしゃーしゃーと言うイリーズ。


　しかし……宿のドアのカギを外し、あたしに気け配はいも感じさせず、荷物を全部持ってゆき、おまけにこの計算高さ……


　なかなか将来性豊かなお子様である。……って、あたしより二つ三つ歳下なだけなんだけど……


　これであと、口と性格の悪さだけなんとかすれば、かわいい、いい娘こなのだが……


　ともあれ、もはや逃げ出すつもりはなさそうである。あたしは彼女のえりを放し、正面から彼女の瞳ひとみを、ひた、と見つめる。


「どうして逃げ出したりするのよ……おじいさんのところへ行く、って、話し合って、あなたも納得してくれたじゃない……」


「してないッ！　あんたがあたいをユーカイして、ここまで引っぱってきたんじゃないのッ！」


　イリーズの放った『誘ゆう拐かい』のひとことに、店の客たちの、白い視線があたしに集中した。


　……うっ……まづひっ……


　とはいえここでおろおろしては、かえって怪あやしまれるとゆーものである。あたしは堂々と、イリーズ以上の大声で、


「人聞きの悪いこと言わないでっ！　誰がいつ誘拐なんてしたのよっ!?」


「あんたが五日ほど前にっ！


　それともなに!?　いきなりひとを術で眠らせて連れ出すのはユーカイって言わないわけッ!?」


「言わないっ！」


　あたしはきっぱり即答した。


「たとえ全人類がそう言おうと、あたしは言わないっ！　あれは『保護』よっ！」


「そんなリクツがどこにあんのよッ!?」


「あるっ！　ここにあるっ！」


　あたしとイリーズは、しばし無言でにらみ合い──


　……ふぅっ……


　先に小さく息を漏もらし、視線をはずしたのはイリーズの方だった。


　ふっ。勝った。


「……まあ……あんたに当たったってどうしようもない、っていうのはわかってんだけどね……


　もともと、あたいを連れて来い、なんて言った、あたいのぢぢいが悪いんだから」


　みょーに大人おとなびた口く調ちようでぽつりとつぶやく彼女。


「だいたいそれまで知らんぷりしてて、としとって気き弱よわになってから、あたいを引き取って育てるなんて、ムシがよすぎんのよっ！」


「だからっ！　説明したじゃないっ！」


　コッフェルさん──あたしたちの依頼人兼イリーズのおじいさんは、好きで彼女をほっぽっといた、というわけではない。


　ここに、ありきたりの駆かけ落ち話がひとつあった。


　昔、コッフェルさんの一人娘は、とある男と恋に落ち、しかしコッフェルさんはそれを認めず──結果、二人はともに姿を消した。


　コッフェルさん当人の話によれば、二人が出ていってはじめて、許ゆるしてやればよかった、と後こう悔かいしたそうである。人に頼たのんであちこち探し、ようやく二人の住んでいる場所を探し出しはしたものの、思いっきり反対しまくった手前、どうすればいいやらわからずに、そのままそっとしておいたらしい。


　そしてその二人の間に生まれたのが、イリーズというわけである。


　──ところが。


　今からふた月ほど前に、イリーズの両親が、乗っていた馬車の事故で、おなくなりになっちゃったのだ。


　そのことを知ったコッフェルさんは、イリーズを引き取って育てる決意をし、その仲ちゆう介かい兼護ご衛えいにあたしたちを選んだのだが──


「だいたい、ほんきであたいを引き取るつもりがあるんなら、当人がむかえに来るのがあたりまえじゃないの!?」


「……だから、コッフェルさんは腰いためて遠出ができないんだって言ったじゃないの」


「どーだか」


「……すなおじゃないわねー。子供みたいなことばっかし言って……」


「あたいは子供よっ！」


「そこをなんとか」


「なんないっ！」


「けど、話くらいは聞くだけ聞いてみたら？


　それで折り合いがつかないなら、それはその時のことよ」


「……[image: ]ーっ……」


　まだ不満げな表情で、そっぽを向いてうなるイリーズ。


　……あと二、三回は逃げ出すな……この様よう子すじゃあ……


「──ともあれ。まずは朝ごはん。ごはんを食べたら出発よ。いーわね」


　あたしのことばに、そっぽを向いた不満顔のまま、それでもイリーズは、無言でこっくりうなずいたのだった。





　朝食をすましてメシ屋を出た頃には、通りを埋うめる人の数もかなり増えていた。


　ここから、コッフェルさんの待つメルカドの町までは、二、三日の道のりである。


　──ただし──大人の足で、順調に行けば、の話だが。


「……小っちゃい村のわりにはけっこー人通りあるわねー。


　けど、このひとごみに紛まぎれて逃げよう、なんて思わないでね」


　言ってあたしはイリーズの──


　……あれ……？


　つい今しがたまでそばにいた、彼女の姿がすでに見えない。


　おにょれっ！　言ってるそばから逃げ出すとはっ！


　しかしまだ、そう遠くには行っていないはず。あたしはあたりをきょろきょろ見回して──


「あぐっ!?」


「こらーっ！　あんたあたいの護衛だろ!?」


　男の呻うめき声に重なって、イリーズの声が聞こえた。


　声のした方に目をやれば、人通りの中をこちらに駆けて来るイリーズと、そのあとを追う、四、五人の男たちの姿。


　トラブルのにおいをかぎつけて、あたりの人々が道を開ける。
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「こいつらっ！　いきなりあたいをかっさらおうとしたんだよっ！　蹴けり飛ばして逃げてきたけどッ！」


　あたしのそばに駆け寄って、目で男たちをさすイリーズ。


「なるほどね……」


　言ってあたしは、やや間を置いて立ち止まった、男四人に視線を送る。


　服装はごくふつーの村人ふうなのだが、目つきとものごしは、ごろつきたちのそれだった。


　奴ど隷れい商人に売り飛ばすため、子供をさらうよーな奴やつらが世の中にはいるが、目の前の連中は、それとはすこし違うようだった。


　でなければ、騒さわぎになったその時点で、とっとと逃げ出しているはずである。


　とすると──こいつら、イリーズを狙ねらってる!?


　ともあれそのあたりの事情は、当人たちをしめ上げて聞くのがいちばんてっとり早い。


「……どーやらこの娘こがお目当てみたいだけど……


　一体何が目的なわけっ!?」


　あたしの問いかけに、しかし男たちは無言のまま、ふところから短刀ダガーを抜き放つ。


　おーし。そっちがそーゆーつもりなら。


　あたしは呪じゆ文もんを唱となえはじめた。


　同時に男たちが突っ込んで来る！


　あたしは腰のショート・ソードを抜き放ち、先頭の一人に、まっ正面からふり下ろす。


　男はそれをあっさりと、向かって左に身をかわし──


　げずっ！


　その瞬間、あたしの放った右の蹴りが、その男のみぞおちに、まともにめり込んでいた。


　上からの一撃はあくまでもフェイント。わざとよけさせ、蹴りをたたき込んだのだ。


　蹴りの反動を利用し、かるく後ろに跳とんでから、あたしは唱え終わった術を解き放つ！


「爆煙舞バースト・ロンド！」





　きゅどどどどぅっ！





　あたしのまわりに生まれ出た、二十発近い光弾が、向かい来る男たちを直撃し、炎となってはじけ散る！


『ぐわわわっ!?』


　男たちと、見物人ギヤラリーたちとのどよめきが重なった。


　……ひょっとしたら、イリーズや見物人ギヤラリーたちにも流れ弾だ丸まが行ったかもしれないが、この術、見た目はハデだが殺さつ傷しよう能力はないに等しい。


　むろんこれで男たちをぶち倒すことも不可能。かりに直撃していても、せいぜいヤケド程度だろう。


　今のは単なる足止めと警告。このスキに、あたしは次の呪文を唱える。


　だがっ！


「……このっ……！」


　まだ消えやらぬ爆煙を裂さき、男のひとりが突進を再開した。立ち直りが思ったより早いっ！


　男が目ざすのは、あたしではなく──イリーズ！


　少女をひっ捕まえようと、左右に大きく手をひろげる男。イリーズは、恐怖で足がすくんだか、その場にじっと──


　──いや！


　ずがっ！


　次の瞬間、イリーズの放った、伸び上がるようなみごとな蹴りが、男のあごをまともにすくい上げていた！


　なんとっ!?　なかなかやるっ！


　今のはまともにカウンターで入った。さすがにたまらず、男はあおむけにひっくり返る。


　残った連中も、その光景に、しばしあぜんと佇たたずんだ。


「……や……やろうっ！　こうなったら！」


　根こん性じようがあるとゆーかバカとゆーか、怒声を上げてふたたび突進をかけて来る。


　ふっ。おろかな。あたしの呪文はすでに完成しているっ！


「氷フリーズの・矢アロー！」


　十数本の冷気の矢が、突進してきた男たちを直撃した！


　あるいは足と地面を凍こおらされ、あるいは脇わき腹ばらに冷気を受けて、たまらずその場に倒れ込む。


　ちょろい。


　思ったその時──


　だっ！


　見物人ギヤラリーの人ごみをかき分けて、一人の男が疾はしり出た！


　その向かう先にはイリーズの姿！


　まだひとりいたかっ!?


　とっさのことに立ちすくむ少女に向かって、男は手にした短刀ダガーをふり上げる！


　──まさか──殺す気か!?


　呪文を唱えるヒマはない！　ダッシュでかけつけても──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　だがその瞬間！　飛来した冷気の矢の群れが、ナイフを手にした男をまともにうち倒した！


　──今の術は！


「ナーガ！」


　その名を呼んでふり向けば、手近な建て物の屋おく上じように、風にはためくシーツを背景バツクに、エプロン、三角巾姿で、すっくと立ったナーガの姿！


「……何……!?　そのかっこう……!?」


「ほーっほっほっほ！　愚ぐ問もんね！　リナ＝インバース！　あんたがいつまでたっても帰って来ないんで、宿のおやじさんに強制労働させられてるに決まってるじゃないっ！」
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　……おー。そーいえば、こいつのことすっかり忘れてたなー。


「ともあれ助かったわ！　ナーガ！　ありがと！」


「ふっ！　礼にはおよばないわっ！……それより宿代お願い早く……」


　うーむ。苦労してるなー。


「わかったわ！」


　ふたつ返事で答えたあたしの右腕に、ひしっ、とイリーズがしがみついた。


　彼女の体が、かすかにふるえているのがわかる。


　無理もない。殺気むき出しに短刀ダガーをつきつけられるなど、戦い慣なれしていないかぎり、大の大人でもじゅーぶんコワい。


「……だいじょーぶ？　イリーズ？」


「……うん……」


「がんばったわね。見直したわよ」


「……まあ……かーちゃんにいろいろ教わってたから」


「いろいろ？」


　眉まゆをひそめて問うあたしに、イリーズは小さくほほえんで、


「うん。ケンカのしかたなんかを。かーちゃんいつも言ってたから。『やられる前にやれ』とか『敵を倒すのに手段はえらぶな』とかって」


　……い……一体どーゆー教育を……


　どんなひとだったんだろう……？　イリーズのお母さんって……？


　まあ、それはともかく……


　あたしは、氷フリーズの・矢アローで地面にくぎづけにされた男たちのうちひとりに歩み寄り、正面から、きっ！　とにらみすえ、


「……さあ……話してもらいましょーか。


　なんでイリーズを狙ったのか？」


「……はっ……！　そうと聞かれて、素す直なおにぺらぺらしゃべると思ってるのか!?」


「もちろん──思ってないわ」


　顔色を変えながらも、強がりをほざく男に向かって、あたしはにんまりと、意味ありげな笑みを浮かべてみせる。


「けどね。話してくれない、っていうのなら、しもやけ程度じゃあすまないわよ」


　言ってあたしは、口の中で小さく呪文を唱えた。


　かざした右の手のひらに、小さな光の球が生まれる。


「……なっ……!?　何なんだっ!?　そりゃあっ!?」


　うろたえまくる男に、あたしは無言の笑みを送り、ゆっくりと、右手を男の目の前にかざした。


「何をする気だっ!?　おいっ!?」


　男の問いに、やはりあたしは無言のまま、ゆっくりと、光を男に近づけてゆく。


　……魔道をちょいとかじった人間ならばわかっただろう。あたしの右手に生まれたものは、単なる『明りライテイング』の光球だと。


　こんなもんがぶつかっても、せいぜいまぶしさに目がくらむ程度のものだが、これの正体がわからない男にとっては、かなりの恐きよう怖ふだったのだろう。


「ま……待てっ！　待ってくれっ！」


　絶ぜつ叫きように近い男のことばに、あたしは右手の動きを止めた。


「──話す気になった？」


「ああっ！　頼まれたんだっ！　そのガキをつかまえて売うっ払ばらうなり、始末──」


　男のことばを遮さえぎって、一瞬殺気がほとばしる！


　──後ろ!?


　思った瞬間、あたしはイリーズを抱きかかえ、横っ跳びにその場を離れた！





　ちゅごぉぉんっ！





　飛来した爆ばく裂れつ呪文が、襲しゆう撃げき者しやたちと見物人ギヤラリーたちとをまともにふっ飛ばした！


「──おしゃべりはそこまでにしてもらいましょうか」


　よく通る、若い男の声は、殺気と同じ方向から聞こえた。


　すぐ近くにある一いつ軒けんの民家。その緑の切きり妻づま屋根の上、うっそうと佇たたずむ黒い影ひとつ。


　黒いマントに身を包み、フードで顔を隠した魔道士ふうの男だった。


　彼はまっすぐに、あたしとイリーズの方に視線を向けていた。


「──今の一撃、手かげんはしてさしあげましたからね。死ぬことはないと思いますけど。


　……どうやらあなたもまた、僕ぼくと同じ魔道士のようだ……


　まあ、今日のところは貴女あなたの健闘に免めんじて引き下がらせていただきますが、次にお目見えする時には、少々本気を出させていただきます。


　──どうか、ご覚かく悟ごを──」


　魔道士が言ったその瞬間。


「なにが『ご覚悟を』だっ!?」


　めしっ！


　怒りに燃えた村人Ａの投げ放った石が、まともに魔道士の股こ間かんを直撃した！


「をづっ!?　ぬわぐぅぅぅっ！」


　白目をむいてバランス崩くずし、そのまま屋根をすべり落ちる！


　ずからこずからこずからこっ！　べちっ！


　そこにすかさず殺さつ到とうする、怒りに燃えた村人たち！


「このやろっ！　あぶねーじゃねーかっ！


　村ン中であんな術ぶっ放しやがって！」


「おろしたての服が破れちゃったじゃないのっ！」


「痛かったぞこのやろ！」


「フクロだフクロっ！」


「きぃぃぃやぁぁぁぁぁっ！　へるぷぅぅぅっ！　へるぷみーぷりぃぃぃづ！」


　──かくて。


　謎なぞの魔道士は、その名前すらわからぬうちに、怒りに燃えた村のひとたちの手によって、あっさり成せい敗ばいされたのだった。





「……うずっ……実は僕も……あるひとに頼まれたんですぅっ……


　ひとを集めて、あの子供をなんとかしろって……


　それであのごろつきたちを、金で集めたわけですぅっ……」


　村の役所のオリの中、村のひとたちにぼこめこにされた謎の魔道士は、腫はれ上がった顔を涙なみだに濡ぬらしながら、面会に来たあたしに語った。


　さきほどまでの、余よ裕ゆうしゃくしゃくの態度はどこへやら。やられたとたん、いきなし腰が低くなりまくっていたりする。


　……まあ、人間なんぞ、たいがいそーゆーものではあるが。


「なるほど。で？　その『あるひと』って？」


　お役人さん立ち会いのもと、問いかけるあたしに、謎の魔道士は涙声で、


「知らないんですぅぅぅっ！　ほんとですぅぅっ！　信じてくださいぃぃっ！


　中年の男で、名前も名乗らずに、『もうけ話に乗る気はないか』って……


　子供は殺さなくても、人買いにでも売うっ払ぱらうだけでいい、って、支し度たく金きんだ、って金貨いっぱい渡されて……


　それでつい……ふらふら、っと……


　すいませぇぇぇぇぇぇんっ！」


　よりょよりょと泣きくずれる魔道士に、立ち会った役人は困った顔で、あたしの方に向きなおる。


「……ふぅむ……こいつはこう言ってるが……何か心あたりでもあるかね？」


　あたしとイリーズは、ちらりっ、と一瞬視線を交わし、


「……それは……まだわかりません。


　あたしはこの娘こを、おじいさんのところへ連れて行く途中なんですけど……」


「なるほど……」


　役人は、しばし何やら考えて、


「ぶしつけなことを聞くが……そのおじいさんとやらは、ひょっとして、かなりの財産家なのかね？」


「ええ──見たところ、かなり」


「……なるほど……ね……」


　つぶやいて、役人は苦い顔をした。


　どーやら彼も、あたしと同じことを考えたようである。


　すなわち──財産がらみのいざこざ、と。


　財産持ってるじーさんが、それまで離れて暮らしてた、自分の孫を呼ぶという。


　となればじーさんにもしものことがあった時、財産の多くが、いきなしやって来たその孫──早い話が、イリーズのもとへと転がり込む可能性は大きい。


　となると当然、身内の中には、それを快こころよく思わない人間も出てくるはず。


　そういった身内の誰かが、イリーズをなんとか『処分』しようとした──


　そんなところなのではないだろうか。


　イリーズの前では、口に出しては言えないが。


「……何にしたって、ぢぢいのところに行けばはっきりするわけでしょ」


　しずかなまなざしで、イリーズは言った。


　その瞳めの奥に、決意の色をにじませて。


「行くわ。あたい。ぢぢいのところへ」


「イリーズ!?」


「かーちゃんいつも言ってたもん。『はむかう奴にはぢごくを見せろ』って」


「…………」


「何のつもりか知らないけど、あたいを狙ねらったやつなんかに、しっぽをまいて後ろを見せるわけにはいかないわっ！　こうなったら、こっちから出向いてひねりつぶすのよっ！」


「……この子……一体……？」


　イリーズの熱意あふれる発言に、ぼーぜんとつぶやくお役人。


　彼女はこちらに向きなおり、あたしの右手をにぎりしめ、


「手つだってくれる？　リナねーちゃん!?」


「オーケイ、イリーズ」


　言ってウインクを送るあたしに、イリーズは、とびっきりの笑顔で応こたえた。





　──そして──


　あたしとイリーズの二人が、コッフェルさんの待つ、メルカドの町に着いたのは、それから三日後のことだった。


　あれ以来、イリーズは逃げ出すそぶりさえ見せず、旅は順調に進んだ。


　刺し客かくも送られては来ない。


　しかしそれで、イリーズを狙う何者かがあきらめた、というわけではないだろう。


　おそらく、ここで決け着りをつけるつもりなのだ。


　このメルカドの町の中で。


　交通の面で言うならば、それほど便利な場所にあるわけでもないが、近くに宝石の鉱こう山ざんがあり、それで発展した町である。


　つまりは、採さい掘くつ者しやと、宝石成なり金きんの町なのである。


　そんな中にあって、イリーズのじーさん、コッフェルさんは、この町で商売をはじめて成功した人だった。


　町のほぼ中心近く──豪ごう邸ていの建ち並ぶその区画に、ひときわ瀟しよう洒しやな石造りの家がある。


「ここがコッフェルさんの家よ」


「……………………」


　あたしのことばにイリーズは、しばしぼーぜんとその場に佇たたずむ。


「……なんか……あたいの住んでた家うちが、一ダースくらい建ちそうなとこね……」


「裏庭もあるから、二ダースは建つんじゃない？」


「……なんか知らないけど、腹立つな。なんとなく」


　あたしのことばに、憮ぶ然ぜんたる表情でつぶやくイリーズ。


「わかるわ。


　むやみに金持っている奴見ると、なんとはなしにムカっと来る。それが、人間の本来あるべき姿ってもんなんだから」


「……そーなの？」


「そーよ。


　ま、ともあれ、ここで家を眺ながめてたってしかたないわ。


　行きましょ」


「う……うん……」


「こらこら。家だけ見てビビッてどーすんのよ。これからが本番なのよ」


「……そ……そーだよね」


　言って彼女は、二、三度深呼吸をくり返す。


　それでようやく腹がすわったか、大きくひとつうなずいて、


「よしっ！　行こうっ！　リナねーちゃん！」


「よしっ！　行きましょうっ！」


　大だい理り石せきのアーチをくぐり、皓しろい石を敷しき詰つめた、長いアプローチを通り、竜りゆうの頭を模もしたドア・ノッカーを二、三度叩たたく。


　──待つことしばし。


　かちゃり。


　外がわに開いたドアのすき間から、顔をのぞかせたのは、灰色の髪かみの中年男だった。


　瘦やせて、ひょろりと背が高く、不健康そうな顔色の中で、目だけがみょーに鋭するどい光を放っていた。


　むろんコッフェルさんではない。あたしの知らない顔である。


「……何か？」


　問いかける男に、あたしはイリーズの方を目でさして、


「コッフェルさんに、お孫さんを連れて来るように頼まれた、リナ＝インバースです」


「……ほぉう……するとその娘が……」


　つぶやいて、男は、しずかな視線をイリーズに向けた。


「コッフェルさん、おいでになります？」


「ああ。──入ってくれ」


　言って男は扉を開ける。


　誘さそわれるまま、中へと入るあたしとイリーズ。


　玄げん関かんホールの調度品やらシャンデリアやらに目をうばわれるイリーズをうながし、あたしは男のあとへとついてゆく。


「ところで……あなたは？」


「俺か？　俺はハッブル。コッフェルの甥おいだ。


　あんたが前に来た時には、顔を合わせなかったが、話は叔お父じから聞いている」


　歩きながらのあたしの問いに、ふり向きもせずに答える彼。


「……甥……ね……ふん……」


　ためしにあたしは、意味ありげな口調でそう言ってみる。


「何か？」


　問い返す彼の表情には、しかし、動どう揺ようの色は浮かんでいなかった。


「いえ。別に」


　コッフェルさんの身内で中年だからというだけで、イリーズ襲撃の犯人だ、と決めつけるわけにはいかない。


　しかし、容よう疑ぎ者しやのひとりであることに変りはない。


　彼があたしたちを案内したその先は客間だった。


「ここで待っていてくれ。すぐに呼んで来る」


　言い残してハッブルは、扉を閉めて部屋を出た。


「……わー。このソファふかふかー」


　沈しずみ込むようなソファで、むじゃきに声を上げるイリーズ。


　そして、待つことしばし。


　扉のノブが回る音。


　同時に、思わずイリーズが立ち上がった。


　つられてあたしも席を立ち──


「待たせたのぅ」
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　まだ腰のぐあいがよくならないのか、ハッブルに支ささえられるようなかっこうで、一人の老人が、部屋の中へと入って来た。


　小こ柄がらで白はく髪はつ、白いひげ。いかにも人のよさそうなおじいさん。


　このひとこそがコッフェルさん。今回のしごとの依頼人──そして、イリーズのおじいさんである。


「ご面倒をかけたの。リナど……」


　言いかけたコッフェルさんのことばが、喉のどの奥で凍りついた。


　愕がく然ぜんと佇たたずむ老人の、視線の先には、イリーズの姿。


「……この子は……！」


「そうです。この子が……」


　言いかけたあたしのことばを遮さえぎって、コッフェルさんの声が響いた。


「この子は……イリーズじゃないっ！」


『どえええええええええええっ!?』


　あたしとイリーズ、そしてハッブルの、驚きよう愕がくの声があたりにこだました！




（イリーズの旅路：つづくっ！）
























　次回予告





　イリーズを狙う謎の人物！　そしてコッフェル老の発言の真意は!?


　リナの、イリーズの、そして一見作者にすら忘れ去られているように見えるナーガの運命はっ!?


　すべての真実が、今、メルカドの町を舞台に明らかになる！


　次回、『イリーズの旅路　後編』につづくっ！









イリーズの旅路［後編］
















　あらすじ





　両親を失なくした少女・イリーズを、金持ちじーさんのところへ届ける──あたしが受けたのは、ただそれだけの、一見ごくかんたんなしごとだった。


　しかし、イリーズの命を狙ねらう、謎なぞの一団が出現した時から、すべての状況は一変した！


　刺し客かくを倒しはしたものの、黒くろ幕まくもわからぬそのままで、イリーズのじーさん、コッフェルさんの待つメルカドの町に二人はたどり着いた。


　そこで待っていたのは、コッフェルさんの甥おい、ハッブルと、コッフェルさんの意外なひとことだった──


　すなわち、『この子はイリーズじゃない』と。















　驚きよう愕がくが生み出した沈ちん黙もくを破ったのは、やはり、コッフェルさんだった。


「──なーんてな。


　うそじゃよーん[image: ]」


　……こっ……！


『あほかぁぁぁぁぃっ!?』





　ずぎゅるるぃっ！





　あたしとイリーズ、そしてハッブル、三人のトリプル・キックが、まともにコッフェルじーさんを直撃した！
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「何考えてんのよっ!?　いきなしンなわけのわかんない冗じよう談だん飛ばしてっ！」


「そうですよっ！　いくらなんでも悪趣味すぎますよ！」


　責め立てるあたしとハッブルの剣けん幕まくに、しかしコッフェルさんは、なぜかうれしそうな笑みを浮かべつつ、


「……うむうむ……イリーズの今の一撃、娘の蹴けりにそっくりじゃったわい。


　さすがに親子よのぅ……」


「だぁぁぁっ！　何をへんなふーにしみじみ喜んでるのよっ!?　今ので完全にイリーズの信頼なくしちゃったわよっ！」


「……いやその……なにしろ初対面の孫じゃからのぅ……かるーく冗談でも飛ばして、ぎすぎすした空気を消そうかのー、なんぞと思って……」


『よけいぎすぎすするわっ！』


　またまたツッコむあたしとハッブル。


　イリーズは、深いため息ひとつつき、


「……やっぱし……あたいがここに来たのって、間違いだったかもしんない……」


「あっちの家うちに帰るんなら止めないわよ。イリーズ」


「ひわわわわわっ！　ちょっと待ってくれぃっ！　今のはわしが悪かった！」


　あわててあやまるコッフェルさんに、イリーズは、ちらりっ、と白い視線を向けて、


「……まさかとは思うけど……あたいのパパとママの結婚を反対したのも冗談で、『うそじゃよーん』とか言う前にかけ落ちされた、なんてことじゃないでしょーね？」


「ぎくぅっ！」


「……やっぱりあたい、あっちの家に帰る」


「うわわわっ！　待ってくれぃっ！　イリーズ！　今の『ぎくぅっ』も冗談じゃっ！　信じてくれっ！』


　ほとんど女房に逃げられかけた旦那だんなのノリで、イリーズにしがみつくコッフェルさん。


　……今までの言動で、相手に『信じろ』なんぞという方が無理だと思うぞ。あたしは。


　イリーズは、ふたたびため息をひとつつき、ちらりっ、とあたしの方へ視線を送り、


「……まあいいけど……


　ところで、実はね、あたいがここまで来る旅のとちゅう、誰かがあたいを狙ってたみたいなの」


「──狙っておった？」


　イリーズのこのひとことに、さすがに真顔になるハッブルさん。


「たしかに、イリーズを狙ってたわ」


　横からあたしが口をはさむ。


「そのごろつきたちは、あたしがはり倒してとっ捕つかまえたんだけど──そいつの話によると、誰かから、イリーズをどうにかしてくれ、って頼まれたらしいわ」


「なんじゃとっ!?　一体何者にっ!?」


「それは──わからないわ」


　出てきてすぐに、いともあっさり捕まった、謎の魔道士の証言から、中年の男だということだけは聞いているのだが、あえて今は、それは言わないでおく。


「なぜイリーズを？」


　問うハッブルに、あたしは左右に首を振り、


「さあ……けど、確かなのは、イリーズを狙った黒幕を、なんとかつき止めないかぎり、これからも彼女が狙われる危険がある、ということね」


「……ふぅむ……まさか、そんなことになっておったとはのぅ……」


　コッフェルさんはしばし沈黙し、やがて、静かな視線をあたしに向けると、


「──リナどの。よかったら、もう少しここにとどまって、イリーズを守ってやってはくれんじゃろうか？


　もしもそんな連中が、またまたイリーズを襲って来るようなことがあれば、わしらではどうしようもないからの。


　──むろんその分は、これまでのとは別に、礼はさせていただくが。どうじゃろう？」


　もとより、ここでイリーズを見捨てるつもりはさらさらなかった。依い頼らい料が新たに出るならなおさらのこと。


「──わかりました。


　どうか、お任まかせください」


　言ってあたしは、大きくうなずいたのだった。





「──ところで、いっこうに何も起きんな。


　魔道士どの？」


　ハッブルが、皮ひ肉にくな口調であたしにそう語りかけたのは、あたしとイリーズがこの町に着いてから五日目の夜──夕食の席でのことだった。


　──たしかに。


　このメルカドの町に二人が着いてから、イリーズを狙う連中は、あたしたちの前に全く姿を見せなかった。


「いやまあしかし、何ごともないのがいちばんじゃからのぅ」


「だめよっ！」


　小魚のフライに、ざくぅっ！　とフォークをつき立てて、イリーズは、コッフェルさんの、ことなかれなセリフを否定した。


「いったんあたしをねらった以上、このままただですませるわけにはいかないよっ！


　礼は半分、うらみは倍返し、って、母ちゃんいつも言ってたもんっ！」


　うむうむ。なかなか感心な教育方針である。


　だがハッブルは、あたしに視線を向けたまま、


「──しかし、実際に、イリーズがこの町に着いてから何も起きていない。


　そもそも、本当にイリーズを狙う連中なんてものがいるのか？」


「……どういう意味じゃ？　ハッブル？」


　コッフェルさんにそう問われ、ハッブルは、意味ありげな視線をあたしの方に向け、


「どこかの誰かが、楽して金をもうけるために、ごろつきを雇やとって一度イリーズを襲わせ、自分があとでその護ご衛えいを引き受けた──なんて話が、よくあるじゃないか」


「……つまり、その『どこかの誰か』とやらがこのあたし、ってわけね」


「魔道士、なんぞという奴やつは嫌きらいでね。


　一体何を考えているやら、見当がつかん」


　へーぜんとブラウン・シチューをすすりながら言うハッブル。


　しかしここで逆上したら負けである。あたしはつとめてへーきな顔で、


「けど、こーゆーのもあるでしょ。


　他のみんなの前で、誰かひとりを『犯人じゃないか』ってにおわせて、自分が犯人だ、ってことを隠そうとする、って。


　おまけにそのぬれぎぬを着せる相手が護衛だったりしたら、ジャマものを排はい除じよできて一石二鳥、ってわけね」


　もしも犯人の目的が、あたしの予想した通り、コッフェルさんの財産ならば、いちばん怪しいのは、ほかでもない、このハッブルなのである。


　あたしのことばに彼は、口もとをかすかに引きつらせながら、しかし余よ裕ゆうの口調で、


「ほほぅ──なかなか面白い意見だな」


　あたしとハッブル、二人の視線が、しばし激しく火花を散らし──


「いいかげんにせんか。二人とも」


　ぎすぎすとしたその空気をうち砕くだいたのは、あきれたようなコッフェルさんのセリフだった。


「うちわでもめておってもしかたなかろう。


　……まあ、むろんいつまでもリナどのをここにお引き止めするわけにもいかぬことは確かじゃが……


　イリーズを襲ったとかいうごろつきどもなら、何か知っておるかもしれんが、それを聞き出すのは役人のしごとじゃ。


　──そうじゃな。明日にでも、そやつらの捕まっておる村に使いでも出して、何かわかったことでもないか、聞いてみるよりあるまい」


　……うーむ……たしかに今の状況では、できることといえばそれくらいだろうか。


　一番早いのは、黒幕らしき男から依頼を受けたという、あの魔道士を連れてきて、関係者とご対面させる、という方法なのだろうが、こちらがそうと要よう請せいしても、役所がすぐに動いてくれるとは思えない。


　イリーズが襲われたあの一件も、あたしたちにとってはおーごとだが、役人たちの目から見れば、よくある誘ゆう拐かい未み遂すいその一、にしかすぎないのだ。


　となればやはりここは、相手が動くのをじみちに待つか……


　などと考えつつ、ナイフとフォークを動かしていたその時──





　どぉぉぉぉんっ！





　あたりをふるわす爆音とともに、窓の外が炎の色に染そまった！





「──なんだっ!?」


　声を上げ、ハッブルがいすから立ち上がった時には、あたしはすでに呪じゆ文もんを唱となえつつ、窓のそばへとかけ寄っていた。


　今のはまちがいなく、攻撃呪文の一撃。


　外の気け配はいを探ってから、あたしは窓を大きく開く。


　庭木の一本が、まるで巨大なたいまつのように、紅あかい炎を上げていた。おそらくは、火炎球フアイアー・ボールか何かの直撃を受けたのだろう。


　あたりをざっと見渡せば、庭をはさんで塀へいのほう、濃のう紺こんの夜空を背景に、ちらりと黒い人影ひとつ。


「氷結弾フリーズ・ブリツド！」


　とりあえず、唱えておいた呪文を使い、燃え上がる庭木を消火する。


「みんな！　そこを動かないで！」


　部屋のみんなに言い捨てて、あたしは呪文を唱えつつ、窓から外へと飛び出した。


　──むろん、今の火炎球フアイアー・ボールとあの人影が、単なる陽動だということは承知の上である。


　おそらく、あたしがイリーズたちから離れるのを待って、そちらを襲うつもりだろう。


　それがわかっていながら、わざと誘さそいに乗ったのは、決着を早めるためだった。


　あたしがもしも、陽動の相手を無視して、イリーズたちのそばに残ったなら、襲しゆう撃げき部隊はたぶん動かないだろう。


　となれば当然黒幕の手がかりも得られず、戦いは長期戦へともつれ込む。


　それを避さけるためには、あたしがいったん家を離れ、陽動の相手をとっととはり倒し、すぐさまとって返して、襲撃部隊を叩たたき、黒幕の正体吐はかせるのみっ！


　襲撃部隊が、それほどムチャな攻撃はかけて来ないだろう、という読みもあった。


　単にイリーズを殺すことだけが目的ならば、今の火炎球フアイアー・ボール、庭木などにではなく、部屋の中へと直接叩き込めばすんだことである。


　にもかかわらず、そのテを使わなかったのは、襲撃者にとって、巻き込むことのできない誰かが、あの時、あの部屋にいたからではないだろうか。


　──おそらく──ハッブルが。


　ともあれすべては、目の前の相手を片づければはっきりとする。


　無意味に広い庭を横切り、あたしが塀のところにたどり着いた時には、そこからはすでに、黒い人影は消えている。


　しかし、陽動が目的なら、完全に姿をくらましたはずはない。


「翔封界レイ・ウイング！」


　あたしは唱えておいた高速飛行の術で、塀の上へと飛び上がった。


　やはり、こちらの予想した通り──


　屋や敷しきからやや離れた通りを、ついて来いと言わんばかりに逃げてゆく例の人影が見えた。


　おーし！　ならばお望み通りにっ！


　風の結界を身にまとい、あたしはそちらに向かって宙を疾はしる！


　影との距離は、みるみるうちに詰つまってゆく。しかしさすがに、こちらの気配に気づいたか、あわてて影は、横手の細い路地へと入ってゆく。


　──くそー。そう来たか。


　この翔封界レイ・ウイング、たしかにかなりの高速が出せるが、そのぶん術の制せい御ぎよがむずかしく、当然小回りもききにくい。ちょこまかと細い路地を動かれれば、動きについていくことはできないし、上から追つい跡せきしようにも、この闇やみでは、暗い路地をゆく人影を追うことはまず無理である。


　しかたなく、あたしは術を解除して、ダッシュで影のあとを追った。


　シルエットからすると、相手はどうやらマントを羽は織おっているようである。魔道士なのか、単に姿をさらしたくないだけなのか、どちらなのかはわからないが。


　ともあれこのままえんえんと、追いかけっこをする気はない。とっととこいつをはり倒し、イリーズたちのもとへと戻らなければならないのだ。


　口の中で呪文を唱え──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　解き放たれたその術は、しかしあたしのくり出したものではなかった。


　声と同時に、上の方から、十数本の冷気の矢が、あたしに向かって降り注そそぐ！
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　あえかな月の光にきらめく軌き跡せきが、大地に砕くだけて冷気を撒まいた。


　運がよかったか、それとも当てるつもりがなかったか、あたしには、ただの一発も当たってはいない。


　──しかし──今の声は！


　ひた、と夜空を見上げれば、手近な建物の屋根の上、月の光を背に浴あびて、佇たたずむ黒い影ひとつ！


「ほーっほっほっほ！　ずいぶんとひさしぶりねっ！　リナ＝インバース！」


「ナーガっ！　生きてたのっ!?」


「死ぬわけないでしょっ！　宿屋の家事手伝いさせられたくらいでっ！


　……そうそう。そのお礼を言わなくちゃあならなかったわね。


　よくもあの時は、わたしを見捨てて、イリーズと二人だけで逃げてくれたわね！


　どうせ一人で護衛の依頼料をせしめようって魂こん胆たんだったんでしょうけど、そうはさせなくってよ！」


「させなくってよ、はいーけど、宿代ぶん、ちゃんと働いたわけ？　ひょっとして？」


「ふっ！　親切なひとが宿代立て替えてくれたおかげで、ようやく解放されたのよっ！」


「……親切なひと……？」


　ナーガのことばにあたしは小さく眉まゆをひそめた。


　まさか、シンセツナヒトなどというキトクな生き物が、まだこの世の中に生き残っていようとは……


　ふつーはそーゆー奴にかぎって、何かよからぬ下心があったりするのだが……


「わたしはその親切な人に、ここで、おびき出された相手を足止めするよう頼たのまれた、というわけよ！」


　……それって……ロコツに利用されてるだけなんじゃあ……？


「ふっ！　まさかその相手が、リナ、あなただとは思ってもいなかったけれど、ね！


　けどこうなったら好こう都つ合ごうよっ！　あの時の借り、ここで返させてもらうわよっ！」


　一方的にわめきまくり、呪文を唱えはじめるナーガ。


「……ちょ……ちょっとナーガ!?」


　抗こう議ぎの声を上げるいとまもあらばこそ。


「氷結弾フリーズ・ブリツド！」


　ナーガはかまわず、次の呪文を解き放つ！


　あわててその場を跳とびのくあたし。たった今まであたしの立っていた場所を、冷気の塊かたまりが直撃した。


　えーいっ！　やはりナーガ相手に話し合いは無理かっ！　となれば力ずくで黙だまらせるっきゃない！


　あたしは呪文を唱えはじめ──


　はた、といきなり我にかえる。


　そーだっ！　こんなところでナーガと呪文合戦してる場合じゃなかったっ！


　気がつけば、追っていた人影はとうにどこかに姿を消している。


　となれば一刻も早く、イリーズたちのところに帰らなければならないのだが、問題は、どうやってナーガをふり切るか。


　説得などむろんムダなこと。かといって、まともに呪文の応おう酬しゆうをすれば、戦いが長引くことになりかねない。


　となれば、残った手段は一つ──


「ストップ！」


　屋根の上に佇むナーガへと向かって、あたしは声をはり上げた。


「悪いけど、あんたとここで遊んでる時間はないのよっ！　それでも戦うつもりなら、あたしにも考えがあるわっ！」


「ほーっほっほっほ！　はったりにしてはおそまつねっ！


　一体どんな考えがあるのか、言えるものなら言ってみなさい！」


　大きく胸を張り、言う彼女に、あたしはぼそりと、


「……あんたの荷物燃やすわよ」


　──むろん。


　あたしのそのことばに、ナーガがあやまったのは言うまでもない。





「──で？　宿の代金をたてかえてくれた、その『親切な人』ってのは、一体どんな奴だったわけ？」


　コッフェルさんの家へと続く道を行きながら、あたしはナーガに問いかけた。


「まだ若い、魔道士ふうの男だったわね。


　宿代をかわりに払うから、すこしだけ手を貸してくれ、って」


　若い魔道士ふうの男？


「それってひょっとして……あたしやイリーズの前に出てきたあの魔道士!?」


「どの魔道士？」


「だからぁっ！　イリーズがごろつきたちに襲われた時、あんた、呪文で援えん護ごしてくれたでしょっ!?


　あのあと、あたしたちの前に出てきた魔道士がいたじゃない!?」


「ふっ。そういうことならおぼえてないわね」


　毎度毎度のことながら、無意味に胸張り言うナーガ。


「あのあと、つい洗せん濯たく物もの干ほしに夢中になっちゃってたから」
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　……けっこう家庭的とゆーかマメとゆーか……まあ、いいけど……


「けど、『宿代出すから、ある人間の足止めしろ』なんて言われたら、ふつー、少しは怪あやしむわよ」


「ふっ。人間、ひとを信じられなくなっちゃあおしまいよ」


　いや、あたしはそーゆーことを言ってるんじゃあなくてね……


　……まあ……ナーガに、考えてから行動しろ、なんぞと言う方が無理かもしれないが。


　あたしはため息ひとつつき、前にある、コッフェルさんの家を目で指し、


「──あそこよ。コッフェルさんのうちは。


　ひと足先に行くから」


　言ってあたしは答えも待たず、翔封界レイ・ウイングの術を唱えた。


　ひと息で塀を飛び越えて、あたしは庭へと降り立った。


　ナーガと多少のかけあい漫まん才ざいをしたとはいえ、あたしがここを跳び出してから、さほどの時間は経たってないはず。


　屋敷に、騒ぎの起きている様子はない。


　あたしは胸をなで下ろし、開きっぱなしの窓の方へと近づいた。


　──ん？


　その時あたしは、ふとあることに気がついた。


　あたしはたしかにこの窓を、開けっぱなしで出て行った。


　しかし、近くにイリーズを狙う何者かがいるとわかっている以上、ふつーは誰かが閉めるだろう。


　にもかかわらず、窓が開けっぱなしになっている。ということは──


「イリーズ！　みんな！」


　あわてて窓に駆け寄ってみれば──


　明りのついた部屋の中、床にはコッフェルさんとハッブルの二人が倒れており、あたりには、イリーズの姿は見当たらない。


「コッフェルさん！　コッフェルさん！」


　あたしは彼を抱き起こす。


　死んではいない。単に眠っているだけである。


　眠りスリーピングの術を使ったか!?


　となれば今は、二人より、イリーズを探し出すほうが先決である。


　──しかし、イリーズをさらった相手は、一体どちらに逃げたのか!?


　と、その時。


「ほーっほっほっほ！　そこまでよっ！」


　ナーガの声は、はるか後ろ、塀の向こうから聞こえて来た。


「──なっ……!?　どういうつもりだっ!?」


　間を置かずに聞こえたのは、まだ若い男の声だった。


　──この声はたしか──！


　あたしはまたまた術を使い、三たび、塀を乗り越えた。


　そこには、無意味に大きく胸を張り、仁に王おう立ちになったナーガと対たい峙じする、マントをはおった後ろ姿。


　最初にあたしが追っていた奴である。ナーガにあたしの足止めをさせて、自分は屋敷に取って返し、イリーズをさらったわけか。


　思っていたより早くあたしが戻って来たもんで、どこかに隠れてやりすごし、ふたたび走り出そうとしたところでナーガとはち合わせになった──


　たぶんそんなところだろう。


「──どういうつもりだ!?　宿代を出してやった恩を忘れたか!?」


　セコい恩着せをするマント姿に、しかしナーガは動じることなく、


「ふっ！　笑わせないでもらいたいわねっ！


　ただの足止めだけならとにかく、あの程度の額で、子供の誘拐の片棒かつがされてたまるもんですか！」


「そういうことよ！　あきらめなさいっ！」


　後ろからあたしのかけた声に、マント姿がこちらをふり返る。


「──あんた、やっぱり！」


　あたしは思わず声を上げた。


　マント姿の声に、聞きおぼえがあるのも道理。


　それはかつて、あたしとイリーズの前に姿を現わして、あっさり村人に成せい敗ばいされた、名前も知らないあの魔道士だった。


　てっきりまだ捕まっているものとばかり思っていたが……脱走でもしたのか、まさか自由の身になって、なおかつ、いまだしつこくイリーズを狙っていたとは。


　そのイリーズは、魔道士の腕に抱かかえられ、静かな寝息を立てている。


「……ちっ！」


　魔道士はひとつ舌を鳴らすと、かかえていたイリーズを、いきなしあたし目がけてほうり投げた！


「うわわわわわわわっ!?」


　声を上げ、あわてて彼女をキャッチするあたし。


　同時に魔道士は呪文を唱えはじめた。


　これは──炎の矢フレア・アロー!?


　まずいっ！　はっきし言って、いくらあたしでも、気を失ったままのイリーズ抱きかかえ、降り来る十数本の炎の矢から逃れる自信はさすがにないっ！


　あわてて魔風デイム・ウインの呪文をあたしは唱えはじめた。


　相手が炎の矢フレア・アローを放った瞬間を狙って、強風で吹き散らすつもりだった。


　しかし──呪文が間に合わないかっ!?


　あたしの予想した通り、こちらよりもわずかに早く、魔道士の呪文が完成した！


　だが、魔道士が、『力あることば』を放つその直前！


「ちょっと二人とも！　わたしのこと完全に忘れてない!?」


　いきなり後ろからしたナーガの声に、魔道士は反射的にふり向いた。


　今だっ！


　あたしは抱きかかえていたイリーズを地面に下ろし、魔道士に向かってダッシュをかけた！


　魔道士が、ふたたびこちらをふり向いた時には、すでにあたしの呪文は完成していた！


「魔風デイム・ウイン！」


　ぶごぅっ！


　まっ正面から強風を浴びせられ、魔道士は大きく後ろにのけぞる。


　彼が体勢を立て直した時には、すでにあたしは、そのふところへと飛び込んでいる。





　ごがっ！





　くり出したあたしの肘ひじうちが、まともにそのあごを直撃した！


　たまらずまともにひっくり返り、魔道士は完全に白目をむく。


　……おーし。


　あとはこいつを屋敷まで引っぱって行って、みんなの前で白状させれば、それですべてのカタはつく。


　と、その前に、イリーズたちに目をさましてもらわなくちゃあならないのだが……


「ナーガ、いちおー聞くけど、ひょっとしてあんた、眠りスリーピングで寝てるひと起こす術とかって知らない？」


「知ってるわよ。イリーズを起こせばいいわけね」


　こともなげに言って、口の中で呪文を唱える。


　……こいつ……ときどき変な術知ってるからなー。


　やがてナーガの術を受け、イリーズはゆっくりと目を開いた。


「……あれ……？」


　状況がよくわからないのか、きょときょとあたりを見回して、倒れている魔道士に視線を止めると、


「……あーっ！　こいつっ！　いつかの魔道士！　まだあたいを狙ってたの!?」


「そーみたいね。


　とにかく、こいつをみんなのところに引っぱって行って、今こそ、ぜんぶはっきりさせるのよっ！」





　役者はそろっていた。


　あたしの一撃で気を失ったままの魔道士、イリーズとコッフェルさんとハッブル、そしてあたしとナーガ。


「……まずは二人を起こさなくっちゃね……


　ナーガ、お願い」


「ふっ！　まかせてっ！」


　あたしのことばにナーガはうなずき、またもや例の、あたしも知らないような呪文を唱えた。


　やがてコッフェルさんとハッブルの二人は小さな呻うめき声を上げ、やがてゆっくりと身を起こす。


「……む……わしらは……」


「……一体……？」


「イリーズを狙ってた奴を捕まえたわ」


　まだ意識がはっきりしないのか、ぼんやりとつぶやく二人に向かってあたしは言う。


「これで、こいつを問いつめて、黒幕が誰かを白状させれば事件は終わりよ」


　あたしは魔道士に視線を移し、つられて二人もそちらを見て──


『アッサム!?』


　二人の口から、全く同時に、驚きの声が流れ出る。


　……へ……？


「……あの……知ってるひと……？」


「知ってるも何も……俺の息子むすこだ」


　あたしの問いに、苦い顔で答えるハッブル。


「…えぇえええええええええっ!?」


　ただの刺客その一だとばかり思ってたら……こいつも立りつ派ぱな関係者か!?


　いや、それどころか『中年男に頼まれた』なんぞという話はでたらめで、こいつ自身が黒幕、なんてことも!?


「俺の言うことを聞かずに、魔道士になりたい、なんぞと言って、何年か前に家を飛び出して……


　あげくの果てにはこれか!?」


「……ひょっとして……あなたの魔道士嫌いって、それが原因？」


「いや。魔道士はもともと嫌いだが」


「……あ……そ……」


「ともあれ、なんだってこいつが……」


　つぶやきながら、ハッブルは、アッサムへと歩み寄り──


　その瞬間！


　だっ！


　気を失っていたものとばかり思っていたアッサムが、急に身を起こし、ダッシュをかけると、問答無用でコッフェルさんをはがい締じめにする！


「……なっ……!?」


「アッサム!?」


「動くなっ！」


　アッサムの上げた声に、部屋にいる全員の動きが凍こおりついた。


「……な……なんのつもりじゃっ……!?」


　後ろからはがい締めにされ、苦しげな声で問うコッフェルさんに、アッサムは冷たい笑みを浮かべ、


「……ふっ……それはこっちのセリフですよっ！


　家を出た身内がいるとは聞いてましたが、まさか今さらそれを呼び戻すなんて！


　旅先で話を聞いた時には、自分の耳を疑いましたよ。


　一いつ旦たん家を出ておきながら、のこのこ戻ってきたような奴に、財産を分けてやるつもりは僕にはありませんからね」


「そーゆーあんたも家を出てたって話じゃない」


「僕はいいんだ」


　なんの根こん拠きよがあるのか知らないが、自信たっぷり言い切るアッサム。


　どこにでも転がりまくっている、自分だけは特別、とゆー奴か。


「それで？　コッフェルさんの財産目当てに、イリーズをどーにかしよう、って？


　つかまった時、『中年男に頼まれた』なんて言ってたのは、ひょっとして、自分の父親に罪なすりつけるためだったりしないでしょーね」


「なにっ!?」


　あたしのことばに、驚きよう愕がくの色を浮かべるハッブル。


　事実、あたしはアッサムのことばを真まに受けて、ハッブルを疑った。


　しかし考えてみれば、イリーズが消え、ハッブルがその罪に問われることとなれば、コッフェルさんの財産は、すべてアッサムのものとなる。


「……魔道の研究には、なにかと資金が要いるからね……


　そもそも父さんとおじいさんが、僕が魔道士になることに反対しなければ、こうはならなかったんだけどね」


　それが、アッサムの答えだった。


　……こいつっ……


「──ゆるせないね──」


　言って、ずいっ、と一歩踏ふみ出したのは、あたしでもナーガでもなかった。


「……イリーズ!?　来ちゃあいかん！」


　コッフェルさんの制止も聞かず、イリーズは、ゆっくりと、二人の方へ歩みを進める。


「いいとししたおとなが、そんなくだらないことで身内に悪さするわけ？　あたいのかーちゃんが生きてたら、あんた、今ごろ半殺しだよ」


「黙れ！　近づくな！」


「あたいみたいな子供におびえるよーなやつが、えらそうな口きかないでね」


「……なっ……!?」


　イリーズのことばに、アッサムの顔が怒りに染まる。


「誰がお前なんかにっ！　なら、じーさんのかわりに人質にでもなってもらおうか！」


　言うなりコッフェルさんをつき飛ばし、イリーズに向かってダッシュをかける！


　しかし、アッサムが目の前に迫せまったその瞬間、イリーズは、ふっ、とその場に身を沈めた。
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　おそらくアッサムには、イリーズの姿がかき消えたように見えただろう。


　イリーズはしゃがみ込みざま、突進してきたアッサムに、みごとな足払いをかける。


　タイミング完かん璧ぺきっ！


「──うあっ!?」


　アッサムは、たまらずまともにバランスを崩くずし──





　げめっ！





　どたまを棚たなのカドにぶつけ、そのままその場にひっくり返る！


　今の一撃……倒れる方向と、棚の位置までちゃんと計算してたと見た！


　うーむ、やるなー。イリーズ。


「……だいじょーぶ？　じーちゃん？」


　心配顔で問いかけたイリーズを、コッフェルさんは、ただ、無言のまま、ひしっ、と抱きしめたのだった。





　──イリーズは気づいているのだろうか？


　彼女がコッフェルさんのことを『じーちゃん』と呼んだのは、これがはじめてだということに。





　かくて、事件は終わった。


　アッサムは、『こんなバカ息子、しばらく頭を冷やすべきだ』というハッブル自身の手によって、役人へと引き渡された。


　あたしとナーガは礼金をもらい、イリーズは──


　……まあ、あの娘こはうまくやっていくことだろう。


「やー。今回はめずらしく、めでたしめでたし、ね」


「ふーん」


　街道を行きながら言ったあたしのことばに、しかしなぜかナーガは白い目を向けた。


「……どーしたの？　なんか不満でも？」


「あるわよ」


　彼女はジト目であたしをにらみつけながら、


「ふっ。うやむやにすませようったって、そうはいかないわよ、リナ。


　あんたとイリーズがこのわたしを見捨てて行ったあのことは、一体どうなるのかしらねえ……？」


　うっ……！　まだおぼえてやがんの……


「で……でも、あんたの荷物もちゃんと返したし……」


「そういう問題じゃないでしょ？」


　ジト目であたしをひとにらみしてから、意味ありげな目つきで、


「ところで……コッフェルさんに聞いたんだけど、リナ、あんた、道中の護衛料とは別に、町での護衛料ももらったんですってね？」


　ぎくぅっ！


　ああっ！　コッフェルさんもよけーなことをっ！


「あ……あれはあたしがもらったのよっ！」


「全部──とは言わないけど、せめて半分くらいは分けてもらいたいもんよね」


「やだっ！　だいたいナーガ、あんたほとんどなんにもしてないでしょーがっ!?」


「すこしは手つだったじゃないっ！」


「ボランティアってことにしといてっ！」


「しないわよっ！


　……いいわ……どうしても分け前を渡さない、ということなら……」


　言ってナーガは、ずいっ、とあたしから間合いを取る。


「力ずくでも……ってわけ？


　面白いっ！　やれるもんならやってもらおーじゃないっ！」


　言ってあたしも大きく後ろに跳び退すさる。


　二人の呪文を唱える声が、しばし風の中に流れ──


　そして、今日もまた。


　街道に、攻撃呪文の花が咲く。







（イリーズの旅路：おわり）










闇やみの住まう村［前編］










「──誰だれっ!?」


　声と同時にあたしはベッドに身を起こし、枕まくらもとのショート・ソードを手に取った。


　宿の一室に満ちているのは、闇やみと──そして何者かの気け配はい。


　とある町の宿に泊とまった夜のこと。あきらかにあたしに向けられた気配に目がさめたのだ。


『……ほぉう……さすがはリナ＝インバース殿どの……噂うわさにたがわぬ使い手と見える……』


　くぐもった声はまちがいなく、部屋の中から聞こえてきた。


　一体いつの間にっ!?
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　あたしはあわてて呪じゆ文もんを唱となえ──


「明りよライテイング！」


　光こう量りようをおさえた魔ま法ほうの明りを生み出す。


　まぶしさをこらえてあたりを見み渡わたせば、部屋の隅すみに、ひっそりと佇たたずむ黒い影！


　暗殺者アサツシン!?


「待たれよ！」


　あわてて呪文を唱えようとしたあたしに、顔の半なかばを布で隠かくした黒い影は、不動のままで声を上げた。


「あなたとことを構えるつもりは毛もう頭とうない。実は──リナ＝インバース殿、あなたに協力してもらいたいことがあり、こうしてまかりこした」


「協力？」


　彼のことばに、あたしは思わず眉まゆをひそめた。


　一体どういう事情なのか知らないが、ただ確実に言えるのは、その『願い』とやらがロクでもないシロモノに違いない、ということだけ。


　そもそもひと口に暗殺者アサツシンなどと言ったところで、さまざまなタイプがある。


　暗殺の目標となる人物の身近にいる人間などを、薬やく物ぶつを使って理性を奪うばい、殺意をかわりに植え込んだタイプ。泥どろ棒ぼうくずれがなり下がるタイプ。そして──『いかに合理的に人が殺せるか』を徹てつ底てい的てきに追求し、修しゆう練れんを積つんだ、いわばプロ。


　考えるまでもない。目の前にいるこいつは、まちがいなくプロのそれである。


　合理的に『仕事』をなしとげるためには肉親すらも利用するような連中の持ってくる頼たのみが、まともな話のわけなどない。


「聞きたくない──と言ったら？」


　ベッドから下り、身がまえながら問うあたしに、影は変わらぬ静かな口く調ちようで、


「いいや。聞いてもらう。


　あなたはどうしても必要な人材なのだからな。


　我々の村おこしに」





「……は？」


　あたしが声を上げたのは、しばらく経たってからのことだった。


「聞こえなかったか？」


「……いや……あの……『村おこし』って聞こえたんだけど」


「その通り」


「……暗殺者アサツシンが……？」


「失礼な！　暗殺者アサツシンなどではない！　私はギザン。我が村の村おこしを一任された広報課長の職しよく務むにあるもの！


　決して怪あやしい者ではない！」


　……いや……真夜中、ひとの部屋に黒くろ装しよう束ぞくで佇む、ってぇのはじゅーぶん怪しいよーな気はするぞ……


「──我々の国はかつて、隣りん国ごくと、きわめて険悪な関係にあった──」


　彼は不動の姿勢のまま、静かな口調で語りはじめた。


「国境での小こ競ぜり合いなど日常のこと。そして、暗殺者アサツシンの送り合い。


　時の王は、優秀な暗殺者アサツシンを育いく成せいするそのために、人ひと里ざと離れた山奥に、暗殺者アサツシン養成所ともいうべき、ひとつの村をつくり上げた。


　それが我々の住む村だ。


　しかし──先代の王の時代に、隣国との和解が成り、そして今の王に代が替わったその時、命めいが下ったのだ。


　すなわち──暗殺者アサツシンとしての道を捨てて自活せよ、と」


　なるほど。


　暗殺者アサツシンの養成所をつくったものの、平和になれば、無用──どころか、邪じや魔まな存在となり果てた。


　こんなものがあることが、近くの国に知れたなら、不安と不ふ審しんを抱かれる。


　困ったのが、それまで修しゆ行ぎようのみで生きてきた彼ら、というわけか。


「そこで村おこしとやらに着ちやく手しゆしてはみたものの、いまひとつ要よう領りようがわからず、村を訪おとずれるものは少なく、領主殿からの評判もかんばしくない。


　──そこで、各地を旅し、広い見けん聞ぶんを持つ者にご助じよ力りよくを願おう、ということになったわけだ」


「なるほどー……


　けどなんだってあたしなわけ？　そこいらの吟ぎん遊ゆう詩し人じんとか商人とかでもいーじゃない」


「……いや……あの連中はいかん」


　あたしの提てい案あんに、彼はやや苦い口調で、


「そもそもこちらの話を聞いてくれようともせん。


　この私が真夜中、枕元にひっそり佇むそれだけで、悲鳴を上げて逃げ出す始末……」


「ふつーは逃げるわよ……それ……」


「何なに故ゆえ!?　商人が店に、戦士が戦場にいるのが世の理ことわりならば、我々が闇やみにいてなんの不ふ思し議ぎがあろう？」


「だからぁっ！　不思議とかゆー問題じゃなくて！　暗殺者アサツシンって商売自体がじゅーぶんコワいでしょーがっ!?」


「我々はもはや暗殺者アサツシンとしての身からは足を洗っていると言ったろうがっ!?」


「ンじゃあなんでそんなかっこうでンな行動してんのよっ!?」


「習しゆう性せいだ！」


　なるほど。


「ともあれリナ殿、この一件、どうかお引き受け願います。


　でなければ──」


「でなければ？」


「私は、村おこし援えん助じよの人材確保に失敗したことになる。


　失敗には死あるのみ！


　懐ふところの爆ばく薬やくで、この部屋もろとも……」


「こらこらこらっ！　暗殺者アサツシンは廃はい業ぎようしたんでしょーがっ！　ならンな掟おきてに従うことないじゃないのっ！」


「これは掟ではない！　地方の風ふう習しゆうだ！」


「ンな風習があるかぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　ギザンのことばに、あたしは思わず絶ぜつ叫きようしたのだった。











[image: ]











「──で、結局引き受けちゃったわけ？　その話？」


　その翌よく日じつのことである。


　もと暗殺者アサツシンたちの村へと続く、森の中ゆく細い道。


　昨夜のことを話したあたしに、旅の連れこと金魚のうんち──ナーガは、ロコツにうさんくさげな視線を向けた。


「だぁぁぁぁって。本気で自爆しかねない目してたんだもん。


　それに、依い頼らい料りようもけっこう良かったし。


　何かいい案出してくれたら、あんたにもわけまえあげるわよ」


　──正直なところを言うと、依頼料は、はっきし言って破は格かくの値段だった。


　どーやらギザンたちは、本気で世せ間けんさまの相そう場ばとゆー奴やつがわかってないようである。


「ふっ！　まあそういうことなら、協力してあげてもよくってよ！


　この白蛇サーペントのナーガの手にかかれば村おこしなんて赤あか子ごの手をひねるようなものっ！　一撃でしとめてあげるわっ！　ほーっほっほっほ！」


「……あんた……さては村おこしの意味わかってないでしょ……？」


「ふっ！　考えが浅いわね！　リナ！


　村おこしに必要なのは、そこを訪おとずれる観光客！　観光客を呼ぶのに必要なのは、村の知名度と話題性！　そうじゃなくって!?」


「ををっ!?　ナーガにしてはまともな理り論ろん展てん開かいっ！　たしかにそのとーりっ！」


「ならばたとえばっ！　ひとつの村が攻撃呪じゆ文もん一発で蒸じよう発はつしたとなれば、これはもう噂うわさにならないわけないじゃない!?」


「蒸発させるなぁぁぁぁぁぁっ！」





　すぱぁぁぁぁん！





　あたしの放ったまわし蹴げりが、まともにナーガのうしろあたまに炸さく裂れつした！


「村を消してどーすんのよっ!?　村をっ!?」


「なにごとにも多少の犠ぎ牲せいは必要なのよっ！


　何かを失うことなしに別の何かを手に入れることなどできないのよっ！」


「だからって手段のために目的を蒸発させてどーすんのよっ!?」


「何言ってんのよっ!?　蒸発させたところに一から村をおこせばいいじゃないっ！」


　ああああああああっ！　やっぱしこいつ、村おこしの意味わかってないぃぃぃぃぃっ！


「そーじゃなくてっ！　村おこし、ってぇのは、今ある村をいっそう発展させることなのよっ！


　とにかくまずはっ！　これからその村に行って、だいたいどんな状況かを見て、どーやったらいーかをギザンといっしょに検けん討とうするのよっ！」


「──そう言えばリナ、そのギザンとかっていう依頼人、姿が見えないけど？」


『──ここに──』


『ぅわう!?』


　どこからともなく聞こえた声に、あたしとナーガは思わず同時に声を上げた。


　森の木こ立だちがざわりっ、と揺ゆれて、やがてその一部がひとの形となる。


　緑や茶色のまだらの服に、なおかつあちこちに木の葉やなんかがくっつけてある。顔の半なかばも同じような布で覆おおってはいるが──


「ギザン!?」


「左さ様よう」


　あたしの誰すい何かの声に、彼はこっくりうなずいた。


「昨夜言っただろう。好きな時に村へ向かってもらって結構。私は勝手にあとからついてゆく──と」


　……な……なるほど、ことば通りあとからついて来たわけね……


「……けど……なんでンなかっこうで気け配はいまで消して……？」


「我々の村ではこれで普通だが……？」


「世間さまではじゅーぶん異常よっ！」


「……むぅっ……それは気づかなかった」


　気づくぞ。ふつーは。


「ともかく──道はこれでいーのよね？


　……そー言えば聞いてなかったけど、あんたたちの村ってどーいう名前なの？


　名前にインパクトがあれば、それだけでもちょっとした話題になるけど」


「それが──まだ正式には決まっておらん。


　なにしろもとは隠かくれ里ざと。村おこしを、という話が来た時には、素す直なおに『アサシン村』としようと思ったのだが、領主殿に止められてな」


「……そりゃあ止められるわな……」


「村おこしも、あちこちの村や町を研究し、名産品、村の土産みやげ物ものなどの製作、販売をはじめたものの、やはり知ち名めい度ど自体が低いせいかあまりぱっとせん」


　……へー。いちおーいろいろとやってはいるわけだ。月つき並なみだけど。


「──わかったわ。


　ともあれ実際、村を見てみないとね。


　対たい策さくはそれからよ」





「………………ま……努力の跡あとは認めるけどね……」


　……はぅ……


　言って、あたしは重いため息ひとつ。


　あたしとナーガは、ギザンたちの村に着いたあと、今までに彼らがやってきた『村おこし』とやらを見物させてもらったのだが……


　かなりどーしよーもなかったりするのだ、これが。


　見物のあと、ギザンさんの家へと招まねかれ、意見を求められたのだが、一体どうコメントすればいいものやら……


「どこか……よくないところでも？」


「……そ……そーねー……


　とりあえず、みやげもの屋をみんな保ほ護ご色しよくにしたり廃はい屋おくにカムフラージュしたりするのはよくないよーな気がするわね」


「な……なにゆえっ!?」


「だからぁっ！　みやげもの屋だ、ってわかんなくっちゃあ意味ないでしょーがっ！


　もっとどーどーと店開いて、赤や黄や青のド派は手でな旗はたとかのれんとかあげて！」


「そんなことをすれば目立つではないかっ!?」


「だから目立たせるのよっ！」


「しかし我われ等らは闇やみに生きるのが運命！」


「みやげもの屋が闇に生きてどぉするぅぅぅっ!?　大体っ！　その闇から抜け出すための村おこしなんでしょーがっ!?」


「はっ!?　そうであった！」


　忘れるなよ。目的を。


　本気で村おこしする気があるのか？　こいつは……？


「あとっ！　みやげものが全体的になんつーか、サツバツとしすぎてんのよね！


　とくに食べ物関係のネーミングとアオリ文もん句くが、ね！」


「……そ……そうか……？」


「そーよっ！　『暗殺者アサツシンラングドシャ』だの『暗殺者アサツシンまんじゅう』なんてストレートな名前で、アオリ文句が『シビれる味』とか『天国の美味』とか……


　どー考えたところで毒が入ってるよーにしか聞こえないでしょーがっ!?


　ほかの商品にしたって、人間の急所の書き込んである暗殺者アサツシンＴシャツなんて、一体どこの誰だれが買うのよっ!?


　熱湯につけたら刃物の硬かたさになる暗殺者アサツシンペナントなんてそのまんまの商品もあったわねっ！」


「……結けつ構こう便べん利りでいいと思うのだが……」


「どーゆーふーに便利なのよぉぉぉぉっ!?


　よっぽど平和ボケしたヒマな連中になら、ちっとは受けるかもしんないけど、ふつーは誰も買わないわよっ！　ンなもんっ！」


「あと、倉庫に、お城の模も型けいに王様の頭が載のっかってるっておもちゃがあったわね。


　あれって一体何なの？」


　横から問いかけたナーガに、ギザンは得意げな顔で、


「ああ？　あれは村のからくり使いが作りあげたおもちゃでな。『がんばれ暗殺者アサツシン』という。


　城の窓におもちゃの短たん剣けんを突き刺さしていくと、そのうち、からくりじかけで王の首が飛び出す。


　何人かで交こう互ごに剣を刺し、王の首を飛ばした者の勝ち、というおもちゃだ」


「………………」


　いや……ゲームとしてはけっこー面おも白しろいのかもしんないが……やっぱしサツバツとしてるぞ……


「かなり自信のあるおもちゃだったのだがな。領りよう主しゆ殿どのの知名度をひろめる意味を兼かねて、王の首を領主殿に似せてつくったのだが、なぜかお叱しかりを頂いただいてな」


「当たり前だぁぁぁぁぁっ！」


　思わず声を上げるあたし。


　……こいつら……更こう生せい目ざしてはいるものの、やっぱし根は暗殺者アサツシンでやんの……


「そう？　わたしはけっこういいセンいってると思うけど？」


「ナーガっ！　あんたの意見はきいてないっ！」


　あたしの言葉に、ギザンはしばし考えてから、


「……うぅむ……そういうのは一般受けはせんか……


　そうすると──宿の泊とまり客にしびれ薬を一いつ服ぷく盛もって、解げ毒どく剤ざいを格安販売する、という企画もあるのだが、これもやはり──」


「やめんかぁぁぁぁぁっ！」


　叫さけんで肩で息つくあたし。


　その叫びに、ギザンは、ややムッとした口調で、


「しかしそうおっしゃるが──我々の企画のどこがまずいと？」


「だからぁっ！　全体に漂ただようサツバツとした雰ふん囲い気きよっ！


　もっと明るく！　楽しくっ！」


「だが村おこしの王道は、その村の特色を活いかした土産みやげ物ものと企画とにあり！


　この村の特色を活かせば、こうなることはもはや必然っ！」


「ひらきなおるなぁぁぁぁっ！


　たとえ王道だろーが邪じや道どうだろーが、村おこしを成功させなくっちゃなんない、ってことに変わりはないんでしょーが!?」


「うっ……た……確かにその通り……


　とはいえ、できもせんことをやれと言われても困るし……


　では例えば、どのような企画がよいと？」


「うくっ……！」


　あたしは一瞬ことばに詰つまった。


　今のままではいけないことはたしかだが、なら、この村の人間にできることで、どういう方法を取るか、と問われれば──


　思いつかなかったりするわけである。これがなかなか。


「……だ……だからっ！


　それをこれから検討しよう、って言ってるんじゃないっ！


　現在の欠点を正確につかんで、その反省から新しい方法と商品を開かい拓たくするのよっ！


　──ンで正直なところ聞きたいんだけど、予算のほうはどれくらいなの？　それによって、できることとできないこととがあるわ」


「予算の点では心配無用！　国王様や領主殿からの援えん助じよ金きん、それに、これまでに貯ためた村の隠し金を合わせれば、砦とりでの二つや三つ程度は建てられる予算はある！」


　ををっ！　リッチ！


「ふっ！　それなら話は早いわねっ！」


　ふぁさりっ、と髪かみをかき上げて、自信たっぷり言うナーガ。


　……ま……どーせロクな意見じゃないだろーけど……


「観光客を呼びたいのなら、人間誰でも欲しがるものをエサにすればいいじゃない！


　つまり──おたからをねっ！」


「……あ！」


　なるほど！　そのテがあったか！


　しかしギザンは、ややピンと来ないのか、かすかに眉まゆをひそめながら、


「……それは……どういうことかな？」


「ほーっほっほっほ！　簡単なことよっ！


　予算の一部をおたからに替えて、この村そのものを使って宝さがしをするのよっ！


　開かい催さいは月に一回とかで、残りの予算で宝さがしの障しよう害がいをつくり上げるのよっ！


　で、あなたたちもその妨害の側に立つってわけよっ！」


「おおっ！　なるほどっ！」


　ギザンはぽんっ、と手を打って、


「月に一度の村をあげての宝探し！　これはたしかに客が呼べそうですなっ！


　そして面白みを盛りあげるための数々の障害！　死を招まねく罠わな！　出口なき迷宮！　そして我われ等ら必殺の刺し客かくっ！」


「殺すなぁぁぁぁぁっ！」


　燃えるギザンに水さすあたし。


「相手はただの観光客！　敵じゃあないんだからっ！


　おたからは、一等金貨ン十枚程度でいーのよっ！


　プロの傭よう兵へいや魔道士には、はした金かもしんないけど、かたぎの人から見れば立派に大金よっ！


　ちょっと迷うくらいの迷路や笑ってすませられる程度の罠！　追っ手は少数、それにつかまえられたら宝さがしにタイム・ペナルティ、程度のもんでいーのよっ！」


「しかしそれでは宝が奪うばわれてしまうではないかっ！」


「奪わせるのよっ！


　そのぶんは、安くおさえた参加費用や、宿代やら、それこそみやげものやらで埋うめ合わせるよーにすればいーんでしょーがっ！


　そりゃあ最初は、多少赤字が出るかもしんないけど、近くの大きな町なんかにきっちり広告して、客がついて話題になって、一いつ旦たん軌き道どうに乗っちゃえば、あとは客足も収入も雪ダルマ式よ！　雪ダルマ！


　それで村おこしは大成功！　あんたも広報課長としての任を全まつとうできるってもんよ！」


「おおっ！　なるほどっ！」


　……どーやらよーやく理解してくれたよーである。


「わかりましたっ！　ならさっそくこの計画を……」


「分隊長コマンダー！」


　ギザンのことばを遮さえぎって、部屋の中へと飛び込んで来たのは、やはり暗殺者アサツシン姿の一人の男。


　ドアは閉しまっていたはずなのに、開く音が全く聞こえなかったのは、さすがにもと暗殺者アサツシンとゆーか……


「分隊長コマンダーではないっ！　広報課長だっ！


　──何の用だ!?　来客中だぞ！」


「……そ……それが……」


　男は、ちらりっ、とあたしたちの方に目をやってから、ギザンの耳もとで何やらぼそぼそとつぶやいた。


「──何っ!?」


　ギザンは動どう揺ようの声を上げ、あたしたちの方に向きなおると、


「──すまぬが、土産物屋で小ぼ火やがあったようでな。様子を見てくる。


　お二方はどうかここでくつろいでいただきたい。


　──アニス！」


「ここにっ！」


『うをっ!?』


　ギザンの呼ぶ声に応こたえ、いきなり出現した少女に、あたしとナーガは思わず驚きよう愕がくの声を上げた。


　としのころは、ナーガと同じくらいだろうか。ショート・カットの黒い髪。服はやっぱしギザンたちと似たようなもんだが、顔を隠していないところだけが違う。


　しかし驚おどろいたのはその出現方法。


　彼女──降ふって来たのだ。上から。
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「……い……一体……？」


「心配ご無用。私の妹、アニスです。


　御用があれば申し付け願いたい。


　──アニス、お客人の世話を頼むぞ。


　この方たちは──説明するまでもないか？」


「はい。兄上。ことの次し第だいは天てん井じよう裏うらから拝はい聴ちようさせていただきましたから」


　聞くならこの場で堂々と聞けよ……


　それで上から降りて来たわけか。


「それでは私は少々失礼する」


　言ってギザンは一礼を残し、呼びに来た男とともに、足音を立てずに部屋から駆かけ出してゆく。


「それではわたしは、お飲み物でもお持ちします」


「……待ってアニス」


　言って去ろうとするアニスに、あたしは思わず声をかけた。


「……何か？」


「聞きたいんだけど……飲み物持ってくるのに、なんで壁をよじ登ってくわけ？」


「ですから──屋根裏を通って台所に行って……」


「だからぁぁぁぁっ！　なんで屋根裏を通るか、って聞いてんのよっ！　ふつーに台所に向かえばいーじゃないっ!?」


「けどわたし、明るいところって苦にが手てですし……暗くて狭せまいところを這はいずる方が、なんとなく気持ちが落ち着くんです」


　……ご……ごきぶりか……お前は……


　この村の連中って……本っ気で根っから性格が暗殺者アサツシンでやんの……


「……わ……わかったわ……好きなところ通って行って……」


　疲つかれた口調で言ったあたしに、アニスはかるく一礼を残し、天井裏へと消えて行った。


　なんだかなー……ま、いいけど……


　それはともかく──


　あたしはナーガに視線を送り、やや声を低くして、


「ところでナーガ……どーやらこのまま、村おこしが成功してめでたしめでたし、はいさよーなら──ってなわけにはいかないみたいね」


「ふっ！　当たり前じゃない！」


　ナーガはふぁさぁっ、と髪をかき上げ、


「村おこしがはじまれば、試験実施テスト・プレイと称しようしておたからぶん取りまくるのよっ！


　一体なんのためにこの白蛇サーペントのナーガが、お宝探し、なんて話を提案したと思ってるのかしらねっ!?　ほーっほっほっほ！」


　そーゆーもくろみがあったのか。こいつ。


「そーじゃなくてっ！


　今ギザンさん『ぼやが出たから見てくる』って言ってたでしょ!?」


「言ってたけど？」


「だからぁっ！　なんでぼやが出たからって、わざわざ広報課長──村おこし係のひとが出むかなくちゃあなんないのよっ!?


　それにっ！　彼に報告を持ってきたひとの様よう子す、ただごとじゃあなかったでしょ!?」


「ふっ。考えすぎじゃあないの？　みやげもの屋が焼けたから、村おこし係の彼が呼び出された──単にそれだけかもしれないじゃない？」


「たしかにそうだけど……考えてみれば、なんでそこいらの旅人じゃなくて、わざわざあたしに村おこしなんかを頼んできたか──


　ひょっとしたら──」


「ひょっとしたら？」


「この村、あたしたちの知らないところで、何か起こってるのかもしれないわよ」





「……ん……？」


　あたしが目を覚さましたのは、その日の真夜中のことだった。


　ギザンの家の一室に、あたしは部屋を与あたえられ、一いつ旦たんは眠りについたのだが、みょうな胸むなさわぎのせいで目が覚めたのだった。


　こーいった時にはたいてい、ロクなことが起きないのだが──


　思った通り。それは唐とう突とつにやって来た。


　殺気。そして間を置かず──





　ごがぁぁぁぁんっ！





　爆音があたりにこだました！


　吹っ飛んだ部屋の壁かべが、ガレキと化してベッドを埋うめる！


「……ふっ……愚おろかな……村おこしなどに手を貸さねば、死なずにすんだものを……」


　もうもうたる爆煙のその向こうから聞こえる耳みみ慣なれぬ男の声。


「思った通り──やっぱし何かわけありだったわね」


「何っ!?」


　あたしのことばに、驚きの声が応こたえた。


　やがて煙と埃ほこりも静まって、そこにあたしが見たものは──


　崩くずれた壁のその向こう。低い垣かき根ねのある裏庭に、月の光を浴あびながら、佇たたずむ黒い影。影。影。


　やはり全身黒くろ装しよう束ぞくで、顔さえも、目だけを出してすっぽりと布で包み込んだ、暗殺者アサツシン姿がざっと五、六人。


　風にかすかに火薬のにおいが混じっていることからすると、攻撃呪じゆ文もんではなく、爆薬を使ったようである。


「きさまっ！　生きているのかっ!?」


「当たり前よっ！　あの程度の爆薬で、あたしをどーこーできると思ったらおーまちがいよっ！」


　おそらく連中は、壁の外に爆薬をしかけ、あたしをガレキの下じきにするつもりだったのだろうが──


　こちらがとっととベッドから離れ、呪文で風の結界を張っただけで、そのもくろみはあっさりと潰つぶれたわけである。


「……くっ……！　どうやら少しはやるようだな！　しかしお前の連れの方は、そうはいかなかったようだぞ！」


　たしかにナーガの眠っていたはずの隣の部屋も、爆薬で壁が崩くずされ、ベッドはガレキの下じきになっている。


　──しかし──


「……ふっ……これでナーガをしとめたつもりならおーまちがいよ」


「強がりもいいかげんにするがいい！


　ベッドは下敷き！　逃れた形跡もない！


　これで助かるわけがあるまいっ！」


『ほーっほっほっほ！　本気でそう思ってるのなら、またずいぶん甘いわねっ！　どこの誰だれかは知らないけどっ！』


「……な……なにぃっ!?」


　どこからともなく響ひびくナーガの高笑いに、まともに動揺の色を見せる黒ずくめたち。


「ば……馬鹿なっ!?　どこだっ!?」


「声と気け配はいはたしかにあるのにっ!?」


　あたりをきょろきょろと見回せど、彼女の姿はどこにもない。


　それはそうだろう。


　あたしの想像が正しければ──たぶんガレキの下だと思うぞ。


　おそらくナーガは、爆破の時まで、それと気づかずすぴょすぴょ眠り続けたまま、ガレキの下じきになったのだろう。


　しかしもちろんあのナーガ、ンな程度で死ぬよーな人間ではない。


　きっとそのあたりに埋うまったまま、あたしと黒ずくめたちの会話を聞いて、高笑いを上げたのだろう。


「──えぇいっ！　まあいいっ！　まだ生きているなら、あらためて死をくれてやるだけのことっ！


　覚悟──」


　言いかけたことばを途中で中断し、黒ずくめたちはその場に硬こう直ちよくした。


　一同の視線はあたし──ではなく、あたしの後ろの方へと向けられていた。


「……ギ……ギザン……!?」


　──そう。


　一体いつからそこにいたのか、まさにあたしの影のごとく、しずかに佇たたずむ人影ひとつ。


「ちぃっ！　気づかれたかっ!?」


　黒ずくめの一人が舌うちをする。


　……いや……自分の家をいきなし爆薬で吹っ飛ばされたら、たいていの奴やつは気づくと思うぞ……


　むしろ、もーちょっと早くやって来てもよさそうなもんだが……


「……ふっ……なめてもらっては困るな。


　この私も、かつては『雷光のギザン』と呼ばれた男──


　黒くろ装しよう束ぞくを着るのに少々手間取ったが、決してきさまらに遅れは取らんっ！」


　着るなよ。ゆーちょーに服なんか……


「動くのではないか、と思ってはいたが……


　やはりか！　反対派ども！」


　反対派？


「──ちっ！　逃げるぞっ！　散れっ！」


　黒ずくめその一の号令一下、一同は背を向け走り出す。


「逃がさん！」


　ギザンはひと声吠ほえて、呪じゆ文もんの詠えい唱しように取りかかる。


　──これは──


　一瞬、連中を追撃しようかとも思ったのだが、ギザンの唱となえる呪文が何かを悟さとってあたしは断念した。


　そして完成するギザンの術。


「地霊咆雷陣アーク・ブラス！」


　電撃系の高等呪文で、弱雷撃を、とことん広こう範はん囲いにわたってまき散らす、という、かなり豪快な術である。


　雷撃の攻撃力は低く、致ち命めい傷しようにはなり得ないが、それでも直撃された人間を、しばらく麻ま痺ひさせることはたやすい。


　これで刺客たちは行動不能。あとは捕つかまえて問いつめて、組そ織しき関かん係けいをしゃべらせる。


　あたしの活かつ躍やくぜんぜんないけど、それですべてはジ・エンド──となるはずだった。


　しかし。


　あたりじゅう見み境さかいなしに生まれ出た雷いかずちの腕が、逃げる黒ずくめたちの直前で、まるで彼らをよけるかのように軌き道どうを変えた！


『なっ!?』


　驚きよう愕がくの声をハモらせるあたしとギザン。


　一瞬の猛もう威いをふるった雷撃は、結局、刺客の誰ひとりをも直撃することなしに終わった。


　そしてほどなく、刺客たちの姿は闇に溶とけ、消える。


「馬鹿なっ!?　一体……!?」


　ぼーぜんと佇み、つぶやくギザン。


　無理もない。彼の二つ名からしても、彼にとっては、今のは自信の術だったのだろう。


　それが全く効果を上げなかったのだ。


　しかし、ここでただ落ち込んでもらっていても困る。


「──あの連中、『反対派』って言ってたわね。


　するとやっぱり、村おこしの反対派、っていうわけ？」


「う……うむ……


　王と領主の命令で、ふつうの村となることが決まったとはいえ、中にはやはり、村おこしなど──と反発する者もいる。


　上からの命令には絶対服ふく従じゆうが我われ等らの掟おきて──もとい風習。


　村おこしをせよと言われればせねばなるまい──御お頭かしら──もとい村長にそう説とき伏ふされ、表向きはみんな納得したようなふりをしているものの──


　中にはやはり、このように、強きよう硬こう手しゆ段だんで村おこしを妨害にかかる者もいる。


　実は昼間の小ぼ火やも奴らの仕し業わざでな……」


「……それで、ある程度自分の身は自分で守れそうなあたしたちをアドバイザーに選んだ、ってわけね？」


「その通り──


　……ところで、ナーガ殿のお姿が見えんが……まさか……!?」


「ほーっほっほっほ！」


　ギザンのことばに応こたえるかのように、となり部屋のガレキの山をおしのけて、両手を腰に当てたまま、すっくと立ち上がる白蛇サーペントのナーガ！


「あの程度の攻撃で倒れる白蛇サーペントのナーガじゃあなくってよっ！」


「……う……うむ……無事でなにより……」


　さすがにやや面くらった調子で言うギザン。


　ナーガはひとしきり、あたりをきょろきょろ見回してから、


「──そういえば、これだけ騒いでアニスの姿が見えないけど……」


　──はっ！　そーいえばっ！


「まさかっ!?」


　あわててかけ出すギザンに続き、あたしとナーガも走り出す。


　ギザンは一室のドアを大きく開け放ち──


　そのまましばし硬こう直ちよくした。


　乱れたベッド。開いた窓。


　どこにも人の姿はない。


　風にはためくカーテンのそばに、一枚の手紙が壁にナイフで縫ぬい止められていた。


　手紙には、こう記しるされていた。
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　ギザン殿


　アニス殿がかわいいならば、即そつ刻こく村おこしを中止すること。


　これは警けい告こくである。





　と──







（闇やみの住まう村：つづくっ！）
























　次回予告





　暗あん躍やくする村おこし反対結社！　そして誘ゆう拐かいされたアニス！


　彼女を救う手立てはあるのか!?　リナ＝インバース!?


　そして村おこしの成否やいかにっ！


　次回、闇の住まう村（後編）！









闇やみの住まう村［後編］
















　あらすじ





　もと暗殺者アサツシンのギザンから、あたしとナーガが頼たのまれたのは、なんと、もと暗殺者アサツシンだけが住む村の、村おこしの手つだいだった。


　アイデア出しも無事終わり、円えん満まん解かい決けつかと思ったその夜。


　村おこし反対派の連中が、あたしとナーガを襲しゆう撃げきする！


　なんとか追い散ちらしたものの、そのあとには、彼らが残した手紙が一枚。


　ギザンの妹、アニスは我われらがあずかった、と……















「……アニスっ……！」


　ギザンは低い呻うめきを上げて、くしゃりっ、と、その脅きよう迫はく状じようをにぎりつぶした。


「おのれっ！　反対派どもめっ！　卑ひ劣れつな手をっ！」


「くやしがってる場合じゃないわ！　追うわよ！　連中を！」


　今のどさくさにまぎれて、アニスをさらったのだとしたら、敵はまだ、そう遠くには行っていないはず。


　今追えば、うまくいけばそれほど苦労せず、彼女を奪だつ還かんできるかもしれない。


「しかし……！　追うと言ったところで手がかりはないぞ！　反対派の奴やつらとてもとはプロ、足あとを残しているとも思えんし……」


「手がかりは──あると言えばあるわ。


　あなたの術のことを知ってて、なおかつ、鉄の糸とかハリガネとかを使う奴に心あたりない？」


「鉄の糸や針金？」


「そう。さっきのあなたの地霊咆雷陣アーク・ブラス、雷らい撃げきの動きが不自然だったでしょ？


　あたしの想像が正しければ、たぶん連中は、避ひ雷らい針しんみたいなものを利用して雷撃の軌き道どうをそらしたのよ」


「そういうことか……それならば──心あたりもないではない。


　私と同じ、かつては分隊長コマンダーの任にあったラゼラムというのが『死を紡つむぐ糸』の二つ名で知られている。


　やはり今回の村おこしを、あまり快こころよく思っていなかったようだからな。


　奴か──あるいは奴の配はい下かか──」


「おーしっ！　それじゃあさっそく、そいつのところへ行ってみるわよっ！　むろんそいつの家がアジトになってるとは限かぎんないけど、何かの手がかりくらいはあるはずよっ！」


「わかった！　ついて来てくれ！」


　足音も立てず駆かけ出すギザンの背を追って、あたしとナーガも走り出した。





「ここだ」


　ギザンが足を止めたのは、どちらかといえば町の外れにある、小ぢんまりとした家の前でのことだった。


　窓の明りは消えている。一見したかぎりでは、寝ね静しずまっているようにも見えるが──


　なにしろ相手はもと暗殺者アサツシン。ギザンと同じほどの使い手ならば、気け配はいを消すなど造ぞう作さないだろう。


　ギザンはしばし腕を組み、


「さて……問題はどうやって忍び込むか……


　と、言っても、思案の必要はないかな？　出てくるがよい！　そこの者！」


　彼が呼びかけたそのとたん。


　何の気配もなかった場所に、人の気配が生まれ出た。


「……さすがにギザン殿。気配は完全に消したつもりでしたが」


　声と同時に、近くの庭木の陰かげから、ゆらりっ、と、わき出るように人影がひとつにじみ出る。
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「ごくわずかだが、動どう揺ようの気配が漏もれておったぞ。ラゼラム殿」


　──ほほぅ。こいつが。


　……と言ってもこの男、やはりギザンと同じく、全身黒ずくめの、俗に言う暗殺者アサツシンスタイルである。


　むろん顔も隠しているので、人相などはわからない。


「──それで？　ギザン殿、この真夜中に、一体何の用かな？」


「……それは……」


　問われて彼は口ごもる。


　確たる証しよう拠こもなく、相手を襲撃者呼ばわりすることには、さすがにためらいがあったのだろう。


　しかし──


「それを聞きたいのはこっちね」


　あたしはラゼラムに向かって言う。


「なんだってあなたは、外であたしたちを待ち受けてたわけ？」


「……ま……待ち受けていたわけではない！


　──爆発の音で目が覚さめて、様子を見に出たところで、こちらに誰かが近づいて来た。


　思わず習性で身を隠していると、ギザン殿だった、というだけのことだ！」


　なるほど。いちおースジは通ってるわな。


　ならば──


　あたしはわざと大げさに、いぶかしげに眉まゆをひそめ、


「爆発？　何の話よ？」


「だから！　ギザン殿の家が──」


　そこまで言って、あわてて口をつぐむラゼラム。


　どうやらようやく気づいたようだ。あたしに引っかけられたことに。


　しかしもはや手おくれである。


　あたしは意地の悪い笑えみを浮かべ、


「──ほほぉぉぅ。家の中で爆音を聞いて、外に出ただけで、ギザンの家が爆破されたのがわかった、と？」


　あわてて言い訳でもするかと思いきや、ラゼラムはふてぶてしく笑みを浮かべ、


「……くっくっくっ……


　まんまと引っかけられたよ……


　しかし、まさかこうもあっさりと、オレの仕し業わざと気づかれるとはな……」


　ギザンは、怒りを秘めたまなざしで、じっとラゼラムをにらみつけ、


「やはり……貴様が反対派のリーダーだったか!?


　なにゆえ村おこしに反対する!?


　まさかこの私が、お前をさしおいて広報課長に任にん命めいされたのを妬ねたんでのことか!?」


「いや違うそれちょっと違う」


　ラゼラムは、意外とユカイなしぐさでぱたぱた手を振って、


「第一ギザン、お前はそれで満足なのか!?


　かつては『雷らい光こうのギザン』の名で知られた男が、今や『村おこし広報課長のギザン』だ！　情けないとは思わんのか!?」


「むぅっ……たしかに多少語ご呂ろは悪いかな、とは思っているが……」


「語ご感かんの問題じゃないっ！


　村おこしをせよ、などというのは、我ら本来闇やみに生きるべき者たちが、どこの馬の骨ともわからぬ観光客どもに媚こびを売って生きよ、ということなのだぞ！


　いかに国王や領りよう主しゆ殿どのの命令とはいえ、そのような話、聞けるものか！」


「……たしかにお前の言い分、わからぬでもない。


　私とて、完全にふっ切れたわけでもない。


　しかし──だ。時代は変わったのだ。ラゼラム。


　第一、たとえ村おこしに反対したところで、それで一体何になる!?　しょせんは村の中で、無用なごたごたを引き起こすだけだ！」


「──いいや……やりようによってはそうでもないぞ」


　ラゼラムは意味ありげに言う。


「我々で、隣りん国ごくの王を暗殺するのだ」


『──なっ……!?』


　あたしとナーガ、そしてギザンの驚きの声が重なった。


「──いや。実際に暗殺などできなくてもかまわんのだ。いずれにしてもそれで、隣国との仲はふたたび険けん悪あくなものとなる。


　我々、闇やみに生きるものが必要とされる時代がやって来るのだ！」


　……こいつ……ンなこと考えてたのか!?


　思った以上になかなかとんでもない奴である。もしもこの国が、となりの国と戦争、などということになれば──


「正気か!?　ラゼラム!?」


　ギザンも驚きよう愕がくの声を上げる。


「そんなことをすれば国王も黙だまってはいまい！　軍をさしむけ、この村を潰つぶしにかかるかもしれんぞ！」


「いいや──そうは思わんな。


　かりにこの村を軍が襲おそうなら、たしかに数の差で、村は潰されるだろう。


　しかしこの村も、暗殺者アサツシンの住まう村。となればたとえこの村を潰せたとしても、王軍も、かなりの痛いた手でを受けるだろう。


　隣国との状態が一いつ触しよく即そく発はつ──もしくは実際に戦争、という事態になれば、兵は少しでも惜しいはず。


　国王が、よほど愚おろかでもない限り、この村を潰すより、利用した方がよいことに気づくはずだ」


「……きさまっ……！」


「──許せないわね……」


　静かな口く調ちようでそう言って、ずいっ、と一歩踏ふみ出したのは、ほかでもないこのあたし、リナ＝インバースだった。


「『村おこしが気に入らない』なんてだけの理由で、戦争を引き起こそうとたくらむなんて──」


「許せない、だと？」


　あたしのことばに、ラゼラムは小さく鼻を鳴らし、


「正義づらして説教か!?　もとより貴き様さまごときに許してもらうつもりはない！」


「──ラケドリア地方の羊料理──」


　彼のことばなど全まつたく無視し、あたしはさらに一歩、ずいっ、と前に歩み出る。


「ミネバ小こ鴨がものロースト！　ラデリア牛の香こう草そう蒸むし焼き！　旬しゆんを逃のがすなミルサー料理！」


「……うっ……!?」


　言いながら、一歩一歩進むあたしの気迫に圧おされてか、思わず後あと退ずさるラゼラム。


「まだ口にしたことのない、名物料理の数々がっ！


　もしもこの国と隣の国が、戦争なんてことになったら、そーいった名物料理も食べられなくなっちゃうでしょーがっ！


　正義と平和のためでなく！　名物料理を食べるため！　あたしはあなたを許さないっ！」


「こら待てっ！　ひとには『村おこしがいやだから、なんて理由は認めん』などと言っておいて、許さん理由は『名物料理が食べたいから』だと!?」


「他人にめーわくかけなきゃなんだっていーのよっ！」


「そんなりくつがあるかぁぁぁっ！」


「ここにあるっ！」
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「……えぇいっ！　話にもならんっ！


　いずれにしてもきさまは邪じや魔ま者もの！　となればさっさと消えてもらうぞ！」


　言うなりラゼラムは両手を左右にかるくひろげ、おかしな動きを見せる。


「気をつけろっ！」


　ひゅんっ！


　ギザンの声と風の唸うなりは同時に来た。


　かすかな殺気を感じ取り、あたしは大きく後ろに跳とぶ。


　そして──何も起こりはしなかった。


　ただし、見た目には、の話だが。


　ラゼラムが何をやったのかは、おおよそのところ見当がつく。ギザンの雷らい撃げきをかわした時のように、金属糸だか針金だかを操あやつって、攻撃をしかけてきたのだろう。


「……ほぅ……一撃目はかわしたか。しかし次もそううまくいくかな？」


　不敵な笑えみを浮かべるラゼラム。


　たしかに──この攻撃を回避するのは至し難なんの業わざである。


　ただの金きん属ぞく鞭むちならば、雷撃系の呪じゆ文もんでもぶちかましてやれば、勝手に感電してくれるのだが、ギザンの雷撃をこれでかわしたところからすると、何らかの感電対たい策さくはほどこされているだろう。


　なおかつ、昼間ならば銀色の──あるいは黒の軌き跡せきを見ることもできるのかもしれないが、月と星との光のみで、細い糸の動きを見切るのはほとんど不可能。


　となれば、あたしたちの取れる手段は限られてくる。


　すなわち──やられる前にやれ。


　問題なのは、呪文詠えい唱しようのタイム・ラグだが、とりあえず、悩なやんでいるヒマはない。


　あたしはいそぎ、呪文を唱となえはじめた。


「させるかっ！」


　ふたたび技をくり出すラゼラム。あたしは呪文を唱えつつ、またもや大きく後ろに跳ぶ。


　──が。


　風の唸りが迫ってくる！


　思ったよりリーチが長い!?


　だがその瞬しゆん間かん！


「弦操呪牙カオス・ストリング！」


　ナーガの声が、風の鳴る音をかき消した！


　びぅんっ！


「──くっ!?」


　糸のはりつめる音と同時に、ラゼラムが小さく苦く鳴めいを上げた。


　ナーガのかざした右の手のひらに、うすぼんやりと、魔力のかがやきのようなものが見てとれる。


　あたしの知らない術だったが、何をやっているのか大体の予想はつく。


　ナーガはおそらく、魔力でラゼラムの糸をからめ取り、その動きを封じたのだ。


「ば……馬鹿なっ!?　こんなっ!?」


「ほーっほっほっほ！　笑わせないでほしいものねっ！　まさか、金属の糸を操る暗殺者アサツシンが、この世にあなた一人だ、なんて思ってるわけじゃあないでしょうねっ!?


　このわたしが前に倒した、ブーレイとかいう暗殺者アサツシンの技に比べたら、あなたもしょせんはまだまだねっ！」


「ほざくなっ！」


　吠ほえて両の手を動かし、糸を操ろうとするラゼラム。そうはさせじとするナーガ。


　二人の間に張りめぐらされた、一本──もしくは数本の糸をめぐって、今、技術対魔力の戦いがくりひろげられているのだ。


　……が……


　糸が見えないそのせいで、はたから見てると、向きあった二人が、変なおどりをしてるようにしか見えなかったりするのだ。これがまた。


　むろんあんまし緊きん迫ぱく感かんもない。


　しかしともあれこの勝負、決着がつくまで待つ義ぎ理りはない。


「爆裂陣メガ・ブランド」





　ぼごへぇぇぇん！





　あたしの唱となえた攻撃呪文は、無事、ナーガとラゼラムを吹っ飛ばしたのだった。





「──さて。それでは妹を返してもらおうか」


　倒れたラゼラムのえり首摑つかんでひきずり起こし、ギザンは彼に問いかけた。


「……こ……ここにはいない……」


「いないだと!?　ならどこにいる!?」


　呻うめくように言うラゼラムに、ギザンは、ずいっ、と顔を近づける。


「し……知らんっ……」


「知らぬわけがあるまい！　白々しい噓うそをつくな！」


「……本当だっ……！


　たしかに、アニス殿を人質にしようとは計画していた……


　しかし、アニス殿を連れ去るはずだった者の話によると──部屋に行った時、すでにベッドには誰だれもいなかったらしい……」


「何だと!?」


「……用意してきた、『妹をさらった』という手紙をとりあえずその場に残し、あちこち探してみても見つからん。そのうち爆音と、近づいてくる足音がして、その場をあとにしたらしい……」


　えらくウソくさい話である。とはいえここでそう言ったところで、ラゼラムが、すべてをぺらぺら正直にしゃべりまくるとも思えない。


「──まあいい。


　とりあえず、お前はうちに連れてゆく。


　ひと晩頭を冷やせ。明日にでも、くわしい話を聞かせてもらおう」


　言ってギザンは、ふところから、細く、丈夫そうな一本の紐ひもをとり出した。





　その翌よく朝あさ。


　あたしを目ざめさせたのは、かぐわしいスープの香りだった。


　香りからすると、鶏とり肉にくを使ったコンソメ・スープといったところか。


　においにつられて、食堂のテーブルにやって来たあたしを待っていたのは、サラダにトースト、スクランブル・エッグなどなどの、なかなかおいしそうな朝食だった。


　そして──


「おはようございます」


　しゅたっ！


　朝のあいさつと同時に、スープを載のせたトレイを片手に、上から目の前に降って来たのは、ほかでもない、行方ゆくえ不ふ明めいのはずのアニス、そのひとだった。


「……ア……アニス!?」


「……はい？　何か？」


　あたしが思わず上げた声に、いぶかしげに小首をかしげる彼女。


　しばしの沈ちん黙もく。そして──


「アニス!?」


　例によって、一体いつの間にやって来たのか、戸と口ぐちに立っていたギザンが驚きの声を上げた。


「無事なのか!?」


「……無事か……って……別にどうもしませんけど？」


「……ふっ……。どうしたのよ？　こんな朝から……？」


　騒さわぎに気づき、ナーガもこの場にやって来る。


　こちらは無む頓とん着ちやくとゆーかなんとゆーか、アニスの出現に驚きもしないが。


「昨日の夜、お前、どこに行っていた!?」


　問いかけるギザンに、アニスはやや面くらったような顔で、


「別にどこにも……


　なんとなく寝苦しいんで、天てん井じよう裏うらで休んでました」


　……おいおい……


「それなら──昨夜の騒ぎには……？」


「もちろん気づきました。天井裏から見てみると、壁かべが爆破されて、お客様と兄上が飛び出して行かれるところでした。


　あとを追おうかとも思ったのですが、事情もよくわからなかったので……そのまま休ませていただきました。
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　──あ。それと。


　壁の修理は頼たのんでおきましたから。


　もうすぐしたら、人が来てくれると思います」


　……な……なるほど……


　となれば昨夜ラゼラムが言ったのも、でたらめではなかったらしい。


　反対派のリーダー格のラゼラムもつかまえたし、こうなればあとは、村おこしに本格的にとりかかれば、それですべては丸くおさまる。──はずだった。


　その男が、部屋に飛び込んで来なければ。





「分隊長コマンダー！」


　まるできのうのできごとをなぞってでもいるかのように、男が部屋に飛び込んで来たのは、あたしたち四人が朝食をとっていた時のことだった。


「──なんだ？　こんな朝から？」


　分隊長コマンダーと呼ばれたのを訂てい正せいする気も起きないのか、面倒くさげな口く調ちようでギザンは問いただす。


　ちらりっ、と、あたしたちの方に目をやって、耳うちでもするつもりなのか、ギザンの方に近づこうとする男を彼は手で制せいした。


「──かまわん。このまま話を聞こう」


「は。しかし──」


「かまわん。どうせ村おこし反対派の話か何かだろう？　このかたたちは、村おこしのためにお呼びした。むしろ、聞いていただいた方が都つ合ごうがよい」


「なら……昨夜、分隊長コマンダー──いえ、広報課長の家に、反対派の連中が爆ばく薬やくを仕掛けたことは──」


「言われるまでもない」


「はい。


　むろん他の者たちも気づいて、中にはここに様子を見に来た者たちもいたのですが──


　その騒ぎのどさくさに、村の隠かくし倉そう庫こから、村おこしの資金が盗まれたのです！」


　……なっ……！


「何ぃっ!?」


　さすがに驚きの声を上げるギザン。


　むろん、あたしやナーガにとってもひとごとではない。資金がなければとーぜん、お宝探しでの村おこしは無理。


　村おこしが無理となれば、アドバイザーのあたしたちに礼金が出ない──などということはないにしても、目め減べりすることは確実である。


「見はりは何をしていた!?」


「それが……火の手が上がったのが広報課長の家の方だったので、反対派の襲撃かと、ひとを集めて見に行ったのですが……


　どうやらそのすきに……」


　たしかにきのう、ラゼラムを連れて家に帰ってみると、あたりには、暗殺者姿の人だかりができていた。


　張ちよう本ほん人にんは捕つかまえたから、とみんなを解かい散さんさせたのだが──


「──あら。ちょっと待って」


　手にしたスプーンをぴこぴこさせながらナーガが言う。


「と、いうことは、反対派のリーダーはラゼラムじゃない、ってこと？」


『──あ!?』


　あたしとギザンの声がハモった。


　話によれば、隠し倉庫から金が盗まれたのは、この家が襲撃を受けた後だということになる。


　となれば当然、その犯人はラゼラムではありえない。


　作戦から考えて、襲撃の方が陽よう動どう、資し金きん強ごう奪だつの方が本当の目的と考えていいだろう。


　ならば、たかが陽動作戦に、わざわざ反対派のリーダーが動くだろうか？


　……まあ、やっぱしラゼラムがリーダーで、単にギザンの技を封ふうじることのできるのが彼しかいなかったら、陽動がわにまわっただけかもしれないけれど……


「……いずれにせよ、資金の奪だつ回かいはせねばならん。


　ラゼラムに反対派のことをしゃべってもらう──というのが早いのだが……


　奴が素直に口を割るとは思えんな……」


　うーむ……盗んだ連中が、現場に手がかりを残しているとは思えないし……


　──そもそも連中は、盗んだ資金をどこに隠すつもりなのか？


　この村の住人の性格からすれば、たとえすべての家を家や捜さがししても、資金をとり返そうとするだろう。


　ならばとーぜん、ちょっとやそっとで見つかるところには隠せない。


　いっそ捨てるか？──いや。反対派の望みは、ふたたび暗殺者アサツシンとしての道を生きること。


　もしその望みがかなった時、資金があるに越したことはない。


　埋うめる──というのはまずないだろう。よほどうまくやったとしても、地面を掘り返したあとは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。


　となると──


「……ねえギザン、この近くに、あんまし人の近づかない、水のにごった池とか沼とかってないの？」


「池や沼？　いや、近くを小川が流れているのと、井戸があるくらいだが──何な故ぜ？」


「いや──反対派の連中、盗んだ金貨をどこに隠すつもりかなー、って思って。


　けっこーな量になるんでしょ？」


「ええ。かなりの量になります」


　答えたのは、ギザンではなく、報告を持ってきた男の方だった。


「ただし──金貨ではなく砂金ですけど」


「砂金!?」


　砂金となると、これまた話は違ってくる。


　塊かたまりではないぶん、わりとどーにでも隠すことができる。例をあげるなら──


「……あれ……？」


「どうかしましたか？　リナ殿？」


　あたしの漏もらしたつぶやきに、疑問のまなざしを向けるギザン。


「……いや……ちょっと思いついたことが……けど考えてみたらたしかに……ふむ……」


　たしかに、あたしの想像が正しければ、すべてのつじつまは合う。


　となるとやはり……


「──すいませーん。壁の修理に来ました」


　外から聞こえたその声に、あたしは席から立ち上がった。





　崩くずれた壁の向こうには、十人以上の男たちがやって来ていた。


　あたしがみんなを引きつれて、その場にやって来た時には、すでに彼らは、ガレキの撤てつ去きよ作さ業ぎようにとりかかっていた。


　……もちろんみんな、暗殺者アサツシンのかっこうしたままだけど……


「アニスの呼んだ修理のひとたちね？」


「ええ。……けど、壁の修理を見けん物ぶつしている場合ではないと思うのですが……」


　うなずくアニスを無視して、あたしは作業している連中の方にひょこひょこ歩み寄る。


「……ちょっと！　何ですか!?　邪じや魔ましないでください」


　男のひとりが不満の声を上げるが、むろんンなものは無視である。


　外には、男たちが持じ参さんしたのだろう。桶おけがいくつも並べられ、練ねられて泥どろのようになった壁土で満みたされていた。


　あたしは右手のグローブをはずし──


　……汚れるのはちょっぴしヤだけど……


　どぷんっ！


　やおら右手を、桶のひとつに突っ込んだ。


『……なっ……!?』


　驚きの声を上げる一同を尻しり目めに、あたしは右手を抜ぬき出すと、みんなの前でひろげてみせた。


「──さて、と……


　説明してもらえる？　アニス？


　この壁土の中に混じってる、砂金にしか見えないものが一体何なのか」


「……ど……どういうことだ!?」


　まともにうろたえまくるギザン。


　どうやらさすがに、自分の妹が反対派のメンバーだとは思っていなかったらしい。


「前にね、砂金を泥に混まぜてかくした男の話、ってのを聞いたことがあるのよ。


　それを思い出して、ね」


　金色のかがやきを覗のぞかせた泥を右手に載のせたまま、あたしは言う。


「その時、変だな、って思ったのよ。アニスはいつ、誰だれに壁の修理を頼んだんだろう、って。


　彼女の話だと、きのうはあたしたちが出て行ったあとには休んだはず。


　かといって、今朝連絡したわけでもないだろうし。


　──考えてみれば、きのうここを襲撃した連中が、ちゃんとあたしとナーガの泊とまった部屋を知ってた、ってのも変な話よね」


　反対派の立てた計画は、おそらく本来、こんなところだったのだろう。


　爆薬であたしとナーガを亡きものにし、アニスは襲撃以前に家を抜け出し、さらわれたふりをする。


　ギザンの家に村の注目を集めておいて、アニスが資金を強奪。


　そしてたぶん、ラゼラムの家あたりで合流し、『資金強奪は果たしたから用よう済ずみ』という理由でアニスは『解放』される。


　あとは、砂金入りの壁土で、この家の壁をなおし、上からきれいに色でも塗れば、砂金のありかはまずバレない。


　しかし、あたしたちがラゼラムをあっさり捕つかまえたところから計画は狂った。


　ラゼラムはてきとーな噓うそで、アニスがグルだということをごまかし、アニスもてきとーな噓をついて、計画を本来通りに遂すい行こうし、スキあらばラゼラムを助ける、という算さん段だんだったのだろう。


「ま、あたしの想像だけなら、なんとでも言い逃のがれができたかもしんないけど、こーやって金が出て来た以上、何を言ったところでムダよっ！」


「……くっ！」


「おのれぇいっ！　こうなったらっ！」


　あたしのことばに、もはや逃れる術すべはないと悟ったか、壁ぬり係の連中──いや、反対派のメンバーは、あたしたちをとりまくように展開する。


「やめんかアニス！　もはやこうなれば抵てい抗こうしたとて無駄なこと！　それはお前にもわかっていよう!?」


「──わかっています！　しかしここでおとなしく降こう伏ふくしては、村おこし反対派として活動してきた意地が通りません！」


　ギザンのことばにも、アニスは耳を貸そうとはしない。


「……そーゆーつまんない意地にこだわってると、楽しい人生送れないわよ」


「黙れっ！


　村おこし妨ぼう害がいの野望はもはやついえ去ったが、こうなったら、お前たちよそものたちだけでも排はい除じよする！


　やるぞっ！」


『はっ！』


　アニスの号ごう令れい一いつ下か、反対派の連中は、ふところから短剣ダガーを抜き出し、構かまえる。


　……ほほー。面白い。


「ほーっほっほっほ！　そこまで意地を通したいなら通させてあげるわっ！


　あんたたちを全員、立派に玉ぎよく砕さいさせて、ねっ！」


　胸張り大おお見みえ切るナーガに、あたしも大きくうなずいた。


「同どう感かんね！　ギザン！　手は出さないで！


　それじゃあつけましょうかアニス！　決着を！」


「望むところよっ！


　かかれっ！」


　アニスの号令一下、まず一人が、一瞬の間まを置いて別の一人が、あたしとナーガの方に向かって突っ込んで来る！


　全く同時でないのがミソ。攻撃のタイミングをわずかにずらすことにより、こちらがへたな回かい避ひをすれば、すぐさま次の攻撃が来る、というしかけである。


　だが──


　がしばしゃぁぁっ！


　あたしは呪文を唱となえつつ、足もとの桶おけのひとつを、迫り来る男たちに向けて蹴けり飛とばした！


『うわわっ!?』


　泥と桶とにまともに足を取られる二人。倒れ込みはしなかったが、体たい勢せいを崩くずしただけで十分。


　あたしはその瞬間を狙ねらい、右手に載のせていた砂金混じりの泥でい砂さを、男たちの目に投げつけた！


「なっ!?」


「ぐわっ!?」


　体勢の崩れた時に顔面に泥を浴び、これはさすがにこらえきれず、男たちは、バランスを崩してつっ伏ぷした。


　そして後ろで、ナーガが呪文を完成させた。


　彼女が唱えていたのは氷フリーズの・矢アロー。何本もの冷れい気きの矢を撃ち出す呪文だが、相手はプロの暗殺者アサツシン。まともにやってもよけられるだけだろう。


　──そう。まともにやったら。


「氷のフリーズ……」


　ナーガが、呪力を解放する『力あることば』を口にした瞬間を狙ねらって、あたしは足で、彼女のひざの裏を蹴り飛ばした。


「矢アロぉぉぉぉぉぉぉっ!?」


　彼女はバランスを崩しながらも、しっかり呪文を解とき放はなつ！


　氷の矢は、反対派たちが──いや、あたしやナーガさえもが全まつたく予想しなかった方に向かってつき進む！


　さすがにこれは予想外だったか、反対派たち数人と、ギザンのところに報ほう告こくを持ってきたひとまでが、まともに直撃を受けた。


『──おのれっ！』


　冷静さを失って、一気に間を詰つめて来る反対派たち。


　しかしそれも予想のうち！　そのつもりで、あたしも術を唱え終わっている！


「炸弾陣デイル・ブランド！」





　どぅんっ！





　術じゆつ者しやを中心に、あたりの地面をふき上げる術である。


　──まさに一いつ掃そう。


　うかつに近づいて来ていた反対派の連中は、ひとりを除のぞいてそのことごとくが地に伏ふしていた。


　すなわち──警けい戒かいして、突っ込んで来なかったアニスだけが。


　……まあ、砂金入り壁土をおさめていた桶も転がっていたりするが、その中身はあとで、反対派のみなさんに泣きながら集めてもらうこととして……


　問題は、アニスをどう倒すか、だが──


「……やるわね……素人しろうと相手と油断していたとはいえ、みんながこうもあっさりと倒されるとは……」


　アニスはあたしから視し線せんを外はずさぬままで言う。


「けどここまでよ！　兄上にも見せたことのないこのわたしの技、とくとその目に焼き付けるがいい！」


　言ってアニスは、何も持っていない左の手のひらを、あたしの方に向かってかざす。


　──どう来る!?


　身がまえるあたしの耳に、かすかな呪文の詠えい唱しようが届とどいた。


　これは──アニスではない！　あたしにひっくりこかされたままのナーガが、ぶちぶち呪文を唱えているのだ！


　ちょっと待てナーガその術はっ！


「みんな伏せてっ！」


　あたしが言ったその瞬間。


「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウイン！」





　ぼばひぃぃん！





　ナーガの放った激げき風ふうは、あたりのすべてを吹っ飛ばしたのだった。
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「ほーっほっほっほ！　思い知ったかしら!?


　リナ＝インバース！


　このわたし、白蛇サーペントのナーガに後ろから蹴けりを入れるようなことをすれば、一体どうなるのかを、ね！」


「あたしに思い知らせてどーするぅぅっ!?」


　ごめっ！


　立ち上がりざま放った蹴りが、ナーガの顔面を直撃した！


　叫んだ直後、あたしはあわてて身を伏せたおかげで、なんとか直撃は防ふせいだのだ。


　……ほかのみんなは間に合わなかったみたいだけど……


　あたしの蹴りを顔面に受け、ナーガは多少のけぞったものの、ほとんどこたえてもいない様子で、


「ふっ！　まだ生きてたのね、リナ！


　けど次の一撃でとどめを……」


「刺すなぁぁぁっ！


　あのねぇっ！　あんたの今の呪文で、砂金入りの泥、ほんっきで散り散りになっちゃったわよっ！


　これで金が回収できなくて、依い頼らい料りようなし、なんて話になったらどーすんのよっ!?」


「……えっ……!?」


　あたしの指し摘てきに、さすがにナーガも顔色を変える。


「そ……それはいくらなんでも……」


「覚かく悟ごぉっ！」


　ナーガのことばを遮さえぎって、一体いつの間に復活したのか、短剣ダガー片手に迫り来るアニス！


　だがしかし！


　びしぃっ！


「あうっ!?」


　彼女の手にした短剣ダガーを蹴りではじき飛ばし、その動きを止めたのはギザンだった。


「勝負はあった！　見苦しいぞ！」


「……くっ……！」


　がっくりとその場にひざをつくアニスに、ギザンはしずかなまなざしを向け、


「……理由はどうあろうと、上からの命令、村の決定は絶対だ。


　裏切った者がどうなるか……それはわかっていような？」


「……はい……」


　彼のことばにうなずくアニス。


　……ったく……


「わかってないのはあんたよ。ギザン」


「？　どういう意味かな？　リナ殿？」


「……だからぁ。暗殺者アサツシンは廃はい業ぎようしたんでしょ？　だったらンなぎすぎすした掟おきてだか風ふう習しゆうだかなんてポイ捨てしちゃいなさい。


　たしかに反対派連中のやり口がカゲキだったことは確かだけど。


　せめて、村おこしのアトラクションで、一生ぬいぐるみかぶってタダ働き、くらいでかんべんしてやんなさいって」


「……そっちの方がいやかも……」


　あたしのナイスな提てい案あんに、しかしなぜか、アニスは泣きながらつぶやいたのだった。





　──事件は終わった。


　あたしとナーガの術で散らばった砂金も、反対派の連中が泣きながら集めてくれたおかげで、九割がた回収できた。


　反対派を一いち網もう打だ尽じんにした礼もふくめ、あたしたちへの依頼料は、予定よりかなり多いものだった。


　反対派たちへの処しよ罰ばつも軽いもので済すみ、村おこしの計画も、あたしとナーガが提案した、宝探しに決定した。


　あとは彼らのお手並み次し第だい。


　かくて、あたしとナーガの二人は、村をあとにしたのだった。


　──後ご日じつ。


　風の噂うわさに聞いた話によると、彼らの村おこしは、もののみごとに失敗したそうである。


　なんでも、しかけられた罠わなやなんかで出場者にケガ人が続ぞく出しゆつし、領主からストップがかかったとか。


　……ま、れーせーに考えてみれば、あの村の連中にとっての『笑える程度の罠』とゆーのと、ふつーのひとにとっての『笑える程度の罠』とゆーのとではレベルは違うわな。


　そんな話を聞いてから、ちょっぴり悩なやむ今日このごろだった。


　──まさかまた、夜中にギザンが、村おこしの依頼に来たりしないだろーな、と。







（闇の住まう村：おわり）










理由なき冤えん罪ざい［前編］










「──リナ＝インバース──だな」


　その男が、あたしに声をかけてきたのは、ある晴れた日の昼さがり。


　あたしとナーガが、町のカフェテラスで、優ゆう雅がに午後のティータイム・セットの早食い競争をしていた時のことだった。


　としは四十過ぎ、といったところか。ブラウンの短髪で、あんまし金持ちそうには見えないが、それなりにきちんとした格かつ好こうをした、なかなかシブいおっちゃんである。


「うん」


　食事の手を止めぬまま、あたしはあっさりとうなずいた。


　──いつもなら、めんどーごとを避さけるために、違う、なんぞと答えているところだが、今はそうもいかない事情があった。


　なにしろ──この早食い競争、負けた方がかんじょうを持つことになっているのだ。ヒマな受け答えなんぞして、時間を無む駄だにするわけにはいかない。


　あたしたちがティータイム・セットを食べまくるその横で、おっちゃんは、胸むなもとから、ごそごそ何やら取り出して、


「私は、ルヴィナガルド王国特別捜査官インスペクター、ワイザー＝フレイオンだ」


　言われてちらりと横目で見ると、たしかに、王室の紋もん章しようらしき刻印の入ったペンダントをかざしていたりする。


　──ルヴィナガルド王国──


　たいそーな名前ではあるが、知らないひとも多いだろう。正体を明かせばなんのことはない、沿えん岸がん諸しよ国こく連れん合ごうに名を連つらねている小国のうちの一つなのだ。


　国とは言っても、広さはやや大きめの地方領程度のもので、実は海に面してさえいない。


　特徴といえばせーぜーが、船のいい材料になるルヴィナ杉の名産地、とゆー、とことん印象の薄い国で、たいていは『沿岸諸国連合の国、その一』で片づけられてしまうことが多い。


　あたしとナーガがこの国に立ち寄った理由も、『おー。そーいえばこんな国もあったなー。話の種に寄ってみよー』とゆー程度のものだった。


　しかし……ンな国の特別捜査官インスペクターとやらが、このあたし、リナ＝インバースに一体何の用があるとゆーのだろーか？


　まさか、サインのおねだり、とゆーわけでもないだろーし……


「お前がこの町に来た、というのは、魔道士協会を通して聞いた」


　胸もとにペンダントをしまい込みながら、ワイザーとやらは、あくまでも事務的な口く調ちようで言った。


「リナ＝インバース。お前を連続幼児誘ゆう拐かい事件の容疑で取り調べる」


　………………


「っなぬぃぃぃぃぃぃぃっ!?」


　ワイザーのことばに、あたしは思わず絶ぜつ叫きようしていた。


「……ちょっ……ちょっと待ってよ！　何なのよ、その『幼児誘拐』ってぇのはっ!?」


「ふっ！　とぼけても無駄なことっ！　ここ最近このルヴィナガルド各地で起こった連続幼児誘拐事件！　お前が犯人だということはわかっているんだっ！　おとなしく罪を認めるがいいっ！」


「……っなっ……なんでそーなるのよっ！


　第一、あたしがこの国に立ち寄ったのって、つい最近よっ！　ね！　ナーガ！」


　視線を向けたその先で、しかしあたしの期待に反し、


「……ふっ……やったならやった、って正しよう直じきに言った方が、罪は軽くなるわよ」


　ケーキを口もとへと運ぶフォークの速さは変えぬまま、ナーガは小さな笑えみすら浮かべつつ言った。


「あのねぇぇぇっ！　誰だれが……！」


「これで決まりだな！」


　ナーガへのあたしのツッコミを遮さえぎり、ワイザーは声をはり上げた。


　あたしをびしぃっ！　と指さして、店じゅうに響ひびきまくるような大声で、


「やはり私の推すい理り通り、お前が犯人だっ！」


「違うっつーのにぃぃぃぃっ！……そもそもっ！　何の理由であたしが犯人だ、なんて話になったのよっ!?」


　あたしの問いに、ワイザーは、ふんっ！　と大きく胸をそらし、


「私のカンだっ！」


「あほかぁぁぁぁっ！」


　あたしは思わず、いすを蹴け倒たおして立ち上がっていた。


「ンなりくつがこの世のどこにあるってぇのよっ!?　するってーと何!?　あんたが怪あやしいと思った奴やつはみんな犯人なわけ!?」


「そのとーりっ！」


「あああああああっ！　話になんないぃぃぃぃっ！」


　あたしは思わず頭を抱えていた。


　いるのだっ！　こーゆー、カンを頼たよりに生きていて、なおかつそのカンが外はずれまくっているやつがっ！
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　はたで見ているぶんにはけっこー笑えるのだが、こーゆータイプが、へたに権力なんぞ持っていて、自分にかかわって来ようもんなら、それこそめーわく極きわまりない。


　そう、ちょーどこのおっさんのよーに。


「あのねーっ！　ンな根こん拠きよで犯人決めてたら、それこそ捜そう査さ員いんの数だけ犯人できちゃうでしょーがっ！　あたしが犯人だって証拠はあるの!?」


「確かくたる証拠があればとっくに捕つかまえているっ！　しかしっ！　さまざまな状況は、お前が犯人だと告つげているっ！」


「ほほぉぉう！　じゃー聞かせてもらおーじゃないのっ！　どーゆー状況があたしを犯人だって告げてるのか!?」


「ほほぉう！　この期ごに及んであくまでもシラを切る気か！　いいだろう！　自らの行った数々の悪事とその状況、忘れたと言うなら思い出させてやろう！」


　一体何が『この期』なのかは知らないが、ワイザーは、やたら得意げにそう言って、ふところからメモを取り出し、


「今からおよそ一か月前、メデルト村のトムくん五歳が行方ゆくえ不ふ明めいになった時、近くの麦畑で見つかったのは、レッサー・デーモンのものとおぼしき巨大な足跡！」


「ふむふむ」


「リナ＝インバースのしわざだっ！」


「……は……？」


　いきなりといえばいきなりすぎる決めつけに、思わずあたしの目が点になる。


「それからさらに数日後、ファリト村のジェシーちゃん三歳が行方不明になった時、村に面した湖で、何か巨大な生物が、水面から首を出しているのが目もく撃げきされた！　ほら！　リナ＝インバースのしわざだった！」


「……おい……」


「時を同じくしてっ！　ルマフィック村のボブさんが、五歳になる自分の息子、リックくんを連れて、日ひ暮ぐれの道を荷に馬ば車しやに乗っていると、いきなり夜空にオレンジ色の光が現れて……」


「待て。おっさん」


　あたしは、ずずずずずいっ、とワイザーに詰め寄って、


「……そーすると何!?　世の中の面めん妖ような事件は、全部あたしのせーだとでも!?」


「むろんだっ！」


　あたしの問いに、しかしワイザーは迷わず答えた。


「まさかお前！　自分自身に関する噂うわさの数々、知らんとは言わんだろうなっ!?」


「……[image: ]っ……！」


　……そ……そりゃまあ……盗賊殺しロバーズ・キラーとか、ドラゴンもまたいで通るとか、根拠も理由もなくもないあだ名で呼ばれたりしていることが、多々あることは知っているし、そんな名前といっしょくたに、尾ヒレがついたり根も葉もなかったりする噂が流れているだろうことも、想像に難かたくはない。


「曰いわく！　口から怪光線を発して盗賊どもを一いつ掃そうする！　曰く！　額から触しよつ角かくが伸びてあたりのハエを捕ほ食しよくする！」
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「ちょっと待てぇぇぇいっ！」


「このような面妖な噂が常につきまとうリナ＝インバースが、果たしてまともな人間だろうか!?　否いな！　そんなわけはない！　ならば世に起きた怪しい事件の数々を、リナ＝インバースのせいだと言ったところでどこからも文句は来ないっ！　私の特別捜査官としてのカンはそう告げたのだっ！」


「そりゃ単にぬれぎぬ着せてるだけでしょーがぁぁぁっ！」





　がどしゃあっ！





　思わずあたしの放はなった怒りのスクリューキックが、ワイザーを、隣のテーブルまで吹っ飛ばした。


　しかしワイザーはそれにもメゲず──どころか、不敵な笑みさえ浮かべながら身を起こし、


「……ふっ……もはや言い逃れは効かぬと知って、実力行使に出たか！　それこそ、自らが犯人だと言ったも同然！」


「あれだけムチャ言われまくったら、ふつー誰だって怒るわよっ！」


「いーやっ！　図ず星ぼしを突かれて動どう揺ようし、思わず手を出したのだろうっ!?　そんな程度の言い逃れで、特別捜査官インスペクターたるこの私の目を誤ご魔ま化かせるとでも思ったか!?」


「なぁぁにが特別捜査官インスペクターよっ！　えらそーな肩書きついてりゃあ言ってることが全部正しいとでも思ってるわけ!?　もしそーなら、脳ミソ詰め替えて出直して来なさいっ！」


「ふっ！　悪人がえらそーに！」


「誰が悪人よっ!?　無実の人間にカンだけで罪なすりつけよーとする方がよっぽどたち悪いわよっ！」


　立ち上がったワイザーと、あたしの視線がしばし激しい火花を散らし──


「ほーっほっほっほ！　どうやらこの勝負、私の勝ちのようね！　リナ＝インバース！」


　そんなこんなの状況や、まわりの人の目関係なしに、いきなり毎度のバカ笑いを上げたのは、言わずと知れた白蛇サーペントのナーガ！


「ナーガ！　あんたまだいたの!?」


「……まだいたの……って……最近、リナってつめたい……」


「ンで？　何か言いたいことでもあるわけ？


　こっち、いろいろ取り込んでんだけど」


「ふっ！　そんなことを言ってごまかそうとしても無駄なことよっ！　ともあれここは約束通り、勘かん定じようはあなた持ちよっ！　わかったわねっ！」


　……はっ！　しまったっ！


　ワイザーの出現と、わけのわからんいいがかりとで、ついつい忘れてしまっていたが、あたしとナーガはもともとここで、支払いをかけての早食い競争をしてたんだっけ！　見ると、ナーガはすでにティータイム・セット十人前をたいらげていた。


　くくうっ！　こんなことで勝負に負けて、かんじょうを払わされたとあっては末まつ代だいまでの恥！　この場はなんとかごまかさなければっ！


「ンなこと言ってる場合じゃあないのよっ！


　こっちはわけわかんない罪の濡ぬれ衣ぎぬ着せかけられてんだからっ！」


「ほーっほっほっほ！　そんないいわけで支払いをごまかせるとでも思っているなら大間違いよっ！」


　──ちっ！　読まれたかっ!?


　しかしあたしは、その内心の動揺を表には出さず、ナーガを無視してワイザーの方に向きなおり、


「ともかくっ！　ンな根拠も証拠もない話で、どーこー言われるすじあいはないわっ！」


「──ちょっとリナ！　勘定！」


「第一っ！　あたしに、子供誘拐しなくちゃなんない理由なんてないでしょーがっ!?」


「幼児誘拐は悪人の義務だっ！」


「どこの世界の話よっ!?　それはっ!?」


「無視しないでよっ！　リナっ！」


「いずれにしてもっ！　ひとを犯人呼ばわりするなら、証拠と根拠くらいは揃そろえてからにしなさいよっ！」


「愚おろかな！　証拠も根拠もないからこそ、こうやって直接ゆさぶりに来たということがわからんのかっ!?」


「いばるなぁぁぁぁっ！」


「かんじょうぅぅぅぅぅぅぅっ！」


「──っきゃあああああああっ！」


　あたしとナーガとワイザーとの、ぜんぜんかみ合ってない三つどもえに終しゆう止し符ふを打ったのは、店の外から聞こえてきた、女の人の悲鳴だった。


「──何だ!?」


「外よ！　行ってみましょ！」


「リナ！　勘定！」


　あたしとワイザーは外へと飛び出し、それに続こうとしたナーガが店員に呼び止められる。


　おっしゃぁぁぁぁっ！　これでかんじょうはナーガ持ちっ！


　あとはワイザーの疑いを晴らすだけっ！


　……って、こっちの方がめんどーなよーな気はするが……


「王国特別捜査官インスペクターワイザー＝フレイオンだ！


　何があった!?」


　肩書きが功こうを奏そうしたか、そこいらの通行人に聞くワイザーに、答えはすぐに返ってきた。


「……なんか……子供がさらわれた、って誰かが言ってました！」


「なにぃっ!?　どっちだ!?」


「湖の方よ！」


　別の誰かの答えを耳に、あたしとワイザーは、同時に駆け出していた。


　たしかにこの町は、やたら大きな湖に面していた。今駆けているこの場所からも、青い水みな面ものきらめきと、沖にかかった霧きりが見える。


「──ちょっと！　リナ！」


　走るあたしとワイザーを追って、聞き慣れた声は後ろからした。


「勘定、ちゃんと払ってよねっ！　わたしが立て替えといたからっ！」


　……ちっ！　ナーガめっ！　しつこいっ！


「それどころじゃないのよナーガ！　子供がさらわれたらしいのよっ！」


「ふっ！　そのどさくさにまぎれて勘定のことはうやむやにしようってつもりねっ！」


　……こ……こいつっ……金がからむと時々スルドいでやんの……


「そんな話はあとよっ！　今は……」


「あれだっ！」


　ワイザーの声に、あたりをざっと見渡せば、青空をゆく影一つ！


「レッサー・デーモン!?」


　あたしは思わず声を上げていた。


　よく晴れた青空を背に、湖の方へとはばたいてゆくのは、たしかに一匹のレッサー・デーモン。


　そしてその腕の中には、三、四歳ほどの子供がひとり。


　──レッサー・デーモンなどの下級魔族は、必要に応じて、翼を生やして空を飛ぶこともできる、とは聞いていたが、実際この目で見るのははじめてだった。


　しかしともあれ今は、ゆっくり観かん察さつしている場合ではない。


「見たでしょ!?　あいつが犯人よっ！」


　そのあとを追って走りながら言うあたしに、ワイザーは、やはりその横を走りつつ、


「あのデーモンを操あやつっているのがお前じゃあないとは限らんっ！　捜査官と対面している時に、別のモノを使って事件を起こし、そちらに目をそらせようとする！　ありがちな手口だなっ！」


　……こ……こいつはぁぁぁ……あくまでもあたしを犯人にする気だな……


「ちょっとリナ！　話をそらせるのもいいかげんにしなさいよっ！」


「……だからそーゆー場合じゃないっつーにっ！」


　などと言いつつ思いつつ、デーモンのあとを追うそのうちに、ほどなくあたしたち一行は、湖のそばへとたどり着く。


　しかし──このままでは確実に、デーモンに逃げられてしまう。高速飛行の術はあるが、かりにそれを使って追いかけたとしても、その術を使っている間は、他にたいした術は操れない。


　もしもデーモンがこちらの追跡に気がついて、空中で攻撃をしかけてくれば、まず絶対に勝ち目はない。


　デーモンに攻撃魔術をぶちかませば、狙ねらいが甘けりゃ子供も巻きぞえ。よしんばデーモンだけを撃ち落とせたとしても、とーぜん子供はまっ逆さかさま、である。


　──となれば──


「リナぁぁぁぁぁっ！　勘定ぉぉぉぉぉぉぉ」


「しつこいってばっ！」


「──ふっ！　わかったわっ！」


　あたしの一いつ喝かつに、よーやく納得がいったのか、ナーガはふぁさりっ、と髪をかき上げて、


「要はこの事態をなんとかしてから、勘定の話をすればいいわけねっ！」


　言うと同時に呪じゆ文もんを唱えはじめる。


　──ってこの呪文……攻撃魔術!?　レッサー・デーモンはたき落とすつもりかっ!?　こいつはっ!?


　ケリを入れて止めようかとも一瞬思ったが、あたしは瞬時に考え方を切り替えて、口の中で呪文を唱え始めた。


　やがて、ナーガの呪文が完成した！


「魔竜烈火咆ガーヴ・フレア！」


　魔族相手にも殺さつ傷しよう能力抜ばつ群ぐんの攻撃呪文である。


　ナーガのかざした手のひらから伸びた赤い光が、空中のデーモン目ざしてまっすぐつき進む！


　同時にあたしは、唱え終わっていた呪文を発動させた！


「翔封界レイ・ウイング！」


　高速飛行の術で、ナーガの放った赤い光に平へい走そうする。


　術がレッサー・デーモンを撃ち落とした時点で、捕まっている子供を空中で受け止める、という寸法である。


　ただしこの術、発動中は、術者のまわりを風の結界がとり囲んでおり、このまま子供に近づけば、助けるどころか吹っ飛ばすことになりかねない。


　ならば──テはひとつ。


　接近したあたしの目の前で、ナーガの放った魔竜烈火咆ガーヴ・フレアが、レッサー・デーモンの背中を直撃、無へと帰す。


　その手からこぼれ落ちた、子供の下へとまわり込み──


　あたしは、術を解いた。


　そのまま手を伸ばして空中で子供をキャッチ！


　当然二人はそのまま湖に向かって落ちてゆく。


　耳もとで風が唸うなる。水面がどんどん近づいてくる。


　そして──術を解いてから唱えはじめていた呪文が完成した。


「浮遊レビテーシヨン！」


　ふわりっ、と落下のスピードがゆるまる。


　あたしは、子供を抱えたまま、水面に立つような形で宙に浮いていた。





「よくやったーっ！」


「えらいぞねーちゃんーっ！」


　岸辺へともどったあたしを待っていたのは、やじ馬たちの歓声と、


「てめーっ！　なんつーあぶねーことをっ!?」


「子供に当たったらどーするつもりだったのよぉぉぉっ！」


「おひぃぃぃぃぃぃっ!?」


　子供の親らしき二人連れにフクロにされているナーガの姿だった。


　子供を親のもとへと返し、ひとしきりやじ馬たちのほめことばを受けたそのあと──


「大活躍だったな。リナ＝インバース」


　皮肉な笑みを浮かべつつ、あたしの前にやって来たのは、言うまでもなくワイザーだった。


「……けどその顔からすると、まだあたしを疑ってるみたいね」


「ふっ！　当然だっ！　小さな事件を起こして、捜査員の目の前でそれを解決し、信用させて疑いをそらす！　これまたよくあるテだが、この特別捜査官インスペクターたる私の目は誤魔化せんぞっ！」


「もともと曇くもりまくってるでしょーがっ！　あんたの目はっ！


　──そもそもっ！」


　あたしは、びっ！　と湖の沖を指さして、


「レッサー・デーモンがあっちに飛んで行こうとしてたんなら、あっちに何かあるかなー、とかって思うでしょーがっ！　ふつーはっ！」


「並の考え方では特別捜査官インスペクターは務まらんっ！」


「並じゃなきゃあいいってもんでもないでしょーがっ！　第一っ！　このやたら晴れた昼間に、なんでこの、どでかい湖の中央だけは濃い霧なんてあるのよっ!?　このロコツに怪しい状況、なんとも思わないわけっ!?　湖の方は捜そう索さくしたのっ!?」


「ふっ！　またそうやって話を誤魔化そうとする！　おそらくお前は、自分が疑われた時のことを考えて、湖のまわりの村や町で事件を起こし、無駄な捜索をさせようという魂こん胆たんだろうっ!?」


　……………………


「……をい……」


「何だっ!?」


「……事件って……この湖に面した村や町でだけ起こってるわけ……？」


「そうだっ！　それがどうしたっ!?」


「……で……この湖の捜索はしたの……？」


「いいやっ！　私は無駄なことはせんっ！」


　…………はぁぁぁぁぁぁぁ…………


　あたしはワイザーのことばに、心の底から深いため息をついた。


　……こんなロコツに怪しいところ放っとくか……？　ふつー……？


「……とことん無能か……あんたは……」


「なにぃぃぃっ!?　無ぶ礼れいなっ！　こう見えてもこのワイザー、並みいる特別捜査官インスペクターたちの中でも、随ずい一いちの切れ者とご近所の奥様がたにも大評判なんだぞっ！」
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　……こいつが一番の切れ者って……この国の特別捜査官インスペクターたちって一体……？


　しかしともあれ。


　このままでは、あたしが犯人だなどという、ありもしない証拠を摑つかむまで、ワイザーは、しつこくあたしにつきまとうだろう。


　ンなうっとーしいことはとことんごめんである。


　──となれば方法は一つだけ。


「……わかったわ……」


　ワイザーに向かって、あたしはため息混じりに言った。


「おおっ！　ついに観念して悪事を白状する気になったかっ!?」


「ンなわけないでしょーがっ！　要は、あたしが犯人じゃあないって証明すれば納得してくれるんでしょっ!?」


「ふっ！　笑わせてくれるな！　犯人じゃないと証明する、だと!?　できるものかっ！


そんなことがっ！」


「やってやろーじゃないのっ！　要は、子供さらってる真犯人つき止めればいーんでしょーがっ！」


「はっ！　どうせ『真犯人を探してくる』とか言ってそのまま逃げるつもりだろうが、この私はそんな手にはのらんぞっ！」


「うだぁぁぁぁぁぁっ！　ンなに心配ならいっしょについてきなさいよっ！　あんたの目の前で証拠と証言集めまくって、ほんとの犯人つき止めたげるわよっ！　それならいーでしょっ!?」


「いもしない真犯人をか!?　ふっ！　まあいい！　その茶番、つき合ってやろうっ！　そのうちお前の方からシッポを出すだろうしなっ！」


「おーしっ！　あとでたっぷり後悔してもらうわよっ！」


「……リナ……勘定……」


　いまだしつこく細かいことをおぼえているナーガを無視し、あたしとワイザーの視線はふたたび火花を散らしたのだった。





　かくて開始された捜査は──はっきし言って、それほど困難なものではなかった。


　なにしろ、問答無用でロコツに怪しい湖がある。それに関して聞き込みを続ければ、情報はおのずと集まってくる。


　──むろん湖のまわりには、大小さまざまの村や町が、いくつも点在しており、そのすべてで聞き込みをする、というのはとことん手間である。


　そこで──


　あたしが聞き込みをはじめたのは、湖のほとりにありながら、一度も事件の起きなかった町で、だった。


　三人がこの町にたどり着いたその日も、湖の中央は霧に包まれていた。


　聞き込む内容はいたって単純。湖のまん中、霧の中には何があるか。そのあたりに、定期的に出ている船がないか。


　あちこちあれこれ聞き込んだ結果、なかなか面おも白しろい結果になった。


　町の中の人たちいわく。湖のまん中には小さい島があった。霧がかかって、漁師たちが遠出しなくなったのは数か月前から。


　定期便のほうはよく知らない。


　一方、湖のほとりに住んでる漁師さんたちいわく。知らない。何も知らない。絶対知らない。


「『なんかあるぞっ！　ここにはっ！』って絶叫してるよーなもんね……これって……」


　湖から、やや離れたところにある宿屋。


　その一階の食堂で、あたしとナーガとワイザーは、夕食のテーブルを囲んで打ち合わせをしていた。


「はっ！　笑わせるな！　他人の証言を都つ合ごうのいいようにいいように解釈して！　ご都合主義のこじつけもいいところだなっ！」


「……あんたにこじつけ呼ばわりされるいわれだけはないって……」


「それよりリナ、いいかげん、例の勘定払ってもらいたいものね」


　………………まあ………………


　こーゆーのを打ち合わせと言っていーのかどーかは、はなはだ疑問なところではあるけれど……


「ともかくっ！　疑わしきはまず調査！　明日はどっかで船でも借りて、実際湖のまん中の島とやらまで行ってみるわよっ！」


「茶番だな！　しかしまあいい！　一度つき合うと言った以上、つき合ってやろう！」


「それよりリナ、勘定……」


「だぁぁぁぁっ！　ほんっきでしつこいわねっ！　ナーガっ！　わかったわよっ！　今回の真犯人とそのアジト見つけたら、ぶん取ったおたから、あんたの分け前多くしたげるからっ！」


「本当でしょうね!?　そんなこと言いながら、わたしに隠れておたから余分にくすねたりしないでしょうねっ!?」


「しないしない」


「……お前ら……捜査官の前で、悪人から金きん品ぴん強ごう奪だつする相談するなよ……」


「……ま、いずれにしても明日は早いわ。今日は早めにゆっくり休んで、明日は朝から出発よっ！」





　──しかし。


　この計画には邪魔が入った。


　そう。あたしが予想した通りに。





　ちゅごぉぉぉんっ！





　宿の一室が、いきなり大爆発を起こしたのは、その日の真夜中のことだった。


　爆発したのは三階の一室──ちょうど、あたしの泊まっている部屋だった。


「……くっくっくっ……ちょろいものだな」


「どこの誰かは知らんが、くだらん詮せん索さくなどするからこういうことになるのだ……」


「ほーう。ちょろくて悪かったわね」


『うどわっ!?』


　いきなり頭の上から聞こえた声に、路ろ地じ裏うらの闇やみに身を沈めていた男二人は、あわてて天をふりあおぐ。


　顔を隠した男たちの目に映ったのは──三日月を背に、宙に佇たたずむこのあたし、リナ＝インバースの姿。


「……漁師さんたちの口止めしてるくらいだから、大きな組織が動いている。となれば、あたしがあれだけおーっぴらに聞き込みすれば、絶対なにかしかけて来るはず。


　……大当たり、だったわね」


「……きさまっ!?　部屋にいたんじゃないのかっ!?」


「一階のメシ屋でみんなと相談してた時、なんか、ロコツに怪しい男が近くのテーブルにいたんで、ね。


　今夜あたり何かあると思って、部屋に戻るフリして、こーやって夜空で見張ってたのよ。


　まさかいきなし、部屋に火炎球フアイアー・ボールぶち込んでくれるとは思わなかったけど」


「──くっ！」


　男たちはあわてて呪文を唱えはじめる。


　あたしも浮遊レビテーシヨンの術を解き、近くの屋根の上に立ち、攻撃呪文を唱えはじめた。


　先に呪文を唱え終わったのは男たち。


「氷フリーズの・矢アロー！」


「振動弾ダム・ブラス！」


　闇の底からあたしに向かって、攻撃呪文を撃ち上げてくる。


　しかしこんなもの、屋根をタテがわりに身をかわせばすむだけのもの。


　むろんあたしの方からは、男たちはよく見えないし、へたに顔を覗のぞかせようもんなら、顔面に攻撃呪文をたたき込まれることにもなりかねない。


　だがあたしは、こーゆー状況にぴったしの呪文を知っていた。


　──氷窟蔦ヴアン・レイル──


　術者の手を起点に、氷の蔦つたが、壁などにそって這はいまわり、触ったものを凍こおりつかせる。


　この術で、下にいる男たちの足を止めておき、あとは下に降りてタコ殴り。背後関係を自白させればすべてはめでたしめでたし、である。


　あたしは呪文を唱え終え、右手を、たむっ！　と屋根の上につけ──


「こぉぉんなところにいたか！　リナ＝インバース！」


「にょえぇぇぇっ!?」


　いきなし耳もとでした声に、あたしは思わず声を上げていた。


　ふり向けばそこには、一体いつの間にどーやってやって来たのか、ヘボ捜査官ワイザーの姿。


「……な……なんでこんなところにっ!?」


「神しん出しゆつ鬼き没ぼつは特別捜査官インスペクターの身しん上じようだっ！」


「……いや……なんでもいいけど……


　それよりっ！　宿に火炎球フアイアー・ボールぶち込んだ奴がこの下にいるのよっ！」


「ふっ！　見えすいた噓をっ！　おおかた自分で自分の部屋に攻撃呪文をたたき込み、謎なぞの第三者に殺されたふりをして逃げるつもりか何かだったのだろうが、この特別捜査官インスペクターワイザーの目は、そんな程度のちゃちなトリックではごまかせんぞっ！」


「……っだぁぁかぁぁらぁぁぁっ！　噓じゃあないってばっ！　その証拠に……」


　──下の路地のぞいてみなさいよ──


　言いかけてあたしはようやく気づいた。


　もはや、下からの攻撃呪文が止やんでいることに。


　そして、あたりから、例の二人の刺客の気け配はいも消えていることに。





「……ったく……あんたが邪魔さえしなけりゃあ、事件にもとっとと決着がついて、わざわざンな朝っぱらから、船出なんてしなくてもよかったのに……」


「はっ。まだしつこく昨日のいいわけを繰くり返すつもりか？」


「……ふっ……どーでもいいけど、朝ごはんくらいはまともに食べさせてくれるんでしょうね？　リナ？」


　──襲しゆう撃げきのあった、その翌日の朝早く。


　あたしたち三人は、まだ朝あさ靄もやも消えやらぬ、湖のほとりを歩いていた。


　むろん、朝の散さん策さく──なんぞというシャレたものではない。


　まだ人の目もないこの時間のうちに、船で、湖のまん中にあるという小島に向かうのだ。


「しかし、こんな時間にやって来て、船はどうするのだ船は？　このあたりの漁師たちは、最近朝は漁に出とらんという話だし……まだ誰も起きとらんなら、船を借りる交こう渉しようもできまい？」


　……はーっ……


　ワイザーのことばに、あたしは深いため息をつき、


「……あのねぇ……


　このあたりの漁師さんが、最近朝は漁に出てない、って聞いて、なんか怪しいなー、とかって思わないわけ？　あんたは？」


「甘く見てもらっては困るな。むろん思っているよ。この件にもきっと、リナ＝インバースが深くかかわっている、と！」


　……こいつはー……結局そう来るかー……


「……ま……そのあたりは、島に行ってみればはっきりするわよ。


　──と……


　それで、問題の船なんだけど……こいつあたりでどう？」


　あたしは、湖の岸にいっぱいつないである船のうち、適当な一いつ隻せきを見つくろって、ぺんっ、ぺんっ、と叩たたいてみせた。


「……ちょっ……ちょっと待てっ！　こいつあたりでどうだ……って、持ち主に許きよ可かを取ってないのかっ!?」


「うん」


　ワイザーのことばにあたしはあっさりうなずいた。


　──当たり前である。


　このあたりのひとたちに、どこからか、何かの圧力がかかっているのは確かである。


　となれば、まっ正直に『貸してくれ』なんぞと言ったところで、すなおに貸してくれるとは思えない。


　となれば手段はこれしかない。


「しかし……窃せつ盗とうだぞ！　これはっ！」


「違うわよ。特別捜査官インスペクターへの捜査協力のために、一時的に接せつ収しゆうするのよ」


　──言げん外がいに、『トラブルあったらあんたが責任取ってね[image: ]』と言っているわけだが、ワイザーがそれに気づいたかどうか。


「……し……しかし……」


「そりゃあ、あんましほめられたことじゃあないけど、それで多少なりとも捜査が遅れるそのぶんだけ、さらわれた子供たちに危険が迫る可能性も大きくなるのよ。いーの？　それでも？」


「うっ……!?……わ……わかった……」


「おーしっ！　そうと決まればさっそく出航！　行くわよっ！　みんなっ！」





　……ぎいっ……


　……たぷん……


　櫂かいのきしみに、舷げん側そくを、おだやかな波が叩く音。


　時々、ぱしゃりっ、とどこからともなく聞こえるのは、魚のはねる音だろうか。


　あたりの霧はまだ晴れない。


　──あたしたちがパクった──もとい。一時接収した船は、魚さえ積まなければ四、五人がなんとか乗れる、といった程度の、ごくふつーの大きさの漁船だった。


　漕こぎ手はもちろん、特別捜査官インスペクターワイザー。


　こーゆー場合の力仕事は男の義務である。


「……まだ……着かんのか……？」


「……こう霧が濃いと、ねー……その小島とやらが、どこにあるのかも……」


　櫂を漕ぐ手を休めずに言うワイザーに、あたしはそう言った。


　しかし実際の話、あたりを見回してみたところで、見えるのは、近くの水面と霧の白のみ。


「──ふっ。言っておくわよ。リナ＝インバース。この白蛇サーペントのナーガをこんなところまでつき合わせて、もしもなんにもない、なんてことになったらぁあっ!?」
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　ばぢゃぁんっ！





　水音と同時にナーガの声がとぎれる。


　ふり向けば、そこにナーガの姿はなく、湖の水面が波うつばかり。


「……ったく……また無意味に胸でもそらしてひっくり返ったな……」


　あたしがつぶやいた、まさにその時！





　ずばしゃぁぁぁぁぁっ！





　水面を貫つらぬき、それは出現した！







（理由なき冤えん罪ざい：つづくっ！）
























　次回予告





　水みな面もを裂いて、あたしたちの前に現れたものは!?


　湖の小島で何が待つ!?


　そしてあたしは、ワイザーからの疑いを晴らすことができるのか!?


　何より今回、はたして少しでももうけは出るのか!?


　さまざまな謎が、すべて、次回解き明かされるかどうかは保証の限りじゃないけれど、


　ともあれ次回、『理由なき冤えん罪ざい・後編』！


　次回まで待っててぷりーず！









理由なき冤えん罪ざい［後編］
















　あらすじ





　脳ミソペペぃな特別捜査官インスペクターワイザーから、続ぞく発はつする幼よう児じ誘ゆう拐かい事じ件けんの犯人として、いわれのない疑うたがいをかけられたあたし、リナ＝インバース。


　その疑いを晴らすため、あたしとナーガとワイザーは、真犯人を突き止めるべく、捜そう査さを開始した！


　そこに襲おそい来る刺し客かくたち！


　そして、犯人の本ほん拠きよとおぼしき湖の小島へと向かうあたしたち三人の前に、水面を割わって出現したのは──！















「のきゃぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


「何だぁっ!?　これはっ!?」


　ナーガとワイザーとの声が、霧きりの水面にこだました。


　──それは、一本の巨大な触しよく手しゆだった。


　タコのものともイカのものともつかぬその先端には、巻き取られたナーガの姿。


　なるほど。船から落ちたものと思っていたが……こいつに巻かれて引きずり込まれたわけか。


「クラーケンか!?」


　触手を目にして、ワイザーが、恐怖と驚きよう愕がくの混まじった声をはり上げた。


　海や、大きな湖なんぞに住んでいるモンスターで、タコとイカとをたしたような姿をしている。


　──と、こう言えば、あんまし強そうには思えないかもしれないが、怖こわいのは、その巨体が生み出す破は壊かい力りよく。ちょっとした船くらいなら、触手でいともあっさり握にぎりつぶす。


　むろんあたしたちが乗っている船なんぞ、攻こう撃げきを受ければそれこそひとたまりもない。


　触手は大きく後ろへとしなり、ぺいっ！　とナーガを、こちらに向かって投げ放はなつ！
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　ナーガをぶつけてこの船を沈めるつもりかっ!?　しかしっ！


「なんのっ！　魔風デイム・ウイン！」


　あたしはすかさず強風の呪じゆ文もんを放ち、ナーガをあさっての方へとはじき飛ばした！


「うきゃあぁぁぁぁぁ……」


　ざばぼん。


　離れたところで起こる水音。ふっ。ナーガ、成じよう仏ぶつしてね[image: ]


「おいおいっ！　いいのかっ!?　連れにそんなことしてっ!?」


「ナーガならへーきよ！　それより、こっちの心配した方がいーわよっ！」


　言い終わる間まもあらばこそ。


　ざざざざざばぁっ！


　あたしたちの乗った漁ぎよ船せんをとり囲むように、水面に出てくる巨大な触手、ざっと十本。


　それらが一気に、あたしたちの乗る船に向かって押し寄せて来る！


　四し方ほうから迫る触手を、一本一本呪文でつぶしている暇ひまはない。かといって、おそらく水中深くにいる本体に、直接ダメージを与えられる術もない。


　──となれば──


「来るぞっ！」


　焦あせりの声を上げるワイザーを横目に、あたしは呪文を唱となえ──


　ぱんっ！　と左の手のひらを水面につける。


「水竜破シー・ブラスト！」


　ざざわっ！


　解とき放った『力あることば』に応こたえ、水が激しく波立った。


　水面に、大波を起こす術である。むろんこんなもので、水中にひそむクラーケンをなんとかできるわけはない。


　しかし、呪文とハサミは使いよう。攻撃呪文も攻撃だけが芸じゃないっ！


　今の一撃は、ある程度威い力りよくを抑おさえてある。


　あたしたちの乗った漁船は、いきなり生まれた波に流され、あっさりと、触手の包囲網を突破した！


　おしっ！　脱出成功っ！


　とはいえ、それはあくまでひとまずの話。


　クラーケンへの根本的な対抗策にはなっていない。


　いずれにしても、本体を叩たたくことが難むずかしいのならば……


　ざぁっ！


　波を蹴け立たてて、後ろにクラーケンの触手が迫る。


「また来るぞ！　なんとかしろっ！」


　ワイザーに言われるまでもなく、あたしは次の呪文を唱えている。


「浮遊レビテーシヨン！」


　ざざぁっ。


　術の発動と同時に、あたしたちの乗った船が宙に浮く。


「──おいおいっ!?」


「落ちないよーに摑つかまってて！」


　浮いた漁船のすぐ下を、クラーケンの触手が行き過ぎた。


「逃げるのか!?」


「こいつを倒すのが目的じゃないでしょーがっ！　かんじんなのは小島の調査よ！」


「……しかし……！　いや、いかんっ！　こんなものが湖にいたら、地元の漁師たちが困るではないかっ！　そうと知りつつ、お前はあれを見過ごそうというのかっ!?」


「……ンじゃあ、あんたが戦えば……？」


「さあっ！　先を急ごうっ！」


　言って、びしぃっ！　と小島の方を指さす特別捜査官ワイザー。


　……まあ……人間なんてたいていこーゆーもんだけど……


「おーし。話がまとまったところで……」





　ざざばばぁっ！





　あたしのセリフをさえぎって、ド派は手でな水音があたりに響ひびいた。


「──な!?」


　視線を下の水面に移せば、そこには、宙をゆく船に向かって、伸び上がってくる触手の群れ！


「──クラーケンが──浮かんでくる!?」


　しかし、ワイザーのこのことばは、半分だけ間違っていた。


　触手が伸び上がるとともに、水面に黒い影がさし、水を蹴立ててそれは姿を現した！


　──それは、クラーケンではなかった。


　るぐぉぉぉぉぉぉぉん！


　湖に轟とどろいたのは、海蛇竜シー・サーペントの雄お叫たけびだった。


　その胴体の半なかばから、例の触手がうぢょうぢょうごめき、背中からはごていねいにも羽まで生えていたりする。


　──むろんのこと、こんな変なのがふつーに世の中にいるわけはない。


「なっ!?　なんだぁぁぁっ!?」


「合キ成メ獣ラよ！　おそらく、小島の連中がつくった、ね！」


　りぎぉぉぉぉぉぉぉん！


　合キ成メ獣ラはもうひと声叫さけぶなり、翼つばさをひろげ、大きくはばたく！


　飛ぶのか!?


　いずれにしてもこうなれば、戦うっきゃないっ！


　あたしは浮遊の術をコントロールしながら呪文を唱え──


「海王滅殺斬ダルフ・ゾーク！」





　ざじゅっ！





　まさに一撃。


　水面から吹き上がった水は、一枚の鋭えい利りな刃やいばと化し、あっさり合キ成メ獣ラを両断した！


　しかし、呪文を放ったのはあたしではなかった。


　沈みゆく合キ成メ獣ラの軀からだが立てる波音を裂さいて響くは、耳になじんだバカ笑い！


「ほーっほっほっほ！　たかが合キ成メ獣ラのぶんざいで、この白蛇サーペントのナーガに手を出すからこうなるのよっ！　せいぜいあの世で後こう悔かいすることねっ！」


　声の方へと視線を移せば、両手を腰の横にあて、水の上に立つナーガの姿！


「ナーガっ！　なんであんた水の上にっ!?」


「ほーっほっほっほ！　知れたことよっ！　誰だれかさんに魔風デイム・ウインでレシーブされて、あわや溺おぼれるというその時に、通りすがりの大ミズクラゲに助けられたのよっ！」


　……あ。ほんとだ。よく見れば、ナーガの立った足の下に、半透明の巨大なものが、ふよふよ浮いていたりする。


「ふっ。まあ、これもわたしの人徳、といったところかしらね」


　言って大きく胸などそらし、ナーガはおーいばりをする。
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　……けど……通りすがりのクラゲに助けられるナーガの人徳って一体……？


　……まあ……タダモノじゃあないとは思ってたけど……いろんな意味で……


「とにもかくにもっ！　ここまで不自然な妨害が入るってことは、誰かがあたしたちを、島に近づけまいとしてることの証しよう拠こ！　乗り込むわよっ！　あの島へっ！」


　言ってあたしが指さしたその向こうには、霧の中にうっすらと、浮かぶ島影があった。





「──誰かがここにいる──それはまちがいないようね……」


　合キ成メ獣ラの襲しゆう撃げきのあと。あたしたちは、とりたてて何の妨害もなく島へと上陸した。


　小島といっても、大きさは、ちょっとした都市くらいの大きさはあった。


　その一角に、さんばしと、数艘そうの船とがあった。


　しかし、ワイザーは、あたしにいぶかしげな視線を向けて、


「誰かが、と言うが……漁師たちの船ではないのか？　これは？」


　……はぁ……


　ハズれまくったそのセリフに、あたしは深いため息ひとつつき、


「……あのねぇ……最近、漁師さんたちがここまで来てない、ってのは、みんなが言ってたでしょーが……


　それに、この船みーんな、あんまし使い込んでない上に、漁船じゃないでしょーが」


「……うーむ……なるほど……」


　ワイザーは、しばししげしげ、もやいである船を眺ながめて、


「──なるほど……さきほどの合キ成メ獣ラといい、この船といい……


　なかなか手の込んだ偽ぎ装そう工作だな。リナ＝インバース」


「んだぁぁぁぁぁぁっ！　あんたっ！　どーあってもみーんなあたしのせいにするつもりねっ!?」


「とーぜんだっ！　最初っから言っておるだろうがっ！　このワイザーの鋭すぎるカンと経験とが、リナ＝インバース、お前が犯人だと告げているのだとっ！」


「どぉこが鋭いのよっ!?　どこがっ!?……って、ここであんたに何言ってもムダねっ！


　ともかくっ！　そーゆー決めつけは、この島の調査終わってから聞きましょーかっ！」


「ふっ！　何も出なかったからと言って、見苦しい言い訳だけはするなよっ！」


「じょーとーじゃないのっ！　言っとくけど、真犯人捕まえたら、手ェついてあやまってもらうわよっ！」


「それよりリナ！　悪党倒したあとの取り分、さっき術で吹っ飛ばしてくれた分も上乗せしてもらうわよっ！」


　などと口々に言いながら、あたしたちは、島の中央を目ざして進みはじめた。


　──敵のアジトの入り口が、どこにあるかは知らないが、こちらがわざと目立ってみせれば、向こうから、何かしかけて来るかもしれない。そうなれば、どこにあるともわからないアジトの入り口を探してうろうろする必要もなくなるとゆーもんである。


「──とにかく。絶対この近くに、入り口か何かがあるはずよ。霧で探しにくいとは思うけど、あたりを注意して──」


　いきなりだった。


　あたしのことばが終わるのを待たず、近くに殺気が生まれ出たのは。


「!?」


　ふり向いたその先、霧の奥に、いくつもの赤い光点が生まれ出た。


　──あれはっ!?


　るぐぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！


　獣にも似た咆ほう吼こうと同時に、赤い光点が、あたしたち目がけて迫り来る！


　とっさに飛び退のくあたしたち。間かん一いつ髪ぱつの間を置いて、十数本の炎の矢が、たった今まであたしたちのいた空間を灼やき、過ぎる。


　きゅきゅごごごごぅっ！


「んきぁあああああああっ!?」


　……約一名、逃げ遅れたみたいだけど……


　細かいことはさておいて、あたしは呪文を唱えはじめた。


　しかし、あたしの呪文が完成するより早く。


『──何の用だ──？』


　男の声は、炎の矢が飛んできた方から聞こえた。


「──だいたいわかってるでしょ？　自分たちのやってることが悪事だ、ってことも、ね。


　でなけりゃ、宿に刺客送りつけたり、湖で番犬がわりの変な合キ成メ獣ラ飼ってたりしないわよね？」


『……なるほど……な……しかし、なにゆえにこんなことに首を突っ込む？』


「言うまでもないっ！　あちらこちらから姿を消した子供たちを取り戻すためだっ！」


　あたしが口を開くより早く、声のした方に向かってワイザーは言う。


　おー。どーやらよーやく、事実とゆーものを理解してくれたよーである。


「どうせきさまもリナ＝インバースの共犯に違いあるまいっ！」


　まだだった。


『……なんのことかはわからんが……いずれにせよ、ここまで来た以上、ただで帰すわけにはいかんな……』


　声を合図に、白い世界のその奥から、ゆっくりと浮かび上がる影ひとつ。


　レッサー・デーモン。


　なるほど。さっき炎の矢を放ったのもこいつのしわざか。


　──しかし、たかがレッサー・デーモン一匹とは、ずいぶんなめられたもんである。


　たしかに並の戦士や魔道士にとっては、かなりの脅きよう威いかもしれないが、戦士にして天才魔道士たるこのあたし、リナ＝インバースの相手をするのには、あんまりにも役者不足とゆーもんである。


「──たった一匹？　ンなものであたしをどーこーできるとでも？」


『くっくっくっくっ……たぶん無理だろうな』


　あたしのことばに、しかし声は意外にも、いともあっさりとそう答えた。


『──ただし、それがただのレッサー・デーモンならば、の話だがな……』


「つまんないはったりはやめた方がいいわよ。


　どこから見てもただのレッサー・デーモンにしか見えないわよ」


『たしかにその通り……能力的にも、ただのレッサー・デーモンと変わりはない』


「……何が言いたいのよ……？　一体」


『在ありかたが違う、と言っているのだ。


　普通のレッサー・デーモンは、呪文で異世界より召しよう喚かんする。


　しかしこれは、我々が、研究の末、あるものをベースにつくり上げたもの……


　──なんのために我々が子供を誘拐したと思っているのだ……？』


「……っなっ……!?」


「まさかっ!?　きさまらっ！」


　思わず驚きよう愕がくの声を上げるあたしとワイザー。


『そう……まだ自じ我がの確立されていない子供をベースに使い、レッサー・デーモンと化す。


　それが我々の行っている研究なのだよ。


　そしてその成功例が、お前たちの目の前にいる──そういうことだ』


「ハッタリにしてはデキが悪いわね」


　しかしあたしはそのことばを、あっさり噓うそと決めつけた。


『……ほう……？』


「第一、ンなことする必要ないでしょーが。


　子供の誘拐事件には、だいたいレッサー・デーモンがからんでいた。となると、あんたか、仲間かに、デーモンの召喚術が使える奴やつがいるはずよ。


　なら、金と手て間まかけて誘拐までして、ンな研究する必要ないじゃない」


『……デーモンは、召喚した術者の命令しか聞かん』


　だが、声は、焦あせることもなく淡たん々たんと続ける。


『つまりは、術者に取っての道具でしかない。


　しかし──ある条件を満みたしてさえいれば、誰の言うことでも聞くデーモンを造り出すことができたなら──それは、最強の軍隊として活用できるのではないかな？


　つまり、デーモンの兵器転用だ。


　それを造り出すのに最も適した材料が、人間の子供だった──そういうことだ。


　ハッタリだと決めつけるのは自由だが、デーモンを倒したそのあとには、さらわれた子供の死体が、お前たちの目の前に転がっていることになるぞ』


「……くっ……！」


　思わず歯がみするあたしとワイザー。


『さて。おしゃべりはここまでにして──そろそろ死んでもらおうか。


　やれっ！』


　ぎおおおおおおおおおっ！


　声に応えてデーモンが吠ほえる。


　その前に現れる、数十本の炎の矢。


　ふたたび飛び退くあたしとワイザー。一斉に降り来る矢からは、なんとか身をかわしたものの、デーモンは、またまた炎の矢を呼び出す。


　──むろん逃げているばかりでは、いつか必ず追いつめられる。たかがレッサー・デーモン程度、倒すことなど造ぞう作さもないが、もし、声の言ったことが本当だったとしたら、このデーモンはもともと、さらわれてきた子供の一人、ということになる。さすがにあたしでも、そんなものをぶち倒すのは寝ざめが悪い。


『くっくっくっくっ！　どうしたどうした!?


　逃げ回っているだけでは話にならんぞ！


　とはいえ、きさまらにそのデーモンは倒せまい！』


「ふっ。そうかしらね？」


　聞こえたのは──あんまし聞きたくない声だった。


　そして、あたしやワイザーの止めるいとまもあらばこそ。


「覇王氷河烈ダイナスト・ブレス！」





　ぎがっぎぃぃぃん！





　デーモンの五体が一瞬にして氷結し、砕くだけて白い塵ちりと化す！


「どぇわぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


「きさまぁっ！　なんとゆーことをっ!?」


　あたしとワイザーの非難など、聞いているのかいないのか、ナーガはいつものおーいばりポーズで、


「ほーっほっほっほ！　どう？　倒してあげたわよ！　この白蛇サーペントのナーガに向かってあんなたわごとを吐はくなんて、それこそ十年早いわねっ！」


『……ば……ばかなっ!?　なぜあれが噓だとわかった!?』


　ナーガのことばに、声は動揺の……って……噓……!?


「──ちょっと待って！　それじゃあやっぱしあの話、ハッタリだったわけっ!?」


『……くっ……！』


　声はくやしげな呻うめき声ひとつを残し、それきり聞こえなくなった。


「ほーっほっほっほ！　どうやらこのわたしに挑いどんだことの愚おろかさを悟さとって逃げ出したようねっ！」


「うぅむっ！　今の今まで正しよう直じき言って、あんたのことはただのおまけかと思っていたが、あの噓をいともあっさり見破るとはっ！　このワイザー感心したぞっ！」


　ワイザーのことばに、ナーガはますます胸を張り、


「ほーっほっほっほ！……噓って？」


「………………」


　思わず絶句するあたしとワイザー。


「……いや……だからだな、あのデーモンが誘拐した子供をベースに造られた、という話を……」


　ワイザーのことばにも、しかしナーガはただただ眉まゆをひそめるばかり。


　──って、ひょっとして……


「……聞くけどナーガ、あんた、いきなしデーモンの攻撃食らって……ひょっとして、気絶してた？」


「ふっ。そういうこともあったわね。気がつくと誰かさんが逃げ回ってて、誰かの声が『このデーモンは倒せまい』なんてえらそうに言ってたから、かるーく倒してみせただけよ」


「……なるほど……世に言うケガの功こう名みようって奴ね……」


「……しかし……ハッタリだったからよかったようなもんの……」


　ため息混じりにつぶやくあたしとワイザー。


「──とにかく。これで敵の施設がここにあるってことははっきりしたわ。


　たぶん──さらわれた子供たちも。


　今のデーモンはハッタリだったけど、連中の目的は、おそらく奴が言った通りよ！


　子供たちが実験材料にされちゃう前に、とっとと敵陣に突っ込んで助け出すわよっ！」





　づどがぁぁぁん！





　あたしの放った攻撃呪文の一撃は、へたくそなカムフラージュで隠された、アジトの扉をいともあっさりと粉ふん砕さいした。


　地下へと続く階段の奥には、ヒカリゴケに照らし出された、白い通路が延びている。


　あたりに人の気け配はいはなし。


「行くわよっ！」


　ナーガとワイザーに声をかけ、あたしは階段をかけ下り、通路をひた走る。


　──普通ならこのあたりで、壁から槍やりが飛び出して来たり、床に落とし穴があいたりする、とゆーのが悪人のアジトの一般常識とゆーものなのだが、どーいうわけかこの施設、そういった罠わながしかけてある様子がない。


　罠をしかける趣味がなかったのか、はたまた、ここまで誰かに踏み込まれることはないとたかをくくっていたのか──


　……まあ……ワイザーみたいなのが特別捜査官インスペクターなんぞやってるよーなこの国でなら、たかをくくりたくなるのも無理ないよーな気はするけど……


　三人が、しばらく通路を進むそのうち。


『やはりしつこくやって来よったか』


　どこからともなく聞こえた声は、さきほど霧の中で聞こえたのと同じものだった。


「なにっ!?　どこだっ!?　姿を見せろ！」


　立ち止まり、あたりをきょろきょろ見回しながら、ワイザーは言う。


「落ち着いて。たぶんどっかに伝声管か何かがあるのよ」


『ご明めい察さつの通り。──しかしここまで来てくれたからには、こちらも腹を決めるしかないな』


「へぇ……案外思い切りいいじゃない」


『こうなっては、我われらときさまら、もはや決着をつけるしかない。お互いつまらん小こ細ざい工くは抜きだ。


　そのまま通路をまっすぐ進んで右に折れ、最初のドアから入って来い。


　その部屋に私もいる。


　そこで、決着をつけてやる』


「オーケイ。行ってやろーじゃないの」


「──ちょっと待て！　どう考えても罠だぞっ！　これはっ！」


「ンなこと言われなくてもわかってるわよ」


　ワイザーのことばに、あたしは笑顔であっさり答えた。


「だから──行くのよ」


「……そんな無茶な……」


「ほーっほっほっほ！　リナ！　どうやらようやくあなたにも『美学』ってものがわかってきたようねっ！」


　ナーガは、ばさぁっ、とマントを無意味にひるがえし、


「たとえ罠とはわかっていても、あえて敵地に突入し、なおかつ戦いに勝利する！　それでこそ真の……ってリナ、一人でとっとと行かないでっ！」


　たわごと・抗議を無視して進むあたしの後ろから、あわててついてくるナーガとワイザー。


　やがてあたしたち一行は、声が指示したその通り、一枚の扉の前へとやって来た。


「──おい！　本気で行く気か!?」


　なおもしつこく言うワイザーにはかまわず、あたしは呪文を唱えた。


「霊呪法ヴ・ヴライマ」


　ごごごごごぅっ！


　あたしの術に応こたえて、通路の石壁が蠢うごめき、たゆたい、一体の石人形ゴーレムを生み出した。


　ほとんど通路を埋めるほどの大きさの石人形ゴーレムを扉の正面に立たせ──あたしは扉を──開けた！


　その瞬間！


　きゅきゅごごごごごごごぉぅっ！


　数十──いや、あるいは百にものぼろうかという数の炎の矢が、石人形ゴーレムの体を直撃した！


　やっぱし中で待ちかまえてたか！


　攻撃がおさまった一瞬を見計らい、扉の中をざっと見渡せば、もともとは倉庫か何かだったのだろうか、ここ以外にはドアもない、けっこう広い空間に、十人ほどの魔道士姿と、わけのわからん合キ成メ獣ラがやはり十数匹。


　なるほど。ここに戦力を集中して、迎げい撃げきしようという魂こん胆たんか。


　おしっ！


　部屋の中を確かめて、あたしは迷わず扉を閉めて、石人形ゴーレムに次の命令を出した。


「この扉の前に背中向けて座って、中から誰も出られないようにして！」


　秘技！　対決に応じるフリして敵の主力監禁攻撃っ！


『ちょっと待てぇぇぇぇっ！』


　どこぞにしかけられた伝声管から、例の声がまたまた聞こえた。


『ここで決着をつけるはずじゃあなかったのかっ!?』


「あたしは『行ってやる』とは言ったけど、『決着をつける』とは言ってないわよ。


　──第一、そもそも噓ついたのはそっちの方でしょーが。


　あなた、この部屋の中にはいなかったじゃない。……どーせあたしたちのことはほかのみんなに任せて、自分だけ安全なとこで高たか見みの見物するつもりだったんでしょーが」


『……な……何を根拠にっ!?』


「簡単。部屋の中にデーモンがいなかったからよ」


『…………』


「地う上えのことから考えて、レッサー・デーモンを呼び出してコントロールしてるのはあなたのはず。もしこの部屋に、ほんとうにあなたがいたならば、少しでも戦力を整えるのに、デーモンの一体や二体は呼び出してたはず。


　にもかかわらず、一匹のデーモンもいなかったということは──


　あなたはいない、ってことよ。


　ついでに言うと、あたしたちをこの部屋でなんとかしようと思った──というのと考え併あわせると──


　あなたのいるのはこの奥、ってことね。


　今から行くから、首でも洗って待っててね[image: ]
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　──そーゆーことで、行くわよ！　二人とも！」


「うむっ！」


「──ってリナ、おたからは!?」


「声の主に聞いたらわかるわよっ！」


「ふっ！　ならさっそく行きましょっ！」


　あたしたちは、ゴーレムをその場に残し、通路を奥へと駆かけてゆく。


　並んだドアを片かたっ端ぱしから開けまくり、中を確認。何もなければ次の扉へと向かう。


　いくどかそんなことをくり返し──


　やがて、いくつめかのドアを開けたその瞬間。


　ぅんっ！


「をわっ!?」


　あたしのすぐ目の前を、炎の矢の束が行き過ぎた。あと半歩踏み込んでいたら、あやうく顔面直撃するところである。


「動くなぁっ！」


　間かん髪はつ入れず聞こえた声は、今度は、伝声管を通したものではなかった。


　部屋の中をのぞいてみれば、奥に一枚の鉄扉。そしてその前には、一人の貧ひん相そうな中年魔道士と、隣に佇たたずむレッサー・デーモンの姿があった。


「……なるほど……あんたがここのボスってわけね……」


「動くなと言ったぞ！」


　その表情におびえの色をにじませて、魔道士は、鉄扉の横にすえつけられた、何かのレバーに手をかけて、


「子供たちは全員、この扉の中にいる！　しかしっ！　私がこのレバーを引けばどうなると思うっ!?」


「冥王降魔陣ラグナ・ブラスト」


　ちゅばぼぉぉん！


　魔道士のたわ言が終わるのを待って、あたしの放った攻撃呪文が、レッサー・デーモンを無へと帰した。


「──ンなレバーなんて引いてもなんにもなんない──まちがいなく、それこそ単なるハッタリだ、ってあたしはそう思うけど？」


「……な……」


　きっぱり言い切ったあたしのことばに、魔道士はことばを失なくして立ちつくす。


「あんたたちから見れば、子供たちは『貴き重ちような実験材料』よ。施設に罠のひとつも造ってない──つまり、誰かがここに進入してくることを考えてもいないよーな連中が、子供たちを閉じこめてる部屋に、おかしなしかけしてるとは思えないから、ね」


「……なるほど……な……この場は私の負けを認めよう……」


　もはや完全に追いつめられながらも、魔道士は、意味ありげなセリフを吐はいた。


　どーいうわけかその顔には、わずかだが、余裕の色さえうかがえる。


「しかし……覚えていろ。これで終わったわけではないぞ」


「いいや。これで終わりだ」


　やたらえらそーな態度で、ずずいっと前に出たのはワイザーだった。


「お前たちのやろうとしていたことは、ここにいる旅の魔道士リナ＝インバース殿と、この私、特別捜査官インスペクターワイザーがたしかに見聞きした」


「……っなっ……!?　特別捜査官インスペクターだと!?　馬鹿なっ！　そんなものがここにいるはずがないっ！」


　……ん……？


「はずがあろうがなかろうが、ここにこうして私がいることは事実。


　ともあれこうして、すべてが明らかになった以上、今後、きさまがいくら、虚言を並べ立てようと、救いの手などはどこからも来ん」


　……は……？


　今度こそ。


　ワイザーのことばに、魔道士は、絶望の表情でがっくりうなだれたのだった。


　──かくて。


　悪の野望はついえ去り、捕らえられていた子供たちは、無事に保護されたのだった。


　……おたから全然なかったけど……





「……しっかし……みごとにハメてくれたわね……」


　とあるメシ屋の片隅で、あたしが苦笑を浮かべつつ、訪ねてきたワイザーに言ったのは、それから数日後のことだった。


「ん？　なんのことかな？」


　そ知らぬ顔で香茶なんぞをすすりつつ、ワイザーはあくまでそらっとぼける。


「今回の事件──バックにいたのは、このルヴィナガルド王国、そのものだったんでしょ？」


　さらりと言ったあたしのことばに、ワイザーとナーガの動きが一瞬凍りついた。


「──でなけりゃ、少なくとも、かなり国の中ちゆう枢すう近くにいる人間か。


　漁師たちへの圧力から見て、あの事件のバックに、大きな力を持ったものがいたことは間違いなし。


　施設そのものが、ザルみたいな警備だったことと、あの魔道士の『特別捜査官がこんなところにいるはずがない』というセリフ……


『いるはずがない』なんてセリフ、よっぽどの自信がないと吐けないはずよ。


　つまり、彼らのバックにいたのは、王国の特別捜査官インスペクターに圧力をかけることのできる人物もしくは組織──」


「ちょっと待ってよリナ。それが本当だとしたら、よ。この国は、なんで自分の国の子供たちさらってデーモンにする、なんて馬鹿なことしなくちゃあならないわけ？」


「考えてみて、ナーガ。この国、交こう易えきの拠きよ点てんにもなれないし、これといった観光名所もなし。名産品といえば、船の材料のルヴィナ杉くらいのもの。その杉にしたって、おーもーけできるってもんでもないし、どんどん切ってけばいつかはなくなるわ。


　なら、そうなる前に、なんとか対策立てないと、国はさびれる一方よ。


　その対策に考え出されたのが、誰にでもコントロールできるデーモンの製作なんじゃあないか、って思うのよ。


　……これをよその国に売りつける気だったのか、はたまた自国で使って、どこかに戦争でもしかけるつもりだったのか、そこまではわかんないけど、ね。


　よその国から子供をさらえば、調査の手が伸びてくる可能性もある。そーなったら国際問題よ。ならばもみ消しのしやすいように、自分の国の中から子供をさらえばいい。


　たとえ王国特別捜査官インスペクターが動こうとしても、王国そのものから圧力かかったら、どーしよーもないから、ね。


　そーでしょ？　特別捜査官インスペクターさん？」


「……んー？」


　問われて視線をそらすワイザー。


「──あなたあの時、魔道士に向かって言ったわね。『救いの手はどこからも来ない』って。


　つまりあなたは、彼らに、国レベルでの援助者がいたことを知って──もしくはかんづいていた。


　ならば、誘拐事件の捜査を進めれば、上からの圧力がかかるのは必ひつ至し。


　そこであなたは、たまたまあたしがこの国に立ち寄ったことを知り、無茶なへりくつであたしを犯人と決めつけた。


　こうすれば『上』の連中も、『的まと外はずれな捜査』をしているあなたに圧力をかけようとは思わない。


　そうやって、あたしが事件を追い、それにあなたがついてゆく、という形をまんまとつくり上げた。


　宿の襲撃者を追いつめたあたしのジャマをしたのは、下したっ端ぱの刺客なんぞを捕まえたところで、トカゲのシッポ切りをされることをおそれたから──


　ほかにも考えてみると、いろいろそれらしいことはあるわ。


　つまりあなたは、無能のフリして、あたしをきっちし利用した。


　あなた自身が言った通り、特別捜査官インスペクター随一の切れ者、っていうご近所での評判はまんざらうそでもなかった、ってわけね」


「……ち……ちょっと待ってよリナ。と、いうことは、わたしたちって……」


　ナーガのことばに、あたしは、ひょいっ、と肩をすくめてみせて、


「そ。まんまとタダで捜査協力させられた、ってことよ。


　でしょ？　ワイザーさん？」


「んー。なんのことかはよくわからんが」


　などと言いつつ、その目はきっちし笑っていたりする。


　あたしは小さく笑みを浮かべ、
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「……ま……あくまでとぼけるのなら、そーゆーことにしときましょ。


　けどせめて、事件解決に協力した、ってことで、ここでの食事くらいはおごってくれるわよね？」


「まあ、それくらいのことなら、な」


　ワイザーのことばに、あたしとナーガは顔を見合わせ、にぃっ、と笑みを浮かべたのだった。


　──その日。


　あたしとナーガの二人が、ワイザーが泣いて止めるまで、飲み食いしまくったことは言うまでもない。





　──そうそう


　後日、別の国からの糾きゆう弾だんを受け、国家がらみでのこの事件が明らかになり、ルヴィナガルドの王室が解体されたことだけを最後に述べておく。


　とりあえず、めでたしめでたし。


　……結局収入なかったけど……







（理由なき冤えん罪ざい：おわり）












スレイヤーズすぺりおぉる



　暗殺者アサツシンたちの夜














　……ごと……ごとん……


　閉しめ切った窓を、扉とびらを、雪まじりの風が叩たたく。


　風にふるえる戸板が音を立てるたび、部屋のまん中に座したカールソンさんは、びくっ、と小さく体をふるわせる。


　髪の毛にちらほらと白いものの混まじりはじめた、やや小太りのおっちゃんで、おせじにも善人顔とは言えないが、その表情には、今、おびえの色だけがはりついていた。


「落ち着いてください。カールソンさん」


　あたしのことばに、おっちゃんは、おびえたまなざしをこちらに向けて、


「……本当に……本当に大丈夫なんだろうなっ!?」


「だいじょーぶですよ。


　あなたがパニックになって、変な行動したりしなければ、ね」


　言ってあたしは、自信たっぷりにうなずいた。


　──正直なところを言えば、それほどの自信があるわけではないのだが……


　なにしろ、カールソンさんの命を狙ねらっているのは、どうやら、プロの暗殺者アサツシンらしいのである。


　ギザルメー、と名な乗のる暗殺者アサツシンからの暗殺予告状が彼のもとに届とどいたのは、今から十日ほど前のことだったらしい。


　その実行予告日が──今日。


　あわてて町から、力じまんや腕じまんを集め、護ご衛えい部ぶ隊たいを結けつ成せいし──その中に、たまたまその時町にいあわせた旅の魔道士──つまり、あたし、リナ＝インバースがいたのだ。


　あまり好このみのしごとではなかったのだが、かなり破は格かくの報ほう酬しゆうだったこと、護衛する日が限られていたことなどなどの理由で、結局しごとを受けることにしたわけである。


　こーいった事件の場合、暗殺を依い頼らいした張本人をどーにかしないと、解決しないものなのだが、それを探し出すには、あまりにも手がかりがなさすぎた。


　カールソンさんとフランクさんは、共同で商売をやっており、商会を大きくするために、多少あこぎなことをやったこともあった──と、本人が言っているからには、実際は、かなり悪どいこともやったのだろう。


　となれば、カールソンさんに恨うらみを持つ者など、それこそ星の数である。


　ンなのをいちいち探さぐっているより、やって来た刺し客かくとっ捕つかまえて、依い頼らい人にんの名を白はく状じようさせた方が早い。


　……まあ……それであっさりカールソンさんが殺されたりしようもんなら、どーしよーもないのだが。


「心配するな。兄キ。


　なぁに。これだけ護衛がいりゃあ、たかが暗殺者アサツシンの一人や二人、どうってことないって」


　比較的気楽な口く調ちようで言ったのは、カールソンさんのそばに佇たたずむ一人の男──弟の、フランクさんだった。


　さすが兄弟、というべきか、印象はたしかによく似ており、歳としもたいして違わないだろう。


　よくいる、仕切り屋タイプの人なのか、警けい備びに関する配置なども、彼が口を出している。


「……むやみにあわててもらっても困るけど、油断してもらっても困るわね」


「何？」


　あたしのことばに、ややムッとした表情で、こちらをにらむフランクさん。


「プロの暗殺者アサツシン、って奴を、甘く見ない方がいいわよ」


　その視線を、正面から受け止め、あたしはきっぱりと言った。


　むろん、プロの暗殺者アサツシンにもピンからキリまでいるわけで、中には、勝手に心しん臓ぞう発ほつ作さ起こして自じ滅めつするような奴もいるにはいるが、それはあくまで例外中の例外。


　なにしろ相手は、目的の相手を抹まつ殺さつするために、日頃訓練を積つんでいる、という、何が楽しゅーて人生送ってるのかわからん連中なのである。


　たしかに数の上ならば、こちらは護衛が二十人以上。対して相手は一人か、せいぜい二、三人。


　しかしこちらは、人数だけは揃そろっていても、しょせんはやはり寄せ集め。あたしを除のぞいたほとんどは、そこいらのごろつきたちと大差ない。


　たとえばこの部屋。あたしとカールソンさん、フランクさんのそのほかに、町で雇やとわれた護衛が五人ほどいるが、ざっと見渡し、身のこなしから判断した限りでは、全員、剣ぶら下げてるだけのザコである。


　こんな連中が、プロを相手に、果たしてどこまで頼たよりになるか……？


　とはいえ、ここでンなことを言ってみても、単にカールソンさんをおびえさせるだけの話になりかねない。


「この警備じゃあ不十分だとでも？」


　やはり気楽を装よそおっていても、内心ピリピリしているのか、ケンカ腰で問とうフランクさんに、あたしはにっこりほほえんで、


「油断は禁きん物もつ──でしょ？」


「……まあ……それはそうだが……」


　やや毒どく気けを抜かれた表情で、あいまいに答えるフランクさん。


「あたしはそう言いたかっただけよ」


「それならそうと……」


「しっ！」


　彼のことばをさえぎって、あたしは耳をそばだてる。


　とりたてて、おかしな音は聞こえない。


　しかし──この気け配はいは──


「……来たわ……」


　ざわっ……


　あたしの小さなつぶやきに、部屋の護衛たちがざわついた。


　……これはちょっと……面めん倒どうかも……


　あたしは胸のうちでつぶやいた。


　──じまん以外の何でもないが、あたしは、並たいていの相手なら、近くに来れば、気配で察さつ知ちすることができる。


　しかし今回──相手の気配は、全まつたく感じられない。


　つまり相手は、ほぼ完全に気配を隠かくす程度の腕は持っているということである。


　気配が察知できないなら、あたしはなぜ異変を察知できたのか──


　答えは簡単。


　消えてゆくのだ。配備された護衛たちの気配が。次々と。


　……やっぱし……思った以上に頼たよりにならんぞ……他の連中……


　もとから期待してなかったとはいえ……


　そして。


　扉の外にいた護衛の気配が、ふつり、と消えた。





「振動弾ダム・ブラス！」





　がごぉぁんっ！





　先手必勝、問もん答どう無む用よう。


　気配が消えたその瞬間、あたしはその場所に向かって、唱となえた呪文を解とき放はなつ！


　一撃は、扉を破り、横の壁の一部をぶち崩くずした。


　もうもうと上がる土煙。


　むろんこれで、相手を倒せるとは思えないが、運がよければ多少のダメージくらいは与えられるかもしれない。


「リナ殿!?」


「どういうつもりだっ!?」


「敵よっ！　ドアの外！　カールソンさんは動かないで！」


　うろたえるカールソンさんと、その他おおぜいに、叱しつ咤たの声をかけるあたし。


　カールソンさんに動かないよう言ったのはほかでもない。相手は一人と決まったわけではないのだ。もしも相手が複数ならば、扉がわのは陽よう動どう、という可能性も高いからである。


　護衛の数名が、破れた扉の方に走り──


「──がっ!?」


「ぐぉあっ!?」


　悲鳴は、扉の方から上がった。


　ガードマンたちの倒れる重い音。


　土煙のその奥に、ぼんやりと浮かぶ黒い人影。


「──ひぃッ」


　カールソンさんが、恐怖に小さな悲ひ鳴めいを上げる。


　あたしは、腰のショート・ソードを引き抜いて、口の中で呪文を唱え──


「──そこにおられるのは──ひょっとして、リナ＝インバース殿か？」


　影の発した声には、聞き覚えがあった。


「その声……ひょっとして!?」


　薄れゆく土煙の中から、ゆっくりと姿を現したのは、暗殺者アサツシンスタイルの一人の男。


「──ギザン……？」


「うむ。奇き遇ぐうだな」


　ぼーぜんたるあたしの問いに、彼は、静かにうなずいたのだった。





　ある国に、名もない一つの村があった。


　かつては暗殺者アサツシンの養成所としてつくられ、そして今は、その道を放ほう棄きすることを命じられた村が。


　村は自活の道を模も索さくし──


　その一件で、顔見知りになったのが、この目の前の男、ギザンだった。


　かつては『雷らい光こうのギザン』と恐おそれられ、今では『村おこし推すい進しん委員会広報課長ギザン』と呼ばれているはずの男──
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「知り合い!?　まさか、貴様、グルか!?」


「……グル……って、ひとぎきの悪い……


　──ところでギザン、あんた、暗殺者アサツシンは廃はい業ぎようしたんじゃなかったの？」


「むろんだ。


　だからこそ、やって来たのだ。


　ギザルメーを阻そ止しするために、な」


「阻止……？　どういうこと？」


「うむ。


　知っての通り、我が村は、闇の道から抜け出して、新しい道を模索している最中。


　そしてまた、それに異いを唱える者が、村の内部にいることも知っているだろう」


「前の事件で、そのあたりは片づいたんじゃなかったの？」


「大体は、な。


　しかし、完全ではなかった。


　いまだに、村が別の道を歩むことを快こころよく思っていない者もいる。


　ギザルメーもおそらく、そのうちの一人。


　もしもあやつが、誰かの暗殺を請うけ負おい、成功したならば、今まで我々がやってきた、『いめぇじあっぷ』が水の泡。


　そうでなくとも、村おこしが、いまひとつ軌き道どうに乗っていない上、このような真ま似ねをされればもはや致ち命めい的てき。


　それを防ふせぐためにこそ、私はここにやって来た、というわけだ」


「……なるほどー……事情はたしかに、納なつ得とくできないこともないけど……


　それじゃあ、なんだって、もとから配置してあった護衛、片っ端からぶち倒したりしたわけよ？」


「あれは、不ふ可か抗こう力りよくだ」


「不可抗力？」


「うむ。


　親切心から、気配を殺して後ろを取って、『手て伝つだおうか？』と声をかけただけで、なぜか攻撃してきたのでな。やむをえず、全員、その場で眠ってもらった」


「親切心で後ろを取るなぁぁぁっ！　この状況でそーゆーことしたら、とーぜん攻撃されるわよっ！　ふつーっ！」


「……むぅっ……そうなのか……


　世間とは物ぶつ騒そうなものよ……」


「物騒なのはあんたよっ！」


「しかし、我が村では、他人の家を訪おとずれる時はこうせよ、と、代々……」


「それがダメだって言ってるんでしょーがっ！


　……ったく……


　まーいーわ！　すんだことはしかたないし、別にあたしが痛い目見たわけじゃないし。


　──ところで、そのギザルメーとかっていう奴、あんたたちの村出身なら、手口とかわかってるんでしょ。


　どんなテ使ってくる奴なの？」


「うむ。それなのだが……


　村の中での奴の通り名は『幻げん惑わくのギザルメー』。


　簡単な魔法をいくつかと、剣技を少々、といった程度か。


　正面きって戦えば、決しておくれを取ることはないのだが……


　奴は、仲間である我々すら予よ測そくのつかぬ、変則的な攻めかたをして来る。


　そういう意味では要注意、だな」


「なるほど……


　ともあれ、あなたが手を貸してくれるなら心強いわ。


　なら、そーいうことで……」


「……ちょ……ちょっと待て！」


　さくさく話を進めるあたしに、待ったをかけるフランクさん。


「勝手に決めるなっ！


　そもそもその男……信用していいのか!?」


「信用していいわ。


　能力的にも、やる気の点でも」


「しかし……ギザルメーとかいう奴とは同どう郷きようなのだろう？　いざという時に詰つめが甘くなる、ということも……」


「その心配はない」


　フランクさんのつぶやきに、ギザン自身が、左右に首を振ふり、


「こちらも十分の覚かく悟ごをもって当たる。


　私も、村おこし推進委員会課長の職を与えられた者。ならば、村おこしを阻はばむギザルメーの行動を防ぐことは当然の使命！


　もし、力及ばず、奴めにまんまとしてやられたなら、その責せきを取り、奴ともども、屋や敷しきもろとも自爆して果てる覚悟っ！」


『自爆するなぁぁぁぁっ！』


　ギザンを除のぞく一同が、声をハモらせ、同時にツッコむ。


「……なんか……できればお引き取り願いたいよーな気がするんだが……」


　困った顔で言うカールソンさんに、あたしは沈ちん痛つうな表情で、


「……そう言ったところで、素直に帰ってくれると思います……？」


「……いや……言うだけ無む駄だのような気が……」


「そのとーりです」


　きっぱり言ったあたしのことばに、カールソンさんは、ただ、無言で、苦にがい表情を浮かべたのだった。





　かくて、護衛の面々に混まじって、暗殺者アサツシン姿の男が一人、などという、見た目にはちょっとおかしな警けい護ご部隊が編へん成せいされることとなったのだった。


　とはいっても、編成が大幅に変わったわけではない。カールソンさんの直衛部隊に、ギザンが一人加わっただけである。


　とはいえこれで、戦力はかなり強化されている。


　あとはただ、相手が来るのを待つばかりっ！


　屋敷に、ふたたび緊きん張ちようと静せい寂じやくが訪れた。


　時が流れる。


　さらに流れる。


　夜が明けた。


　……おい……


「……来なかったなー……」


　ほけーっ、とした表情で、ぽつり、とつぶやくカールソンさん。


「あー……来なかったなー……」


　ぽーっ、とあいづちをうつフランクさん。


「……まさかとは思うけど……予告状の日にち読み間ま違ちがえてる、なんて間ま抜ぬけなことしてないでしょーね」


　重いまぶたを、なんとか気力でかっ開きつつ尋たずねるあたしに、カールソンさんも、眠そうな目をしょぼしょぼさせながら、


「……いや……間違いない……


　予告状にあったのは、たしかに今日……いや、もう昨日きのうか。昨日の日付けじゃった。


　ひょっとして……あれは単なるいやがらせ……」


「──違う！」


　カールソンさんのことばをきっぱりさえぎったのは、ギザンの声だった。


「うむぅっ！　やりおるわっ！


　さすが幻惑のギザルメー！


　予告状を出し、その日には行かず、こちらの緊張がゆるみ、警備に穴があいたそのスキを突く！


　裏うら切ぎり者ながら、まずはみごとな策さく、とほめておこうっ！」


　……そーゆーもんなのか……？　ほんとーに……？


　ま、いずれにしても──


「……これはどーやら、長期戦になりそーね……」


　あたしの漏もらしたつぶやきに、部屋にいあわせた一同は、しんそこイヤそーな表情を浮かべたのだった。





「……あふ……む……」


　まだ眠い目をこすりつつ、あたしが屋敷の外に出たのは、昼をやや回った頃のことだった。


　朝までギザルメーを待ちぼうけして、とりあえず仮か眠みんを取って。


　それで結局この時間である。


　相手がいつ来るかわからない以上、交代制で見張りをやろう、という話になり、あたしは今日の昼からは庭の見張り、というわけである。


　あたりには、いかにもヤル気なさそーな護衛の連中が、まばらに佇んでいたりする。


　きのうの夜にちらついた雪のせいか、昼なお空気はやたらと寒い。


　まずは玄関先をぐるりとまわって……


「やっほー[image: ]」


　女の声は、正せい門もんの方から聞こえた。


　そちらをふり向いてみれば、としの頃なら二十歳すぎだろうか、ウエーヴのかかった長い金髪ブロンドに、派手な赤い服の女性が一人、正門そばに佇むガードマンに、ウインクを送っていたりする。


「来ちゃった[image: ]」


「『来ちゃった[image: ]』じゃないわぁぁぁっ！　この馬鹿者ぉぉぉぉっ！」





　どがみりっ！





　全まつたく何の前ぶれもなく、どこからともなくわいて出たギザンの蹴けりが、女のどたまを直撃した！


「……な!?」


　事情はなんだかよくわからぬまま、とりあえず近くに駆かけ寄よるあたし。


「……あたたたたたた……」


　蹴りを受けてコケた女の人は、頭さすりつつ身を起こし、はた、とギザンに目を止めて、そのままのポーズで硬こう直ちよくした。


「……広報……課長……？」


　ギザンの肩書きを知っている!?


　と、いうことは──


「まずは見事、とほめてやろう。


　わざと予告の日に来ずに、こちらが長期戦を覚悟し、警備態勢を変えたところで、意い表ひようを突いて正面から乗り込むとは。


　しかし、私がいたのに気づかなんだのが、うぬの迂う闊かつよ。


　失敗者と裏切り者には死を！　我が村の掟おきて──もとい、風習、よもや忘れたわけではあるまいなっ!?」











[image: ]








　言って、すちゃっ！　と、ふところからナイフを抜き出す。


「ひーっ！　ちょっと待ってぇぇぇぇぇっ！」


「問答無……」


「ちょっと！」


　彼女ではなく、あたしの上げた制止の声に、ギザンの動きがぴたりと止まった。


「──何かな？　今、とりこんでいるのだが」


「……いやその……その女の人、ひょっとして……」


　あたしの問いに、ギザンは、女から目を離はなさずにうなずいて、


「うむ。こやつが幻惑のギザルメー。


　マルガリータ＝ギザルメーだ」





　室内は、ぎすぎすしまくった空気に包つつまれていた。


　──まあ、家の主人の命を狙っていた暗殺者アサツシンを前にして、穏おん和わな雰ふん囲い気きで話などできるわけもないが。


　だだっ広ぴろい部屋のど真ん中には、どっかといすに腰を下ろしたカールソンさんと、そのそばに佇むフランクさん。


　その正面には、しばり倒したマルガリータをはさむ形であたしとギザン。部屋の四方はガードマンたちがかためている。


　とりあえず、いろいろと聞きたいことがあるから、というあたしの意見に、ギザンは、彼女をふん縛じばるにとどまり──


　そして、彼女をこの部屋へと連れてきたわけである。


「……あ……あはっ、つかまっちゃった[image: ]」


　引きつった笑みを浮かべつつ、笑ってごまかそうとするマルガリータ。


　むろんンなことで、この場の雰囲気がやわらぐわけはない。


　彼女は、すこし小首を傾かしげ、カールソンさんたちの方を見て、


「……ひょっとして……怒ってる？」


『当たり前だぁぁぁぁっ！』


　カールソンさんとフランクさん、二人の怒ど声せいがみごとにハモる。


「ああああっ！　ごめんなさいっ！


　……そりゃあ確たしかに、きのう行く、って約束してたけどぉ、夜、雪ちらついて寒かったんだもん」


　……そーゆー理由で来なかったのか……？　こいつは……？


　とすると……まさか……


「……聞くけど……マルガリータ」


「マ……マリィ、って呼んでくれるとうれしいかな」


「ンじゃマリィ、今日、昼間どーどーとやって来たのって……？」


「いやぁ。ヒマだったから。


　まさか、ギザンさんがいると思わなかったし……」


　──こ……こいつっ……！


　念のため、あたしは質問をもう一つ。


「……ねえ……


　あんたがこの暗殺引き受けたのって……村の方針に反発して？」


　あたしの問いに、彼女はふるふる頭を左右に振って、


「お金いっぱいもらえるから」


「うあああああっ！　やっぱしっ！」


　思わず頭をかかえるあたし。


　ギザンはこいつのことを評ひようして、変則的な手を使う相手、と言っていたが……


　あたしの想像が正しければ、こいつ、ただ単に、ワガママで、世の中ナメてるだけの気まぐれ女なのではっ!?


「？　どうなされた？　リナ殿？」


「……い……いや……なんでもないなんでもない……」


　眉まゆをひそめて問うギザンに、ぱたぱた手を振り、答えるあたし。


「それより問題は、彼女に、カールソンさんの暗殺を頼んだのが一体誰か、ってことよ」


「たしかに。それをはっきりさせておく必要はあるな」


　あたしのことばに、フランクさんはうなずいて、


「さあ！　白状してもらおうか！　依頼人は誰だ!?」


「……そ……そりは……」


　マリィは、フランクさんの方に目をやって、


「……………………」


　問いには答えぬそのままで、ふいっ、と無言でうつむいた。


「ほう……言わぬ気か？」


　ぴぴぴくぅっ！


　ギザンの小さなつぶやきに、彼女は小さくふるえて顔を上げ、


「……あ……あの……ギザン様、まさか……？」


「言わぬなら、言わせるまで。


　捕とらえられた者がどのような目に遭あうか、わかっておろうな？」


「のひぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?」


「──待ってくれ。ギザン殿とやら」


　ストップの声をかけたのは、それまで沈黙を続けていたカールソンさんだった。


「拷ごう問もん、とか、そういうことを考えているなら、悪いが考え直してくれんか」


「兄キ!?


　何言ってるんだ!?　そいつ、兄キの命狙って来た女だぞ！」


「たしかにそうじゃが……ここで拷問なんぞされて、やかましい悲鳴上げられたり、家か財ざい道具を血で汚よごされるのはまっぴらだからな。


　それに、女をいたぶるのは趣味に合わん」


「ふぅむ……しかし、ならばどうしたものか……」


　言われて考え込むギザン。


「ならここは、すなおに役人につき出すとか？」


　フランクさんの提てい案あんに、カールソンさんは首を横に振り、


「いや、それもまずい。


　わしの暗殺をこいつに頼んだのが誰かは知らんが、この女が捕らえられたことを知れば、次の刺客を放つだろう。


　ここはやはり、しばらくこの屋敷に閉じこめさせてもらおう」


「危なすぎる！　もし逃げ出して、また兄キの命を狙ったらどうする!?」


「その心配はない。


　なにしろこちらには──プロがついているからな」


　カールソンさんは、ちらり、とギザンに目をやり、


「何より、警戒ばかりしていて、屋敷に閉じこもってばかりでは商売にもさしつかえるからな。


　正直な話、明日にでも仕事に戻りたいところじゃ。


　黒くろ幕まくも、この女が捕まったことを知らん限り、すぐに次の手を打つことはないだろうしな」


　言って彼は、席を立ち、つかつかつかっ、とマリィのそばに歩あゆみ寄より、その目をじぃっ、とのぞき込み、


「──と、いうことだ。


　しばらく様子を見るが、状じよう況きように進しん展てんがなければ──


　お前をどうするかも考える必要がある。


　そういうことだ。わかったな」


「ひぃ……」


　カールソンさんにクギを刺さされ、マリィは、返事とも呻うめきともつかない、情けない声を上げた。


「そういうことで、護衛のみなさんには、ご苦労じゃが、引き続き屋敷にとどまっていただきたい。


　むろんそのぶん、依頼料は上乗せするし、寝ね泊とまりの部屋は提供させてもらう」


　部屋をぐるりと見渡して、カールソンさんは言った。


　……うーみゅ……やっぱし長期化しそうでやんの……この事件……


　あたしは内心、ゆーうつなため息をついたのだった。





　──しかし。


　事件長期化のあたしの予想が、いともあっさり裏切られたのは、翌日の夜のことだった。





　づどがぁぁぁぁんっ！





「──ぅなっ!?」


　いきなりのド派は手でな音と衝しよう撃げきに、あたしはベッドから飛び起きた。


　あたしが泊とまっているのは、カールソンさんの屋敷の、二階にある一室だった。


　窓を開け、身を乗り出して見渡せば、二階にある、やや離れた一室から、もうもうたる爆ばく煙えんが上がっている。


　──あの部屋はっ！


　あたしはあわててマントを羽は織おり、ショート・ソードをひっ摑つかみ、部屋を出、そちらへと向かう。


　爆発が起きたのは、マリィが捕らえられているはずの部屋だった。


　問題の部屋のあたりには、すでに、護衛の人間や、住み込みの使用人たち数人が集まっている。


　扉は内がわから吹っ飛び、部屋の中は爆発で黒コゲ。壁も一部が崩れていた。


「ちきしょうっ！　あのアマ！　逃げやがったか!?」


　護衛の一人が罵ば声せいを上げて、階下に向かって走り出す。


　ほかのみんなに手配をかけて、彼女を捜さがし出すつもりだろうが──


　違う。


　さっきの爆発、絶対に、彼女がやったものではない。


　内側から、窓や扉をぶち破るのに、部屋が黒コゲになるほどの爆発を起こすバカはいない。自殺したいなら話は別だが。


　何らかの方法で逃げ出したあと、部屋を爆破した、というのもありえない。逃げ出したことがバレるのは、なるべく遅い方がいい。となれば、自分から進んで騒さわぎを起こす理由はない。


　マリィがやったのでないならば、答えは一つ。


　誰かが、外から部屋の中に、爆薬をほうり込んだのだ。


　おそらく──第二の暗殺者アサツシンが。


　黒幕にとって、捕まったマリィは役立たず──どころか、黒幕の正体をバラす可能性のある邪じや魔ま者もの以外のなんでもない。抹まつ殺さつしようとしても何ら不思議ではない。


　しかしそれなら、第二の暗殺者アサツシンが、彼女だけを始し末まつして帰るはずもない。


　なら、狙われるのは──


「カールソンさんは!?」


　尋たずねたあたしの剣けん幕まくに、問われた使用人Ａは、多少うろたえながら、


「……たぶん、自室でお休みに……」


　最後まで聞かず、きびすを返して駆かけだすあたし。


　たしか部屋は、最上階──三階の一室だったはず。


　階段を駆け上がり──


「ぐぁっ!?」


　男の苦鳴が、廊ろう下かの端はしから聞こえてきたのは、階段を上りきった時のことだった。


　あたしは呪文を唱えつつ、ランプのかすかな明かりが灯ともった、昏くらい廊下をつっ走る。


　廊下に倒れている男が一人。おそらく、さっきの悲鳴の主ぬし──おそらく護衛の一人だろう。


　そしてその先には──


　──いたっ！


　黒ずくめの人影がひとつ、つき当たりの角を曲がって、姿を消した。


　気け配はいを捕らえることはできない。こいつもプロの暗殺者アサツシンか。


「氷フリーズの・矢アロー！」


　人影を追って、角を曲がると同時に呪文を一発。


　不意打ち対たい策さくと、当たればラッキー、のつもりでぶっ放ぱなしたのだが、そこにはもはや、例の人影はなかった。


　どこかの部屋に入り込んだか!?


　……カールソンさんの部屋は、たしか、こっちではなかったはずだが……？


　あたしはその場で立ち止まり、口の中で、次の呪文を唱えはじめる。


　相手がいきなり飛び出してきたら、問答無用でぶっ放すっ！


　──しかし、あたしの呪文が完成するよりも早く。


「カールソンさんは無事かっ!?」


「おいっ！　誰か倒れてるぞっ！」


　複数の声と足音とが、後ろの方から近づいて来る。


　──まずいっ！


　だむっ！


　廊下に面した一室の扉が、派手な音を立てて開く。


　やっぱしっ！　声と足音に刺し激げきされて出てきたかっ！


　目を除のぞく全身を、黒い布ですっぽり覆おおった、典型的な暗殺者アサツシンスタイルである。


「火炎球フアイアー・ボール！」


　扉を蹴り開けると同時に、暗殺者アサツシンは、こちらに向かって、赤い光球を投げ放つ！


　同時にあたしは床を蹴った。


　横や後ろではなく、前に向かって。


「なにっ!?」


　さすがにこれは意外だったか、うろたえた声を上げる暗殺者アサツシン。


　基本的に、火炎球フアイアー・ボールは、何かに接触しないと爆発しない。飛び来る火球を、あたしは紙かみ一ひと重えでかわし、相手に向かって突っ込んでゆく！


　──同時だった。


「青魔裂弾波ブラム・ブレイザー！」


　あたしが、唱え終えた呪文を放つのと──





　づごぅおおおおおぉんっ！





　暗殺者アサツシンの放った火炎球フアイアー・ボールが、あたしのずっと後ろ──廊下の奥で炸さく裂れつするのと。


　そして──


　だむっ！


　窓を蹴り開けた暗殺者アサツシンが、夜空に身を投げ出したのとは。


　──なっ!?


　あたしの放った術はむなしく宙を薙なぎ、背中からふきつける爆風と熱気に、たたらを踏ふんで倒れ込む。


　身を起こし、暗殺者アサツシンが飛び出した窓にあわてて駆け寄れば──


　窓まど枠わくに、カギ爪づめでひっかけられたロープが一本、夜風の中にゆらめくばかり。


　ロープの下がった、ちょうどその下あたり、二階の一室の窓が開いている。


「何だ!?」


「また殺し屋か!?」


「どこだっ!?」


「下かっ!?」


　どやどやとやって来た護衛たちは、窓から垂たれたロープと、二階の開いた窓を目にして、あわてて階段の方へと戻って行く。


　……うーむ……


　……なんか……引っかかるな……


　あたしは、暗殺者アサツシンが飛び出してきた部屋の中をのぞき込む。


　豪ごう華かなつくりの広い部屋。家具調ちよう度ど品ひんも、なかなか立りつ派ぱなものである。


　使用人や護衛の部屋のはずはない。おそらくはフランクさんの部屋だろう。


　部屋の中には誰の姿も見あたらないが、隅すみにあるベッドが乱みだれているところから見ると、最初の爆発で目を覚さまし、部屋を出たようである。


　……と、いうことは……ひょっとして……？


　あたしはくるりときびすを返し、走り出した。


　カールソンさんの部屋を目ざして。





　ばたむっ！


　派手な音立て、あたしは扉を開け放つ。


　部屋の中には、カールソンさんと、そばに佇むフランクさんの二人のみ。


　ほかの護衛の連中は、刺客を追っかけるのに夢中になってか、一人もやって来てはいない。


「リ……リナ殿!?　どうしてここへ……？」


　うろたえた声で問うカールソンさんに、あたしは答えず、つかつかつかっ、と部屋の中へと歩あゆみ入いる。


「リナ殿……？」


　あたしのその様子に、眉をひそめるフランクさん。


　背後にかすかな殺さつ気きが生まれた。


「振動弾ダム・ブラス！」


　どがぁっ！


「ぐあっ！」


　ふり向きざまに呪文一発。扉が砕くだけ、悲鳴が上がる。


　砕けた扉の向こうには、あたしの呪文を受けてノビてる、全身黒ずくめの男が一人。


　さきほど窓から消えた、あの暗殺者アサツシンである。


「……やっぱし……この部屋に来たわね……」


「どういうことだ!?　リナ殿!?」


　問いかけるフランクさん。


「どうもこうもないわ。


　よく考えれば、答えはわりとあっさり出るから」


「答え？」


　今度はカールソンさんが、おうむ返しに問い返す。


「そう。


　第一の刺客──マリィを捕まえたその翌日に、第二の刺客がやって来て、最初に彼女を閉じこめた部屋が爆破された。


　こんなこと、偶然にあるわけないでしょーが。


　となれば相手は、彼女が捕まったこと、どの部屋に捕まっているのかを知っていた、ってことになるわ」


「内ない通つう者しやがいるというのか!?」


　愕がく然ぜんたる表情で問うフランクさんに、あたしは左右に首を振り、


「いーえ。


　たぶん、内通者じゃなく、黒幕そのものがいるはずよ。屋敷の中に」


「馬鹿な！」


「黒幕が？　この屋敷に？」


　口々に言う、カールソンさんとフランクさん。


　その二人に、あたしは、ひた、と視線をすえて、


「──お二人は、今日、しごとに出かけられましたよね。


　マリィが捕まって、事じ態たいは沈ちん静せい化かした。これでしばらくは安心だ、と。


　共同で商売をしている、といっても、四六時中、二人いっしょにくっついてるわけじゃないでしょうから、別行動してた時もあったでしょ。


　で、別行動をしてた時、もう片方が何をやってたか、正確なところはわからない」


「まさか!?」


「ちょ……ちょっと待ってくれっ！　それじゃあまるで……！」


　だむっ！


　フランクさんのことばを遮さえぎり、いきなり部屋の窓が開く。


　そこから、するりっ、と、部屋の中へとすべり込んで来たのは、全身黒ずくめの男！


　もう一人いたのかっ！


　あたしが行動を起こすより早く、刺客は、ふところからナイフを引き抜き、投げ放つ！


　だがしかしっ！


　ぎんっ！


　ちゃりんちゃりんっ。


　刺客の放った投げナイフは、別の方から飛び来たナイフにたたき落とされる。


「何っ!?」


　驚きの声を上げる暗殺者アサツシンの目の前に、ふわり、と降り立つ黒い影。


　やっぱしこーゆー場面で出てきたか！　ギザン！


　ひるむ暗殺者アサツシンの背後に、したっ！　と降りるもう一人。


「──っ！」


　暗殺者アサツシンは、ふところから短剣を抜き放ち、ふり向きざまに、後ろの相手に向かって切りつける。


　しかし相手はその間に、まわり込み、ふたたび暗殺者アサツシンの後ろを取っている。短剣は、むなしく宙を薙いだだけ。


　とんっ。


　後頭部に手刀を受けて、あっさり崩れ落ちる暗殺者アサツシン。


「……忘れてたと思うけどー、一応あたしもプロなんだから」


　言ってマリィは、ふぁさっ、と髪をかき上げた。


「無事……だったのか!?」


　カールソンさんの声に、あたしは小さく笑みを浮かべて、


「たぶん、部屋に爆薬投げ込まれる前に、ギザンが気づいて、マリィ連れて逃げ出したんでしょーね。


　それから、ここの天てん井じよう裏うらにひそんで様よう子す見てた──


　そんなところじゃない？」


　あたしのことばに、無む言ごんで小さくうなずくギザン。


「ま、暗殺者アサツシンたちも黒幕も、ギザンを甘く見すぎてたわね。


　そーでしょ？　カールソンさん？」


「た……確かに……」


　……はぁ……


　おびえをふくんだ彼のことばに、あたしは小さくため息ついて、


「……なぁぁにとぼけたこと言ってんのよ。


　黒幕はほかでもない、カールソンさん自身だ、って言ってんのよ。あたしは」


『……なっ……!?』


　マリィを除のぞく全員の、驚愕の声が唱しよう和わした。


「──な……


　リ……リナ殿、何をいきなり……？」


　しばしの沈ちん黙もくのあと、ようやっと口を開いたのはカールソンさん。


「さっきの言いようだと、まるでフランクが黒幕だと言わんばかり……


　それが、いきなりわしが黒幕じゃと……？


　第一、命を狙われておるのはわしの方じゃぞ」


「──たしかに。


　フランクさん黒幕説、とゆーのもちょっと考えたわ。


　しごとが共同経営なら、カールソンさんがいなくなれば、利り権けんも財産もフランクさんが独ひとり占じめ。


　──けど逆に、フランクさんがいなくなれば、カールソンさんの思いのまま」


「だからっ！　命を狙われたのは、わしの方じゃろうがっ！」


「いーえ。違うわ」


　あたしは左右に首を振り、


「たしかに予よ告こく状じようには、カールソンさんの命をもらう、と書いてあった。


　けど、本当に命を狙われてたのは、フランクさんの方だったのよ」


「私が──だと!?」


　あたしのことばに、さすがに青ざめるフランクさん。


「そういうこと」


　あたしは、マリィにのされて倒れている方の刺客を目で指さして、


「実際、そいつの投げたナイフも、フランクさんを狙ってたわ。カールソンの方じゃなくて、ね。


　──そもそも、よ。


　なんでわざわざ暗殺者アサツシンが、予告状なんて出す必要があるわけ？


　答えは簡単。


　狙われてるのがカールソンさんの方だ、って思わせたいからよ。


　けど実じつ際さいに狙われてたのはフランクさん。


　もしもフランクさんが殺されても、みんなはこう思うでしょうね。


　フランクさんは、兄のカールソンさんと間違われて殺されたんだ、って」


「……な……何の根こん拠きよがあって……!?」


　顔を怒いかりの色に染そめ、声をはり上げるカールソンさん。


「……往おう生じようぎわが悪いわね……


　さっき、刺し客かくの一人が、フランクさんの部屋に入って行ったのよ。


　──たぶんフランクさんは、最初の爆発で飛び起きて、カールソンさんの様子を見に行ったんでしょうけど。


　刺客たちは、マリィがどの部屋に捕まってるかを知っていた。内部にくわしいのなら、間違ってフランクさんの部屋に行く、なんてことはないはずよ。


　フランクさんが実は黒幕で、刺客と打ち合わせをする予定だった、なんて話はボツね。


　もしそうなら、フランクさんが、部屋から出ていくわけがないんだから」


「……だ……だからといって……」


「発想はよかったんだけど、計算と違ったのは、マリィが、暗殺者アサツシンとしては、ちょっと……その……アレだったこと」


「……何よ……？　その『アレ』って……？」


　マリィのつぶやきはとりあえず無視して、


「それと、ギザンの出現ね。


　計算と違って、マリィはいともあっさり捕まっちゃった。生きたまま、ね。


　つかまえたマリィの拷ごう問もんに反対したのも、役所につき出すのに反対したのも、みーんなあなたよ。カールソンさん。


　命を狙われてる、ってぇのに、おかしな理由つけてしごとに行ったのも、ね。


　黒幕の正体を知ってるマリィが、そのことをしゃべる前に『始末』するには、それしかなかった。


　フランクさんと別行動になった時、どこでどーやったかまでは知んないけど、別の暗殺者アサツシン二人を調ちよう達たつして、屋敷を襲わせた──


　──でしょ？　マリィ？」


　あたしの問いに、彼女は、ひょいっ、と小さく肩をすくめ、


「……まあ……


　あたしも、部屋に爆薬放り込んでくれるような依頼人に義ぎ理り立だてする必要ないわけだし」


「──くっ！」


　ことばと同時にカールソンさんは、扉の方──あたしの方へとダッシュをかける！


　逃げる気かっ!?


　しかし、あたしが動くより早く。





　ごん。





　フランクさんの投げた壺つぼに、うしろあたまを直撃されて、カールソンさんは、べたりっ、と、床の上にノビたのだった。





「……虚むなしい事件だったわね……」


『お前が言うなぁぁぁぁっ！』





　ずごっ！





　意味なく空など眺ながめつつ、言ったマリィのうしろあたまと顔面に、あたしとギザンのダブル・キックが炸さく裂れつした。


「役人に突き出されんだけましだと思うがいい。村に帰ったら、一生監かん視し付で便所掃そう除じだと思え」


「ああああああああ。役人につき出された方がいいかも」


　ギザンに言われ、涙ぐむマリィ。


　襲撃のあった、その翌日の昼──カールソンさんを、役人につき出したあとのことである。


　むろんマリィも、立りつ派ぱな共きよう犯はんなのではあるが、彼女がかかわっていたことは内ない密みつにしてほしい、というギザンの願いを、フランクさんが聞き届けてくれたおかげで、彼女はギザン預あずかり、ということで話がついたのだ。


「ゆくぞ。ギザルメー」


「……ううっ……しくしく……」


「……あんたにも、世話になったな」


　去りゆく二人の背中を眺めるあたしに、声をかけてきたのはフランクさんだった。


「これはほんの気持ちだ。受け取ってくれ」


「それでは──遠えん慮りよなく」


　さし出された小さな革袋を右手で受け取り──


　あたしは思わず眉をひそめた。


　……軽い……


　お金が入ってるにしては、いくらなんでも軽すぎる。


　あたしは革袋の口ひもをゆるめ、のぞき込んでみる。


　中にはなにやら、黒っぽくて、かさかさしたものがびっしり詰つまっているだけ。


「……あの……これって……？」


「干ひ物ものだ」


「………………」


「モルモル兎うさぎの肝きもを乾かん燥そうさせたものでな。このあたりの特とく産さん物ぶつだ」


「……いや……あの……こーゆーのじゃなくって……依い頼らい料りよう……」


「あんたを護衛に雇ったのは兄キだろ？」


　………………………………………………


　のあああああああああッ！　そー来たかぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?


「ちょっ……ちょっと待ってくださいっ！　そのっ……！」


「だから言ったろ。気持ちだ、と。


　──大体、契けい約やくしたこと以上のものを出すなど、商売人としては、やってはいかんことだからな」


「た……たしかにそれはそーですけど、その……」


「じゃ。そーゆーことで。


　世話になったな」


　一方的にそう言うと、フランクさんはきびすを返し、すたすた歩み去って行く。


　あとには一人、あたしだけが佇むばかり。


　干物の詰まった革袋を、片手ににぎりしめたままで。


　……やっぱし……助けなかった方がよかったかも……







（暗殺者アサツシンたちの夜：おわり）















　あとがき



作者＋Ｌ　　









作：どぉもっ！　そーゆーことで、スレイヤーズすぺしゃる９巻「イリーズの旅路」をお送りしますっ！


Ｌ：のぁひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃッ!?


作：この話以降、スレイヤーズすぺしゃるは、ドラゴンマガジン誌上では、前・後編に分かれて掲載されました。すぺしゃる８巻のあとがきの「一話完結形式のはこれでおしまい」とゆーので、「すぺしゃるが終わった」とかんちがいなさった方もいらっしゃったよーですが……


　　何のことはない、「二話完結形式」になって、しぶとく続いてたりします。


Ｌ：をぬどあぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?


作：今までは雑誌での発表順に収録されてきたのですが、今回は、初出をごらんになればわかるよーに、三話目の「理由なき冤罪」は、ドラマガ誌上では、もっとあとに発表されたものです。今回、それがくり上げ収録になったのは、本編十巻……


Ｌ：くろへもぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?


作：……っだぁぁぁぁっ！　何なんだっ!?　さっきからひたすら悲鳴上げまくってっ!?


Ｌ：『何なんだ』ぢゃないわよっ！　これよこれっ！　今年、九十六年の年賀状っ！


作：……というと、「ソラリア──」のあとがきで予告した「神坂一・原画、Ｌ様見る……」いや、「Ｌ様拝見するからに利発そうなティーンエイジバージョンあーんど部下Ｓ」の、アレか？


Ｌ：あたしを恐れて言い直すところが根性なくって結構。


　　とにかくそれのっ！　手前のあたしはともかく、後ろのって何よっ。


作：何……って……部下Ｓ……（北の魔王・人間バージョン）


Ｌ：いやぁぁぁぁぁぁぁっ！　部下Ｓがこんな外見マトモでどーどーとしてるなんていやぁぁぁぁぁっ！　うそよぉぉぉぉっ！　ＪＡＲＯに提訴してやるぅぅぅぅっ！


作：するなぁぁぁっ！　別にいーじゃねーか。外見ふつーでも。


Ｌ：絶対いやぁぁぁっ！　九十五年のが雪ダルマ役だったから、今年は絶対、かがみもちの飾りエビだって思ってたのにぃぃぃぃぃっ！


作：……まあ確かに……ＴＶ版でのデザインは、エビカニほーふつとさせるもんがあったけど……


　　ま、いーじゃないか。過ぎたことはどーなるもんでもなし。


Ｌ：いや……そりゃまあそーだけど……


　　そうそう。ＴＶって言えば、また今年もやることになったわねー。ＴＶと劇場版。


作：うみゅ。復活するとは、実にめでたいことであるっ！


Ｌ：うーん。これもひとえにあたしのおかげっ！　ぜひとも今回は出演をっ！


作：だからないって。そーゆーのは。


Ｌ：ああっ!?　なにゆえっ!?　はっ！　ひょっとしてこれはフリーメイソンの陰謀っ!?


作：年会費五千円の組織に勝てんのか。お前は。魔王のくせに。


　　ま、ＴＶ、劇場のほかにも、ラジオドラマのＣＤ化に、オリジナルビデオのスタートと、いろいろ今年もあったりします。


Ｌ：けどほんっと、スレイヤーズも大きくなったもんねー。


作：そーだなー。


　　あ、そうそう！　メジャー化のひとつの基準に、「ニセモノの出現」っつーのがあるんだが……


　　とーとー出現したらしいぞっ！　神坂一のニセモノがっ！　くくぅっ！　やったね！


Ｌ：……うれしいのか……？　あんた……？


作：ちょっと[image: ]


Ｌ：なるほど……


　　ンで、そのニセモノの「自称神坂一」が、ファンの女の子とかに手出しまくって、何年か後に、編集部あてに「神坂一の子供産んじゃいました[image: ]認知して[image: ]」なんて言ってくる子が出てくるわけね。


作：……やっぱり……イヤかも……


　　うーみゅ……私としては、私がたまたま入った喫茶店とかに、「自称神坂一」がいあわせて、ふんぞりかえってえらそーにしゃべってる場面に出くわして、一ファンのフリしてねちねち質問責めにする、などとゆー展開を期待してるんだが……


Ｌ：……作者あんた……本気で悪趣味なのな……


作：他人にめーわくかけないのなら、別に、ニセモノの一ダースや二ダース、いても面白いとは思うんだけど……


　　とりあえず、本モノの見分け方としては、本モノは九十六年現在大阪府在住。猫が好き。


　　聞かれもしないのに、自分から他人に「オレ、神坂一」なんぞと名乗るのは、絶対ニセモノだと思っていーでしょう。


Ｌ：聞かれもしないのに……って……


　　ンじゃあ本物あんたは、聞かれたら「神坂一です」って答えるわけ？


作：……うっ……答えるかも……


　　けど完全な当人証明といえば、間違いないのは「Ｌのらくがきができること」ですね。……まあ……神坂一と名乗る人間に出会った人が、作者のらくがきのタッチを知らなきゃ、意味ないですけど……


Ｌ：サインは簡単だから、誰でもマネできるもんねー。


　　画数少ないし。


　　でも、作者あんたの名前なんぞかたって楽しいんだろーか……？


作：いや……楽しいからやってるんだと思うが……どう楽しいのかはわからんが……


　　ま。ともかく。


　　それではこのへんで……


Ｌ：ちょっと待ったぁっ！


　　終わる前に聞きたいんだけど、「ソラリア──」のあとがきで募集してた、人気投票の方法のアイデア、って、どーなったの？


作：あー。あれね。


　　いっぱい案が届いたんだけど、どれもいまひとつ……


　　多かったのが、「好きなキャラの絵を描いて送る」上う手まけりゃ得点高くて、そうでなけりゃあ低い、とゆー案。


Ｌ：それって……絵の描けない奴には投票資格ない、って言ってるよーなもんよね……


作：うむ。中には、絵の上手いかどーかで、五点までの点数評価して、それを集計、なんぞというのもあったが……


Ｌ：めちゃめちゃ集計たいへんなんだけど……それ……


作：ほかにも多かったのが、それぞれのキャラクターに色を設定して、ハガキを五等分して、一区画一点の計算で、投票したいキャラの色を塗っていく。


　　集計方法は、届いたハガキを区画ごとに切って……


Ｌ：……おいおい……


作：その枚数で集計する、って案なんだが……


　　届いたハガキを切って分類する、って作業がどれだけたいへんか……


　　そこらへんの方法採るなら、第２回でやった、五ポイントとマイナスポイントのふりわけの方が、まだ集計が楽な気が……


Ｌ：くくぅっ！　こーなったら、作者が断筆してでもハガキの集計するのよっ！


作：……いや……いくらなんでもそれは本末転倒なよーな……


　　けどこーなると、いっそそれこそ「ベゼルド──」のあとがきでの方法でやった方がいーよーな気さえ……


Ｌ：ンじゃあそれでいく？


作：いや待て。もーすこし様子を見る。それでいいアイデアが送られて来んかったら、こっちでてきとーに方法考えるなり、あるいは、やらない、ってことに……


Ｌ：「やらない」なんてのは却下っ！　絶対第三回人気投票やって、今度こそこのあたしが、どーどーの一位に躍り出るのよっ！


作：いや……一位っつーのは、いくらなんでも無理……


Ｌ：やかましいっ！


　　とにかくそーゆーことで、作者が「うぉぉぉぉっ！　このテがあったかっ」と言うよーな投票方法アイデア待ってますっ！


作：それでは今度こそ、そーゆーことで。


Ｌ：しーゆあげいんっ！







あとがき：おわり　　
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